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序 文

本書は、平成１１年度に共同住宅建築に伴って記録保存のために実施した府内城・城下町跡第'２

次調査の発掘調査報告書です。

江戸時代、府内を訪れた儒学者貝原益軒の豊後紀行によると「府内の町は、すこぶる大きな構

えで町もまたすこぶる広い。この町にはたくさんの商品が揃っており、ここ府内の地は豊後の府」

であると記しています。益軒が「豊後の府」と感じた府内は、今も県都大分市の中心街として繁

栄しています。

こうした繁栄の礎は、戦国時代に南蛮貿易都市として栄えた大友府内町の移転を図り、織田信

長に始まる石造りの府内城と総構えの新しい都市「府内」の誕生にあります。これまでの１５次に

及ぶ武家屋敷跡や町屋跡地区での発掘調査において、城下町の変遷過程や構造、度重なる火災で

その復興に努めた府内町人の活力あふれる姿の一端がしだいにわかってまいりました。今回発掘

調査を実施したところは､城下町の束の御門である塩九升口につくられた米屋町の一角にあたり、

ここでも東の玄関口にあたる町屋の状況や調査区南端部で検出できた南外堀に沿う土塁痕跡な

ど、文書や絵図資料を裏付ける重要な成果を得ることができました。なかでも、破損した陶磁器

の修理を行った焼継資料がまとまってみつかり、製品に記された人名や屋号、町名、村名などの

朱書き文字から城内はもとより周辺の他藩領との関係が明らかとなり、全国的にも貴重な資料と

なりました。さらに、近世城下町の下層から中世大友府内町に係る遺構・遺物も確認され、中世

の町の変遷とその広がり知る重要な手掛りも得ることができました。

本書が、学術研究はもとより、文化財の保護、さらには教育文化の向上に役立つ契機となれば

幸いでございます。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書の上梓にいたるまで、ご理解とご協力をいた

だきました古城靖代様ならびに株式会社大東建託様に衷心より感謝申し上げます。

平成15年３月30日

大分市教育委員会

教育長秦 政博



例言・凡例

１本書は、大分市教育委員会が共同住宅建設に伴って実施した府内城・城下町跡第１２次調査の報告書である。

２調査は共同住宅の施主である古城靖代氏からの委託を受け、平成１０年７月２日から平成１０年９月15日にかけて

大分市教育委員会が実施した。

３発掘調査にあたっては、古城靖代氏ならびに株式会社大東建託の全面的な協力を得た。

４本書に使用した遺構実測図は調査担当である高畠豊のほか藤沢敏夫、坪根伸也、池避千太郎、河野史郎、塩

地潤一（以上大分市教育委員会文化財室）、高木隆司、大野康弘、奥村義責、佐藤道文、羽田野達郎､神尾至、

横山歩､早田利宏（以上大分市教育委員会文化財室嘱託）が作成した。

５遺構の写真撮影については、高畠のほか坪根､河野､塩地、高木、佐藤が行い、遺構空中写真の撮影は九州航

空株式会社に委託した。遺物の写真撮影は、高畠が行った。

６調査の際には国土座標第Ⅳ座標系の座標値を実測・測量の基準として使用した。

７本書で使用した方位は全て座標北（Ｇ､Ｎ､）である。

８本書作成に至るまでの整理作業（遺物の注記・復元・実測・トレース・遺構図トレース遺物観察表作成他）

は担当職員である高畠の他、次に記す大分市臨時職員の多大な協力の下に実施されたものである。

井口あけみ、伊東みほ、今村信子、内田順子、江藤井津子、大島紅､小野千恵美、小山田裕子、河野誠、河野裕子、

木村藍子、小田原由実、後藤好美、武田真知子、長木恵里子、林裕子、松場泉、結城由利恵

９出土遺物および調査の記録・資料は大分市教育委員会文化財資料室に保管している。

１０本書の執筆は第４章付属２を木村幾多郎（大分市歴史資料館館長）が行ったほかは全て高畠が行い、編集に

ついては井口の補助を受け高畠が行った。

１１本書に用いた遺構略号は、ＳＫ：土坑、ＳＤ：溝、ＳＦ：建物基礎及び土塁、ＳＰ：小穴、ＳＸ：不明遺構を表す。

１２本書で用いた出土陶磁器の分類及び編年観は主として以下の文献による。

なお、中国産の染付を「青花」と呼称し、国内産の染付を「染付」と呼称する。

青花小野正敏１９８２「15～１６世紀の染付碗・皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』ＮＯ２

森毅１９９５「１６．１７世紀における陶磁器の様相とその流通一大坂の資料を中心に－」

ｒヒストリア』第149号

備前焼乗岡実２０００「中世備前焼（壷）の編年案」『第２回中世備前焼研究会資料』

乗岡実２０００「中世備前焼播鉢の編年について」『第３回中世備前焼研究会資料』

肥前陶磁九州陶磁学会編２０００『九州陶磁の編年』

瓦大分県教育委員会l993r府内城三ノ丸遺跡」

その他全般江戸遺跡研究会編２００１『図説江戸考古学研究事典』

また、一部の近世陶磁器の分類、編年観については大橋康二氏（佐賀県立九州陶磁博物館）、吉田寛氏（大

分県教育委員会）よりご教示いただいたものである。

１３焼継文字及び墨書の判読については以下の方々のご教示による。

武富雅宣氏（大分市歴史資料館）、鹿毛敏夫氏（大分県立先哲資料館）

荻幸二氏（大分市教育委員会）

１４本書には、焼継文字資料をはじめとする写真図版を収録したＣＤ－ＲＯＭが付属する。
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第１章序

１調査に至る経緯

平成９年（1997年）１０月17日大分市大手町１丁目２番29号における共同住宅建設が計画され、これに伴い、建

物の設計者である株式会社大東建託より、埋蔵文化財の所在状況について照会が行われた。この事業計画地は周

知の埋蔵文化財包蔵地である府内城・城下町跡の範囲内にあたることから、大分市教育委員会では、まず遺構の

遺存状態を確認することとし、確認調査を平成'0年１月'2日に実施した。その結果、府内城外曲輪の土塁基底部

および土坑等の近世遺構多数を検出した。さらに、整地層よりも下層で戦国時代の遺構が検出されたことから、

中世大友府内町跡の関連遺構も存在することが確認された。

このため、事業主体者の古城氏および株式会社大東建託と協議を行った結果、工法上、遺構の保存が困難な建

物建設部分についてのみ発掘調査を行って遺構の記録保存を図ることとした。

本調査にあたっては、平成１１年６月30日に大分市教育委員会と古城靖代氏との間で埋蔵文化財発掘調査委託契

約が締結され、平成11年７月２日から調査に着手することとなった。

２調査の方法と経過

典型的な都市遺跡である近世城下町の遺構については、きわめて高い遺構密度、複雑かつ厚い整地地業をはじ

め遺構それ自体も大規模なものが多いなど、その土地には大きな土木量が投入されており、これらを逆に掘り返

す形になる発掘調査の際には、作業の困難さが大きくなることが避けられない。府内城・城下町跡についても例

外ではなく、今回の調査までの11次にわたる各調査において、調査費用や調査期間の制約により遺構全てを完掘

できない例も発生していた。

また、府内城・城下町跡は中世大友氏により築かれた中世大友府内町跡の比定地とはわずかに重複するのみで

あるが、府内町跡と同時代の遺構やそれ以前に遡る遺構は府内城・城下町跡の多くの調査地点でも検出されてい

る。これらの遺構は府内城築城時の整地層より下層に存在するため、当然、上層の近世遺構を調査により除去し

ないと調査がおよばないことになる。今回の調査地点は府内城・城下町跡と中世府内町跡とが重複する部分であ

り、さらに中世の遺構が試掘により確認されていた。

今回は、調査期間を中心として、多くの制約がある調査ではあったが、以上のことを考慮した結果次の諸点を

最低限押さえるべく発掘調査を実施することとした。

１近世遺構と中世の遺構について､鍵層である近世初頭の整地層を把握した上で､層位的に発掘すること。

できればその他の近世の整地層についてもできるだけ把握すること。

２すべての近世遺構を可能な限り完掘し、必ず中世遺構まで完掘すること。

３府内城外曲輪土塁を面的に確認すること

発掘調査は平成１１年７月２日に表土剥ぎを開始し、平成１１年９月15日に埋め戻しを行って終了した。近世の遺

構の発掘調査は、近世初頭の整地層よりもやや上面まで重機により掘削した上で遺構検出を行った。整地層につ

いては、詳細に見ると複数の整地面が認識できるが、調査日程を短縮する必要に迫られたことと土層認識の困難

さのため、より上位の整地層上で検出できた遺構はごく少数にとどまり、多くは近世初頭の整地層上面まで掘り

下げて検出したものである。また、調査期限が迫ってくると調査を急ぐため、発掘作業自体が粗いものとなり、

遺構の見落としが生じたり、図面の省略も行わざるを得なくなるなど、結果として多くの情報を欠落させる結果

となったことは否めない。しかし、ともかく中世遺構まで完掘して調査を終了させることができた。

調査は実働54日間、調査面積は298㎡であったが、実際はこれに倍する面積を調査したことになる。
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調査日誌抄

７月２日(斜重機による表土剥ぎ１日目。調査区南端

において、舗装と旧表土を除去すると、早

くも直下で府内城外曲輪の土塁積み土が確

認された。

７月８日（木）規準点測量。メッシュ設定。

７月12日（月）遺構検出作業開始｡撹乱の掘り下げ開始。

７月22日（木）遺構掘り下げ開始。

８月２日（月）本日より文化財室嘱託の応援を得る。

８月３日（火）雨のため休み｡廃土上げ作業を若干行う。

以後、雨の日を除いて休み無しで行うこと

にする。

８月９日（月）SKOl7に陶磁器が大量廃棄されているこ

とが判明。

８月13日㈱SXO38掘り下げ。石組み遺構は１７世紀前

半の遺構と推定される。

８月17日（火）調査員疲労のため休日とする。

８月18日（水）北端部の遺構検出。近代以降の建物基礎

を除去する。

８月１９日（木）調査期限について、９月中旬まで2週間程

度の延期を要請する。

８月21日(土）調査区北端部、重機により表土剥ぎ、廃

土移動。建物基礎SFO73を検出。

８月30日（月）SKO92で１７世紀前半の一括資料出土。

９月５日（日）本夕までに近世の遺構を完掘し、明日の

空撮に備えて現場の清掃を行うも、夕方現

３調査組織

平成９年度（試掘調査）

調査主体大分市教育委員会

教育長清瀬和弘

事務局大分市教育委員会文化振興課

課長野尻政文

参事秦政博

主幹玉永光洋

文化財室室長植木正巳

次長讃岐和夫

主査佐藤宏明

指導主事藤沢敏夫

指導主事後藤典幸

主任安部貴美代

主任技師塔鼻光司（試掘調査担当）

主任技師坪根伸也

主任技師池避千太郎

２

場終了直前に豪雨。

９月８日（水）早朝より、現場の清掃を行い、空撮を行

う。撮影後、城下町築造時の整地層を人力

により除去し始める。

９月９日(ね戦国時代の溝SD201を検出。掘り下げに

かかる。

９月１２日（日）SD201完掘し、現場清掃を行い南側マン

ションより完掘状況の写真撮影。

９月１３日（月）重機により土塁部分の積み土･整地層を

掘削する。あわせて調査区大部分の埋め戻

しを行う。SD201の続き部分を検出したほ

か、新たに平行する満SD203も検出し、掘

り下げを行う。文化財室職員･嘱託多くの

応援を得て作業する。

９月14日（火）文化財室職員･嘱託多くの応援を得るも

台風接近のため本日中の作業完了が危ぶま

れる。午前中で一応完掘し、午後清掃・完

掘写真撮影を行う。完掘写真撮影中１４:００

頃より雨が次第に強くなったが、撮影完了

する。現場事務所等の撤去作業も併行して

行う。撮影後、激しい雨の中、土塁土層図

と溝平面図を分担して作成する。日没後に

ようやく終了し、調査は完了した。

９月15日（水）台風一過、朝から嘘のように晴れる。重

機により調査区南端の埋め戻しを行う。

技師塩地潤

技術員河野史

技術員高畠
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文化財係課長補佐兼文化財係長讃岐和夫嘱託

指導主事後藤典幸嘱託

専門員塔鼻光司嘱託

主任技師坪根伸也嘱託

主任技師池遥千太郎嘱託

主任技師塩地潤一嘱託

技師高畠豊（報告書担当）嘱託

技師中西武尚嘱託

主事永松正大嘱託

事務員佐藤道文嘱託
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４調査区の位置と環境

久住高原に源を発する大分川は''１流域で盆地状の平野を形成しながら流下し、河ＩＩ部にデルタ平野を形成して

瀬戸内海に注いでいる。近代以前、河'1部は多くの流路に分流していたと考えられるが、これに伴って多くの微

高地が形成された。今同調査が行われた地点は大分川左岸の微高地群の一つに立地する。

周辺地域には弥生時代以降の遺跡が分布するが、豊後国葡の比定地があることに見られるように、古代以後、
豊後の政治的''１心地となったことを反映して多くの遺跡が知られている。

！｣Lf代の遺跡としては、大分川河'I部の平野を北に望む位置にある上野台地上の遺跡群が注ｎされる。台地東端

部の竜王畑地区では平成９年度に行われた発掘調査により９世紀代を中心とし、lOIIt紀前半に蕊るまでの撫立柱

建物跡や築地加棚などが多数検出されており国司館等、豊後国簡関連の施設であると推定されている。（上野迩

王畑遺跡）また、台地の西端部付近では８世紀～９世紀に築造された版築基壇と礎石建物跡を伴うIIf代寺院跡が

検{|}されている。（上野lﾂ飾跡）出土した多雌の凡の1-|』には百済系の単弁粁丸瓦等をはじめ斑後lKl分寺創建凡も
含まれており|:K|術との密接な関係を窺わせる。

従来、Ｍ１:後lKl術推定地としては、上野台地よりも南側に所在する古倒府地区が推定されていた。しかし、これ

までの発掘訓作によって、７１叶紀後半から８１Ⅱ:紀初頭の掘立柱建物群が検出されているものの、Ｉ｣('術MJ連施設と

推定できる辿椛は検出されていない。現在111ﾘjしている訓査成果からは遅くとも９世紀には上野台地ｋにＩｌｉｌ術が

世かれたI1j,能性が尚くなってきたといえるが、それ以前に関しては未だ不lﾘjと言わざるを得ない。

古代末期の上野台地一梢は「尚肱|府」と称されており、この時期に至るまで国術の''1枢施設が存在し続けてい

たことをうかがわせる。また、この時期の文献には大分川と推定される川が「市河」として記述されている。こ

のことから河原において市が開かれていたことが推定され、これが後の中世「府内」の濫鵬となったとする説も
提出されている。

中世大友府内町跡

中Ｉｌｔの当該地域は、鎌倉時代I|'期に豊後守護大友氏が入部して以来、その本拠である守護所がおかれ、戦国時

代にかけてはIl1lm都市「府内」として発腔したことが特筆される。

巾低「府内」については戦'1§l時代末期の様子を描いたと推定される絵図「府内古図」の存在が知られている。
＝

府内城。府内町跡
中世大友府内町跡 ７ 上野遺跡群

大友氏館跡 ８ 上野廃寺

万寿寺跡 ９ 上野竜王畑遺跡’

沖ノ浜遺跡 １０ 古国府遺跡群

上原館跡(上野大友館跡） 1１ 下郡遺跡群

第１図周辺遺跡位置図（１／50000）
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第２図調査区位置図１（１／7000『大分市史』中巻付図Ⅱから作成）
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それによれば当時の町は南北に4本の大路とこれに交差する7本の東西道とにより、碁溌目状に区切られ、’'1心に

は広大な大友氏館や万寿寺、御蔵場が描かれている。さらに、道路に沿って、４４もの町塙が記入されており、道

路を挟むiI1lj側町も存在したことを示唆している。また､道路の交差点には木戸を示すと見られる表現も兄られる。

これらの絵図はすべて近世以降の写しであるが、基本的に１種類の原図から派生したものと解釈でき、建物の

表現や地瑞等の記述内容の異同によりＡ・Ｂ．Ｃの３類型に大別されている。「府内古図」の現地比定については、

1987年の大分市史編纂の際に試みられ、「戦脚時代の府内復原想定脳l」が作成されている。この結果絵側に描写

された府内111].は南北2.2km東西0.8k,１，にわたって広がっていることが推定されたのである｡その後､1996年に始まっ

た''''1ｔ大友府内町跡の発掘調査、さらに1998年に始まった大友氏館跡の発掘調査により、この復原想定Ⅸlにより

比定された府内Ilf似|の記述が考古学的にもかなりｲI洲性が商いことが次第に確かめられつつある。

これまでの発掘調査により、中世府内町については、辿構の初現が１４惟紀に遡る万寿寺関連遺構を除けば、概

ね1511t紀前半以降に遺構が造られ始めており、1611t紀初めに規準となる軸線が変更される画期を経て、1611t紀ＩＩ１

葉から末にかけて鐙盛期を迎えることがわかってきている。そして、１６世紀末に焼土層や火災処理土坑を伴う遺

榊群をもってほぼ終息している。おそらく1586年～1587年の島津侵攻に伴う大規模な破壊と火災のあと、限られ

た部分のみしか再建されなかったものと思われる。

府内城・城下町跡

文禄二年（1593）、大友吉統が朝鮮出兵での失態を理IjIとして除同され、豊後国は豊臣秀吉の直轄地（職入地）

となり、翌年、府内には早川長敏が職入地預かり分を含む計六万石で入封した。この時、長敏は''１大友氏館を修

築して使用したといわれる。

慶長二年（1597）、早川長敏に替わって磯後Ｆ１杵から柵原直高が大分郡及び速見郡計十二万石で入封した。iILI：

間は''111t府内町の北方、別府湾に面する「荷落」と称されていた地を選地し、築城に着手した。慶憧|ﾉﾘ年（1599）

にはニノ曲輪三重櫓や三ノ曲輪家臣陛敷が完成し、地名を「荷揚」と改め、新城を「荷揚城」と称した。しかし

'１１年、直高は改易され、早川長敏が再入封する。

慶長五年（1600）、関ヶ原合戦の後、豊後高I11から竹I|｣重利が三万五千石で入封した。竹中氏は築城鞭業を再

開し、慶長七年（1602）には四重天守等の城郭中心部が完成した。慶長-|一年（1605）には城下町がほぼ完成、城

下町を朋続する濠を築き、城名を「府内城」、城1,.町を「府内」と改めた。さらに、慶長-'一二年（1607）、城下

の東に塩九升口、西に笠和口、北に堀川口を設け、翌年

には船入「京泊」が造られ、城下町は完成した。”‐

寛永十一年(1634)､竹中氏二代重義が改易され､粋わっ

て下野凶壬生から日根野吉明が二万石で入封した。’1根

野氏は府内城・城下町の再整備を行ったほか、初瀬ル路

をはじめ、川水路の開削・整備を精力的に行い、新Ⅱ|開

発を進めるなど積極的な領国経営を行う。ところがり州

二年（1656）、Ｈ根野氏は１代で断絶したため、一.1.1-群

府の管理下に置かれた後、万治元年（1658）、松平忠昭

が二万二千石で入封して大給松平氏の府内藩が成立し、

十二代を経て明治を迎えるに至った。

府内藩は松平氏時代以降には２万２千石に過ぎなかっ

たが、城下町は小藩らしからぬ規模であり、繁栄した。

これは当初大分郡・速見郡12万石の城として築城され始

めたらしいこと、中世府内町の移転により大友氏時代か

ら続く避後の経済的中枢機能を引き継いだことに起脚す

6

●

第３図府内藩の領域
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第５図調査位置図３（1/2500、『大分市史』中巻付図Ⅳ「府内城下の復原図」から作成）

第４図調査位置図２（１／8000,『大分市史』中巻付図Ⅳ「府内城下の復原図」から作成）
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ると考えられる。17111:紀末に府内城下を訪れた典原茄''1|:は、「町すこぶるひろし、〃の売り物術われり」などと

記しておl)、その繁栄が窺われる。しかし、18111蝿になると、寛保の大火（1743年）をはじめ宝永の大地艇、疫

永の大地震等大火や旋災による被害が相次いだ。特に寛保の大火では、天守閣以ﾄﾞほとんどすべての城郭施設と

城下町のほぼ全域を焼き尽くす大惨事となった。こうした相次ぐ災害からの復興は小藩にとってきわめて重い負

担となった。また、周辺諸藩が専売制を敷き、Iil藩領の振興をはかる経済政策をとったことや、府内周辺に所在

する諸藩領の在町が小都市として発腔したことも加わり、次第に経済的なIll枢機能も失われていく。こうして１８

世紀後半からは、城.ド町は次第に衰退し人１１も減少していった。石高の大きい詣藩の城下町が、経済的''1砿機能

を維持・発展させ、18111身紀以降農村からの人|I流入に伴って城下町が次第に拡大していったこととは対照的な現

象が府内城I､.には兄られたのである。府|ﾉ1城1､､llIIでは171M黛紀に西新llU.と＃〔新'111.が城外に設けられた以外に新'''1.が

設けられることはなかった。こうして明治を迎えたとき、府内町の範IﾙIは基本的に17世紀末と変わらないもので

あった。大正３年|卿f陸地測岐部作成の地似|においても大分市の市街地は依然として府内城城下町の範|〃|を大き

く出ていないことが読みとれる。市街地の飛躍的な拡大は、太平洋戦争後の再建、さらには高度成長期に突施さ

れた大規模な市町村合併による新大分市の成立と新産業都市としての発展まで待つことになるのである。

調査地点について

「戦国時代の府内復原想定|XI」によれば、Ｉｌ１ｌ雌府|ﾉjlIIl北端の穴打町、長池Ilil.、及び舟入付近に比定され、１１１１.雌

のはずれに近い位股にあったものと思われる。

一方、近１１tにおいては府内城1,.町の南東端近くに所在した米屋町にあたる。府内城下には北西隅に勢家'１、西

側に笠和仁I、南東には塊ﾉし升I-Iとそれぞれ呼称される３カ所の入り口があったが、米屋町は、このうちの塩九升

1-1に隣接する。塩九升11の東には大規模な馬出状の'''１輪である塩九升町があり、府内城東南方向へ続く街道「１１

向道｣は塩九升町内で３度折れ曲がって向きを変え､外堀を渡って塩九升口から城内に入るように造られていた。

米屋町は、この塩ﾉL|･'1から城内に入って妓初にある町で、城下町西南端の光西寺につながる東西道の両側に腿

開する両側町であった。この町の東と南は外IMI
Ｉ
Ｍ１
,_曇

輪士塁を挟んで外馴I|に1ｍしている。本洲杏地点

は、米屋町のほぼ東端に所在する短冊形地制に

あたっている。

府内城下町は太平洋戦争末期の空襲による被

災や近年の都市再開発により城下町の面影を偲

ばせる景観がほとんど失われ、城下町内で使川

されていた47の111略も昭和38年に施行された新

地番表示により公式には使川されなくなった。

しかし城下町の＃〔南郁分にある'１１米屋町とその

周辺は、白壁の商家や蔵、瓦弾きの伝統的な町

陸が少数ながら点在し、城下町らしいたたずま

いが辛うじて今も残っている地域である。

－－－

７

血

＝尋学〆

第６図現在の米屋町
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今何の発掘調査により出士した遺購面は府内城築城に伴う近'1t初

頭の整地層を挟み、Ｉ+111t及び近世遺術面の2面に大別される。（第７

図)中1世の遺構面では、戦|茎l時代の満等が検川され、上位の遺榊面

では、近'U芽の町屋に伴う遺構群及び府内城の外郭を形成していた士

塁の基底部が検出された。なお、近枇の遺構面は、一部の建物遺柵

に伴う部分的な整地により、さらに上位の遺構面が存在したことも

確認されているが､平面的な広がりを把握するに至らなかったため、

本報告では異なる遺構面として記述してはいない。

近世の遺構については、出土遺物により以ﾄﾞの3時期に分けて報

告する

近世１期：１６世紀末～17世紀末（1590年代～1690年代）

肥前陶磁編年I')Ｉ～Ⅲ期
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近世2期：１７世紀末～18世紀末（1690年代～1770年代）

肥前陶磁編年Ⅳ期

染付広東碗出現以前
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第２章調査の成果

１調査の概要

Ｘ＝

９

近世3期：１８世紀末～l91It紀中葉（1780年代～1860年代）

肥前陶磁編年Ｖ期

明治印判染付出現以前
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明治以降の遺構については、調査時に撹乱として扱って洲在対象

としなかったものが多く、個別遺椛例の図示は行わなかった。

調査の結果検出された遺構は、’'1世遺構面で溝（SD）３条、近'1ｔ

遺構面で土塁基底部（SF）ｌ、建物基礎（SF）ｌ、井戸跡（SE）４，

土坑（SK）９０、性格不明遺構（SX）３，ビット（SP）１０である。

L"

第８図検出遺構略図（1/200）
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第７図調査区西壁土層概念図

可旬■

L』

一画■■＝q

巳●■巴ニョや◆七二巳●■巴ニョや◆七二

Ｌ

○

/近代整地層

8８Ｅ

Ｘ＝25,880

L官
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第９図中世遺構配置図（1/200）
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※トレース時に反転
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※トレース時に反転
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SD201土冠①
１灰褐色シルト質土

２暗茶褐色シルト質土(黄褐色シルトブロック多く含む

３暗茶褐色土

４暗褐色士

５灰褐色シルト質土

SD201土府②

１暗茶褐色シルト質土(賀褐色シルトブロック多く含む
２暗茶褐色シルト質土

３暗褐色土(炭化物を多く含む.動物骨･貝頻出土）
４暗黄褐色シルト･暗褐色士湿士

、

SD201土層③
１茶褐色土

２褐色土

３灰褐色土(炭化物多く含む）
４昭灰色土(黄褐色シルトブロック含む）
５淡灰褐色士

６灰色土(淡黄褐色ブロック含む､鉄分沈燭）
７淡黄褐色緬砂(基盤層）

SD203士囲

168茶灰色土(やや粘質）
２８８灰褐色士

３暗茶灰色土

４昭茶褐色上(やや砂質）

５踏灰褐色土(やや砂貿､炭化物をわずかに含む）
６暗茶褐色シルト質土(胴灰褐色ブロックをわずかに含む）
７暗灰褐色砂質土

１～５届は掘り返し埋土

第10図SD201・SD203±層断面図（１／40）
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２遺構と出土遺物

①中世の遺構と遺物

1597年に始まる府内城築城に伴う整地層よりも下層で検出された遺構であり、溝3条が検出されている。

SD201・SD203（第９図、土層：第10図）

SD201は、展大幅幅約2.4ｍ、最大深約1.1ｍ，の櫛で調査区をほぼ縦貫してN-6o-E方向に延びている。末端お

よび屈曲部は検出できていない。土層観察によれば２回ないし３回の掘り返しを認めることができる。満埋土の

うち鎧上位の土層は、府内城築城時の整地層と類似するものであるため、１６世紀末の府内城築城開始時までには

完全に埋まりきっておらず、浅い窪地状を呈していたことが考えられ、府内城築城時の整地により、完全に埋め

立てられたものと考えられる。

なお、Ｌ､１区内の灰褐色土層（第１０図SD201土層③の３層に相当）上部で、イノシシ、シカ、ウシ、ウマの獣

骨及びサザエを主体とする貝殻がまとまって出土した｡獣骨の詳細については､第４章付篇２で分析されている。

SD203はSD201の東側に並行する溝で、最大幅約2.5ｍ、妓大深約1.1ｍ、同じくN-6o-E方向を指向する。この

溝は調査区南端からおよそ９ｍのところで収束していることが確認された。土層観察では少なくとも１回の掘り

返しが認められるがSD203は府内城築城時までに完全に埋積していたものとみられる。

二条の溝は、同一方向に平行して延びており、その間の空閑地が道路状遺構である可能性も考えられたが、溝

と瀞の間に版築等の地業は認められなかった。このため、これらの渉を側溝とするような道路の可能性もなお捨

て切れはしないものの、現状では何らかの区画櫛としてとらえておくに止めたい。

SD202（第９図）

調査区北西端付近で検出された溝である。幅40cm～80cm、雄大深約30cmと小規模なものであり、SD201に切ら

れている。SD201に先行する遺構であるが、土器の小片が出土したのみであるため時期及び性格は不明である。

SD201出土遺物（第11図）

ｌ～74はロクロを使用しないで成形されたいわゆる京都系土師器である。これらは概ね明灰褐色～明灰黄褐色

を呈し、微細な金雲母や石英粒を僅かに含むものの、粒子の少ない精良な胎土を使用している。また、小皿以外

の皿には、右回りのナデの最後にナデの方向を反転させる、いわゆる「２」の字ナデが施されているものが認め

られる。

ｌ～３は底部に墨書が確認された皿でいずれも口縁部には「２」の字ナデが施される。ｌは「さい良」と墨書

されており、「良」は男性の人名に使用される「郎」を示す字であることから、人名の可能性がある。２は｢光盛｣、

３は「さかい寺」と判読できる。これらは京都系土師器小皿７及び16とともにL-l区の下層（第１０図SD201土層

③４層に相当する土層）から一括出土したが､残念ながら出土状況の写真、図面等を残すことができなかった。１５

は出土した京都系土師器中で最も薄いものであるが胎土は他の京都系土師器よりもやや精良かと思える程度で大

差ない｡６５．７２は底部に板状の圧痕が認められる。68は復元口径5.3cmで最も小型の小皿であり、底部は｢へそ皿」

状に凹められている。

７６は白色に近い胎土を使用したロクロ成形の小皿で、いわゆる「大内系」のものに類似する。おそらく搬入品

であろう。

７５．７７～１００．１０４．１１８．119はロクロにより成形された土師器坪および小皿であるが、色調や含有粒子の少な

さの点で京都系土師器と非常に類似した胎土を使用したものである。７５は底部に「右」の墨書がある坪で、内面

に不明瞭な段が認められる｡83は底部に錘目状の圧痕を有する｡意図的なものではない可能性もあるが､内面に｢2」

の字ナデ状の痕跡が見られる。

lOl～103,105～117,120～136はロクロ成形の土師器坪および小皿で、燈褐色～赤褐色を呈する赤色系の胎土

を使用したものである。石英や角閃石、赤褐色の粒子等多迂の粒子を含有するものが多い。

－１１－
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第11図SD201出土遺物実測図１（１／３）

７

乙乏 豆:；

１０cｍ

き
り
い
ち

３

更ニヰフる

０

ごコーン:；

で三Ｆ言う：グ 二三Zﾌ′ Zフ；５

５ニノ室

二二Ｚ：

ﾆクここ』〔字７ ８

二Ｚ了；;Ｚｚ
一
一
一
幻

０
２廷 １１

２

ア二三三ｸｲ ／刀 》

1５３

Eﾗｼｵ

‘：

二三zｸ照６
<３＆て

一
一
手
圭

一
』
員

F三三壱三Z言

三三石ニラＺ

:乏言一
」

（
一い

、

ニラ;；

吾三三蚕[三二ＺＺ

ノ室



ﾐﾖ画こぷ
~

Ｚ

7１

、

０

8６

Zラフ

。
へ
一
一
一
》
へ ７４

二亥＝三三三／

＝〃

－１３－

琶完?-ﾐマ
5６

･･･､ｂふく．‘
･竜『-.-..幻,〆｡

●

ロ．.－%も,..Ｆ訂｡

；。

夢ア琢

ー

、
8７

医グ2字

『～①‐－今幸、一一一・？｡

ヲ

警鏡
麦ヱク

一
一
》
たヨ
議

Ｌ

第12図SD201出土遺物実測図２（１／３）
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第17図SD201出土遺物実測図７（１／３）

137は、土師器椀で白色に近い胎土で内面を研磨した、いわゆる研磨土師器である。高台の形状から12世紀代

のものと推定される｡138は土錘である｡139は土師質土器灯火具で､底部は剥落が著しいが僅かに糸切り痕を残す。

京都系土師器と共通する胎土が使用されている。140は瓦質土器火鉢である。141は外面に剣先状の蓮弁文がへラ

彫りされる青磁碗であるが､内面Iこもへう彫りの文様が施文されている｡142は外面に焚字文を描く青花皿Ｃ群で、

165も同様のものである。143～145.148は青花碗Ｃ群、１５６．１５７は碗Ｃ群の底部である。１４６．１４７は青花碗Ｅ群

と推定されるものである。152は青花碗Ｅ群の底部で、見込に蟹を描く。149は樟州窯系の青花碗である。150は

白磁碗である。151は青磁碗で口縁部に退化した雷文が描かれている。153は青花碗で、口縁部外面に唐草文、内

面に四方襟を描く。また、体部外面には唐草文が陰刻される。154は口縁部が外反する青磁碗である。152も青磁

碗で「福」字と花弁状の文様をスタンプする。155は枢府系の青白磁碗で14世紀代に比定される。１５９．１６１．１６２

－１８－



－１９－

は青磁碗の底部である。160は白磁の底部であり、口縁部内面に顕著な段を有するもので、朝鮮王朝産の可能性

もある。４１は見込無紬の白磁皿である。164は白磁菊皿。165は外面に焚字文を描く青花皿Ｃ群である。166は白

磁皿で体部が大きく外反する器形である。167は青磁皿で、口縁部は輪花となる。168～170は白磁皿、１７１．１７３

は青花皿の小野分類Ｂ１群である｡172は青磁皿､174は青磁盤で内外面にへう状工具により文様が陰刻される｡175

は中国産と推定される褐紬陶器壷の口縁部である｡176は備前焼瓶､177は外面に櫛描波状文を有する備前焼壷､178

は備前焼の鉢と思われる。179～181は中国製と推定される焼締陶器である。179は鉢の底部である。180は口縁部

が内側に張り出した玉縁状になる播鉢であり、中世大友府内町跡第３次調査地点SX210(2)より出土したものに続

②

出土遺物実測図８（１

⑤鰯
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"１１

れる焼締陶器鉢で、口縁部が縁帯状になるものである。１８は備前焼播鉢、１９は瓦質土器火鉢である。

、 豆言

'

－２０－

1９０ １０ｃｍ
－ －

二二三ラフ： ク

茄
天

／~7ー

Ｚ；＝／：三矛

＝－－

き2例目となる。181はほぼ黒色に発色するきわめて綴密な胎土を持つもので、瓶あるいは壷と推定される。ベト

ナム産長胴瓶とも思われたが、胎土・焼成・器形など諸属性が異なっているため、中国産ではないかと推定され

る(3)。182～191は備前焼播鉢である。１８７．l96のように古相のものも僅かに含まれるが、１８８．１９０．l93のよう
に交差する摺り目を有する乗岡編年近世１期ｂに比定されるものも確認された。１９５．１９７．１９９．２００．２０１は備

前焼の蕊である。201は肩部の破片でへラ記号が認められた。202は土師質土器のトリベで、内面に銅津と推定さ

れる赤紫色～暗緑褐色のガラス状物質が付着する。203は土製羽口で外径4.6cm，内径1.4cmをはかる。204は阿蘇

熔結凝灰岩製羽口であり復元外径約9.3cmをはかる。外面には盤跡が残る。内孔は方形状を呈し、2.0cm程度の内

径と推定される。205は凝灰岩製の羽口先端部で内径は2.6cmである。この他、図示していないが鉄津が約１k9出
土した。また炉壁片と思われるものも出土している。206は鬼瓦である。207は丸瓦で内面に糸切り痕を有する。
208.209は平瓦で糸切り痕が認められる。

SD203出土遺物（第19図）

１～９．１１．１２は京都系土師器である。このうち９．１１は際だって器壁が薄く、胎土も粒子をほとんど含まな

い精良なもので、色調も他のものに比べやや白っぽい。豊後における京都系土師器の編年上では最も古く位置づ

けられると思われ､搬入品の可能性もあると考えられる。１０．１３～１５はロクロ成形の土師器坪である。このうちlＯ

は、京都系土師器と共通する粒子の少ない明灰褐色系の白っぽい胎土である。１６は青磁碗、１７は中国産と推定さ

／

第19図SD203出土遺物実測図（１／３）
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②近世1期の遺構と遺物

整地層（土層：第21図）

近世初頭（府内城築城時）の整地層

1597年に始まる府内城築城時に行われた大規模な整地地業跡

であり、土塁積み土の下l櫛を含め、調査区全域で検出された。

Il1lltの遺構を直接覆っている整地畷であり、近世の遺構はすべ

てこれよりも上から掘り込まれている。第21図９層～１１層がこ

れに当たり、灰褐色～暗褐色の略<締まったシルト質土からな

る。出土遺物のうち鮫も新しいものは17世紀初頭のものである

が、これは1597年に府内城築城が開始され、1607年までには''’

'11房の府内町から町屋が移低し城1,1111が完成したとされることと

矛応しないものである。繋地ﾙｉからの||{土遺物のrl-Iには1211t紀

代のにI磁碗や和泉型瓦器碗、さらには古代に遡ると考えられる

土師器坪片等も散兇される。

その他の近世整地層

今、の発掘調査においては、近''1:初頭の整地層上面まで掘り

下げて検出された遺構が多くを占めるが、調査区北西部のE‐

ｌⅨ、Ｆ－ｌ区、Ｇ－１区、ＩＩ－ｌｌＸにおいては近世でもより新し

い時期の整地層が存在することが確認された。（第21図4～8岬）

これらのうち5層は建物基礎SFO73にiIlI接伴う整地層であるIIJ

能性が高いが、他の整地畷については、これに伴うと考えられ

る建物やその基礎は検出できなかった｡しかし､これらのグリッ

ドにおいては遺構分布がきわめて疎であることや、繰り返し整

地されていることから、SFO73以外にも継続的に礎禰あるいは

ｲi列基礎を有する建物が営まれていた場所ではないかとも考え

られる。

府内城外曲輪±塁（第20図、土層図：第22図）

試掘の際既に確認されていたが、今IIllの発掘調査では訓奄|ﾒ：

南端部分において南北'陥約14ｍにわたって検出された。士塁の

南側裾部については、調査Ⅸ西壁沿いにサブトレンチを設定し

て検出しようと試みたがこれは検出できなかった。おそらく、

サブトレンチの南端より南側約１ｍの地割境界付近に存在する

ものと推定される。北側裾部については、石列等明確な遺椛は

検(1)できていない。しかし、‐l州の観察結果からはＫ区中央付

近に枝み土の端が推定できること、またKIXrl･I央付近より南側

で近'1tの遺構がないことから、ＳＫ()３３．SKO42付近からSKO62

さらにSKO38南辺を結ぶ線付近が北側裾部にあたると推定でき

る。土塁は削平されているため、肢も高い部分でも約50cmしか

残存しておらず、基底部のみ残っている状態であったが、近'11』

初頭の整地層（第７層）の上に硬の異なった土を斜めに積み上

げている状況が確認できた。

－

い･9５Ｉ

－

且. １．９５ｍ、１．９５ｍ、１.Ｅ

Nｉ 4‘4‘

愛愛

宗線は土塁残存部分の．：ンターライン

KiL
=蓋蒜竺p二 Ⅱ
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第20図近世１期遺構配置図（１／200）
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5鴫灰色シルト質土（砂．小磯を多数ブロック状に含む）

６ａ茶褐色シルト質±（黄褐色シルトブロック多く含む）

６ｂ暗灰褐色シルト質土

７暗褐色土（黄褐色シルトブロックを少量含む）

８灰褐色十

９灰色土（黄褐色土ブロック含む底部に鉄分沈蔚）

０バラス

１黒灰色シルト質土

２斎褐色シルト質土砂を屑状に含む

３ａ黄褐色シルト質土〈暗褐色シルトブロックを多く含みしまっている）

３ｂ黄褐色シルト質土（３ａに比べしまりがない）
４灰色シルト質土

０ ２ｍ

第22図十畢十層断面図（１／100）
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第23図近世初頭整地層出土遺物実狽Ｉ図１（１／３）
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近世初頭の整地層出土遺物（第23.24図）

ｌは藁灰紬の掛かる肥前陶器皿である。２は中国産と推定される焼締陶器鉢の底部である。３は胴部内面に同

心円状のタタキ痕が見られ、内・外面に緑褐色の紬が掛かる陶器の壷で、１６世紀末～17世紀初頭の肥前もしくは

九州産であろう。口縁部はSKO22、底部はSKOO7からの出土である他、胴部破片が調査区全域の近世遺構から少

数出土しているが、１個体の可能性が高いと思われる。整地層からも散漫に出土しているが、整地層下の中世遺

構からは全く出土していない。このため、本来は整地層中に包含されていた可能性が最も高いと推定される。４

はいわゆる芙蓉手の青花皿であり、型打成形できわめて薄く作られている。１７世紀初頭の製品であろう。５は青

花碗で小野分類C群の底部である。６は白磁菊皿で、高台内に二重圏線と「□口年製」銘が呉須により描かれる。

７は白磁小坪、８は白磁皿で、いずれも中国製である。９．１０は志野向付である。９は一部がSXO31の斐内から

出土したが、多くの破片は整地層中から出土し、ｌ個体分と推定される。見込に鉄絵による草花文、口縁部内面

に幾何学的な文様を配する。底部には三足が貼り付けられる。１０は、Ｆ区を中心とする整地層及びSEO64から出

土したものでl個体分である。四隅をゆがめて隅丸方形状に整形され、側面の各面には2点ずつの貼付文がある。

見込には鉄絵で草花が描かれる。いずれも17世紀初頭の製品である。１１は京都系土師器で１６世紀後半のものであ

ろう。１２．１４は土師質土器の鍋、１３は瓦質火鉢である。１５は丸瓦で、内面には糸切り痕を残す。

SKO30（第25図）

Ｋ－２区で検出された廃棄土坑である。SKOl8、SKO31および近代以降の

撹乱により切られているため、ごくわずかしか残存していなかった。出土

遺物から17世紀後半に比定される。

出土遺物（第26図・第２7図）

１．６は1660年代～80年代に比定される染付碗で外面に山水文が見られ

る。２～５．９．１２は肥前陶器碗である。７．８は京焼風陶器碗であるが

高台内に刻印は確認できなかった。１０は樟州窯系の青花碗であり、呉須に

より内・外面に圏線のみを施す。１６世紀末から17世紀前半の所産であり混

入品の可能性がある。１１は一重編目文の染付碗で1640～1650年代に比定さ

れる｡１３は青磁菊皿で１７世紀前半～中頃に比定される。１４は見込みを蛇の

目紬剥ぎする青磁皿で1660年代～80年代に比定される。１５は砂目積みの肥

前陶器皿である。１６は焼締陶器で、水差しの蓋であろう。１８は刷毛目唐津

二彩手の壷である。１９は中国産の可能性がある褐紬陶器壷で器壁は非常に

薄く、底部は無紬である。１７は備前焼徳利である。２０は焼塩壷の蓋である。

21は肥前陶器の播鉢で､外面から口縁内面にかけて鉄紬がかけられている。

ロクロ成形である｡22は土師質の培焔で外面にタタキ痕を残すものである。

17世紀前半～中頃に位置づけられる。２３は瓦質土器の鉢、２５は同じく火鉢

である。２４は備前焼大喪の口縁部で、２７の大喪底部に対応するものと思わ

れる。２５，２６は土人形で、２６はホテイを表すものであろう。

蓬;皇一鑑！
－－

第25図SKO30

平面･断面図（１／40）

、

SKO61（第28図）

Ｋ‐２区で検出された土坑で、SKO62を切って掘削されている。長軸1.1ｍ、短軸0.6ｍ、Ｋ‐２陸で検出された土坑で、SKO62を切って掘削されている。長軸1.1ｍ、短軸0.6ｍ、深さ０．２ｍをはかる。

SKOO2・SKOO7・SKOO8・SKO22に切られているため､一部しか残存していない｡出土遺物から１７世紀前半～中頃、

1640年代までに位置付けられる。

－２５－
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第26図SKO30出土遺物実測図１（１／３）
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第27図SKO30出土遺物実測図２（１／２，１／４）

出土遺物（第29図）

０１０ｃｍ
－一

１は染付碗で口縁部外面に２本の圏線を廻らせるものである。いわゆる初期伊万里で、製作年代は1620年代か

ら30年代にかけてである。２は砂目積みの唐津皿である。３は初期伊万里の白磁皿である。口縁部には鏑状の稜

線を有し、端部は外反する。1630年代から40年代に製作されたものである。４は備前焼平鉢片、５は備前焼水屋

翌である。６は備前焼播鉢で乗岡編年近世2期aに比定される。

SKO62（第30図）

Ｋ‐２区で検出された溝状の土坑である。外曲輪土塁の北側裾部に沿って東西

方向に掘削されたものであるが､SKO61をはじめ､SKOO2・SKOO7・SKOO8・SKO22

に切られているため、全形は不明である。現状で長さ1.6ｍ、最大幅0.7ｍ、最大

深0.4ｍを測る。土塁北側裾部に沿っていることから土塁に伴う溝等であること

も考えられるが、その延長上に連続すると判断できる遺構が全く検出されなかっ

たため、土坑としてとらえている。出土遺物は初期伊万里と砂目積み段階の肥前

－２７－

4.2ｍ

０ １ｍ
－－

第28図SKO61

平面･断面図(1/40）
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第29図SKO61出土遺物実測図（１／３）

陶器類であり、１７世紀前半、1620年代から30年代に比定できよう。

出土遺物（第31図）

ｌは17世紀前半の陶器碗で天目形を呈するものであろうか。４は青花皿Ｃ

群の口縁部である。３．６．７は肥前陶器皿で６は砂目跡が見られる。７も

砂目積みの溝縁皿である。５は碗で全面に灰紬を施す。８は灰色に発色する

紬が施された肥前陶器碗である。９は藁灰粕が施された肥前陶器鉢である｡１０

は全面に鉄粕が施された肥前陶器片口鉢の片口部である。１１は片口鉢で内面

および外面上半に暗緑褐色に発色する灰紬が施されている。高台は糸切り離

しの後に浅く削り出されている。類似の片口が鶴崎御茶屋跡で出土しており(4)、

高取系の内ヶ磯窯産とされているが、本資料は高台の成形や胎土より１６世紀

末～17世紀初頭の肥前陶器と考えられる。１２は砂目積みの肥前陶器大皿もし

くは鉢であり内面に鉄紬が掛けられており、その上から型紙摺りにより白土

で菊花文等が施文されている。
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第30図SKO62平面・断面図(1/40）
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埋土の上半部が掘り返し部分である。重複する別遺構の可能性も考え

られるが、平面プランの検出ができなかったので掘り返しとしてとら

えている｡出土遺物から､下底部分の黒褐色士層から出土した遺物は17

11t紀前､f～''１頃、1640年代までに遡るが、掘り返し部分は1711t紀後半

代にﾙ州すると思われる。

出土遺物（上層出土：第33図・第３4図、下層出土：第35図）

ル11り返し部分を|州出土、下底の黒褐色上から出こしたものを1,.ルサ

'1}士としている。上咽出土遺物中には本来下岬にﾊ州すると推定され

るものも含まれるが、確実に下層から出土した巡物と接合関係を右す

るもの以外は上噛出土として掲載した。

１．５は初期伊万里の碗で１７世紀前半に製作されたものである。２は

1711t紀後半の染付碗。３．４．１０は1660年代から80年代に比定される染

付碗であり、'11水十貝藻文(３．４)あるいは花鳥文(１０)を外面に施文し、

内面は無文である。１０は高台内に「宣明年製」の銘が認められるが、３

の尚台内にも「宣」「年」が、４にも「明_I字が確認でき、’11じ銘があっ

たと考えられる。６．８．１２は一重網目文の染付碗で1640年代に比定さ

７、く一等弓 、-ﾏゴ天ﾗｸ：やｺﾆｱ:；

SKO92（第32図）

Ｊ－３１Ｘで検出された隅丸方形状の土坑である｡長軸2.25ｍ､短軸1.5ｍ＋αで､検出面からの深さは0.5ｍである。

４

－２９－

/亨、

第31図SKO62出土遺物実測図（１／３）
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第32図SKO92平面・断面図（１／40）
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第33図SKO92出土遺物実測図１（１／３）
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第34図SKO92出土遺物実測図２（１／３）

れる。７．１１は肥前産京焼風陶器碗であるが高台内に刻印は無い。９は肥前陶器のいわゆる「呉器手碗」である。

13～１６．２１は肥前陶器で、１３．２１は香炉、１４はいわゆる溝縁皿、１５は砂目積みの鉢、１６は砂目積みの皿である。１７

～１９は初期伊万里の皿で17世紀前半、1640年代までに比定されるものである。２０は染付鉢で、内面に草花文と昆

虫文、外面に折松葉文を施す。製作年代は17世紀後半に位置づけられる。２２は備前焼水差である。２３．２４は手ず

くね成形による薄手の土師器皿である。府内城三の丸遺跡で出土例があるが、１６世紀から１７世紀前半代まで豊後

にみられる京都系土師器とは全く異なる器形で器高の低い皿状になるものである(5)｡２５．２６は瓦質土器鉢である。

２７～35は下層出土遺物である。２７はおはじき状のガラス製品で、型を使用することなく、融解状態のガラスを

平面上に落としただけのもののように見受けられる。近年中世府内町跡での類例が増加しつつあるが、これらの

ものに比べガラスの色がより明るい青色である点が異なる｡２８．２９は､初期伊万里の碗､30は同じく皿であり、１６４０

年代までに比定される。３１は「呉須手」と称される樟州窯系の青花皿で見込に花鳥文を描く。底部に砂は付着し

ていない。１７世紀前半の製品である◎３０．３２は初期伊万里の皿で、３２は吹墨技法を併せ用いてウサギと月を描く

ものであろう。1630～40年代。３３は青花皿で小野分類Ｂ1群にあたる。混入品の可能性もある。３４は砂目積みの

肥前陶器大皿で、鉄紬が刷毛目状に施され、型紙摺りで白土による文様が内面5箇所に施文される。３５は産地不

明の焼締陶器播鉢で、４本を１単位とする摺り目が施され、口縁部に沿って横方向にも施文される。

SKO93

SKOl8北端の調査区壁面沿いで検出され、SKOl8の東側壁より東にある遺構の可能性が高い。壁面での確認に

とどまり、平面図の作成が行えなかった。

出土遺物（第36図、１～３）

ｌは土師質土器の培焔で、２箇所に穿孔された耳が貼り付けられるものである。１７世紀後半の製品であろう。

2は肥前陶器の香炉で､外面には灰紬が掛かる。３は肥前陶器の大皿で､内面に鉄紬により文様を描くものである。

16世紀末～17世紀初頭の製品である。

－３１－
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第36図SKO93・SPO97出土遺物実測図（１／３）
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第37図SK104・SPO97平面･断面図（１／40）

SPO97出土遺物（第36図、４．５）

４は一重網目文の描かれた肥前染付碗で1640年代～50年代の

所産。５は焼塩壷で17世紀代のものであろう。

4.0ｍ

（
め

SK104・SPO9７（第37図）

Ｇ‐１区で検出された不正楕円形を呈する土坑である。遺構

の中央部に落ち込みが認められ、喪等の埋設があった可能性も

考えられるが、遺物は僅少であり、遺構の性格は不明である。

近世の整地層（第21図第９層）上面で検出されたものであるが、

調査区内のＧ‐ｌ区、Ｈ‐ｌ区、Ｉ‐ｌ区付近においては近世初頭

の整地層よ')も上位に整地層が確認できており、比較的遺構の

分布が疎であることから、何らかの建物遺構が存在したことが

考えられ、SKlO4もこれに関連する遺構である可能性が考え

られる。

SPO97はSKlO4を切って掘られたビットであるが、建物の

一部かどうかは確認できなかった。
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SK108（第38図）

J-3区の調査区東壁沿いに所在する土坑である。SKOl8の底面で検出され､１０cm程度しか残存していなかった。

出土遺物は僅少であるが、１７世紀後半代までに位置づけられるものと考えられる。

出土遺物（第39図6～11）

６は肥前磁器染付の小杯で1630年代～40年代の初期伊万里であろう。７は型成形の色絵磁器製品で水滴であろう

かと思われる。赤色顔料で上絵付けされている。１７世紀後半の製品であろうか｡８は砂目積みの肥前陶器皿である。

9は肥前陶器碗で砂目積みの段階のものであろう。１０は内外面に灰紬のかかる肥前陶器片口鉢であり、見込には

蝿鍔

蕊蕊羅漉鐸鐸畢。。即尋噸皇『

－３４－

SK110（第38図）

H-2区で検出された土坑で､SKlO5及びSEO64に切られている。長軸1.7ｍ＋α、短軸1.2ｍ､深さ0.3ｍをはかる。

出土遺物（第39図12～14）

１２は灰紬のかかる肥前陶器鉢であり、体部外面下半は無紬である。片口の可能性がある。１３は産地の不明な陶

器で、外面には,白化粧の後、いわゆる藷翠紬に類似する鮮やかな青色の紬が掛かる。内面には黄褐色の透明紬

第38図SK106・SK108・SK110平面・断面図（1/40）

目跡が認められるol6世紀末～17世紀初頭の製品であろう｡１１は備前焼播鉢で､交差する摺目を有するものである。

乗岡編年近世１期ｂもしくはｃに比定される。
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SK106（第38図）

1-3区で検出された土坑で、長軸2.0ｍ＋α、短軸0.9ｍ、最大深0.15ｍで浅い瀧状の土坑である。南端の部分は

撹乱に切られており、全形を知ることはできない。遺物は僅少であり遺構の性格は不明である。出土遺物は僅少
であるが、１７世紀前半代に位置づけられる。

出土遺物（第39図1～5）

ｌは鉄紬のかかる瀬戸・美濃産天目碗であり、中世のものである可能性もある。２は京都系土師器皿で、１７世紀

前半の所産であろう。３は肥前陶器満縁皿で砂目積み段階の製品である。４は胎土目積みの肥前陶器皿、５は瓦質

土器火鉢で、底部の器表面に張り出す形で三足が貼り付けられるものである。
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が掛かる。底部は露胎で浅く高台が削りだされている。青色紬の粕調や胎土は、１６世紀後半の溺翠紬稜花皿に類

似するものであることから、中国南部の製品ではないかと思われる。ただ､遺構検出面付近での出土であるため、

本遺構に確実に帰属するものか否か若干問題がある資料である。１４は土師質土器の陪焔である。口縁部の小破片

であるが、本来耳が付く形態のものと思われる。
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第39図SK106・SK108・SK110出土遺物実測図（１／３）
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第40図SXO38平面･断面図（1/40）

SXO3８（第40図）

ｊ－３区で検出された石組み遺構である。遺構の東端は調査区外のため不明であるが、外曲輪土塁の北辺に沿っ

て南北約1.9ｍ、東西2.0ｍ以上の方形の土坑を掘削し、西辺と北辺に石積みを行っている。南辺側、すなわち土

塁側には石積みは無く、撤去した形跡が見られないことから、元々 石積みが無かった可能性が高い。石積みの下

は深さ約0.2ｍの溝が廻っており、石を積む際、木材を敷く等基礎となる構造を形成していたと思われる。遺構

の中央部分は浅い土坑となっており、斐等を埋設していたことも考えられる。出土遺物から、廃絶年代は１７世紀

前半代、1640年代までに収まるものと判断される。なお、この遺構の主軸方向は、N-lO。‐Eであり、ほぼ真南

北方向を指向する府内城・城下町の町割り方向とは異なっている。また､整地層よりも下層の戦国時代瀧SD201・
SD203の主軸方向Ｎ－６ｏ－Ｅとも異なっている。

出土遺物（第41図・第４2図）

ｌは染付小坪で、底部には粗い砂が付着する。幅広の削出高台で、1630～1640年代の初期伊万里であろう。２

は口縁部が外反する器形の初期伊万里白磁小坪であり、1630～40年代のものであろう。３．５は初期伊万里の碗

である。１７世紀前半代の所産であるが、５は呉須による文様が全体ににじんでおり、1610～1630年代に位置づけ

られるものであろう。４は灰粕のかかる肥前陶器碗。６は全面に鉄紬の掛かる肥前陶器碗である。７は灰色の紬

が掛かる肥前陶器碗で､砂目積みの段階､1600年～1630年代に比定される。８～12は砂目積みの肥前陶器皿である。

13は藁灰紬の掛かる陶器皿で､胎土が赤褐色に発色し、焼成が不良なものである。１７世紀前半の福岡産であろう。

１４は銅緑紬の掛かる肥前陶器碗で1630年代以降に比定される。１５は焼塩壷で１７世紀前半代のものであろう。１６は

肥前陶器の鉢もしくは盤である。17は肥前陶器の鉢もしくは片口鉢である。18は緑褐色の紬が掛かる陶器鉢？で、

朝鮮王朝産もしくは肥前陶器である。１９はベトナム産焼締陶器長胴瓶の胴部で、表面は暗赤褐色、内面は黄灰褐

色に発色しており、。内面にはロクロによる成形痕が著しい。ベトナム中部産のものであろう。２０は瓦質火鉢の

底部で三足のつくものである。２１は砂岩製の茶臼で、遺構北辺の石積みに転用されていたものである。
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第41図SXO38出土遺物実測図１（１／３）
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第42図SXO38出土遺物実測図２（１／４）
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第43図近世２期遺構配置図（1/200）

SEO64（第44図）

Ｆ~2区で検出された井戸跡である。掘り方の直径は約4.5

ｍを測る大きなものであるが、中心付近で検出された井筒

の痕跡は直径約1.1ｍである。井筒は廃絶時に抜き取られ

ており、直径2.6ｍにおよぶ抜き取り痕が観察される。標

高約２ｍのところで水がわずかにわき始めることが観察さ

れたが、これ以上掘り下げた場合、激しい湧水により周囲

の遺構の維持が困難になることが懸念されたため掘り下げ

を断念した。出土遺物に青磁染付碗蓋があるため、埋没時

期は18世紀後半で、広東碗出現以前と推定される。

出土遺物（第45図）

’は京信楽系陶器の合子である。２は青磁染付碗の蓋、

3は染付壷である。４は京焼風陶器の碗であり高台内に「清

水」の刻印が認められる。５は染付皿で内面の紅葉文の部

分はコンニャク印判により施文される。１８世紀前半の製品

4.0ｍ

２ 井筒抜取痕

･一一一一一一■■■●一一一■ー■■■■■

８井筒痕跡８１：暗茶褐色砂質土汁1１

２：暗灰褐色砂質土

井簡抜取痕埋土：２層に類似するが軟質

０ ２ｍ
－ ~－

第44図SEO64平面･土層断面図（1/60）
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第45図SEO64出土遺物実測図（１／４）

である。７は染付筒形碗､８は内面にハケ目波状文を有する肥前陶器皿である。９は17世紀前半の青花皿であろう。

高台内は無紬で、カンナ削り痕がみられる。１０は兇込に旦藻文を描く染付皿で、１７世紀後半～末のものと推定さ

れる。SKO22で同一種の皿が出土している。１１は京焼風陶器の鉢であり、内面に葡萄文を描く。１２．１３，１５．１７

は肥前陶器の揺鉢で、タタキ成形であり181{t紀前半～中頃の特徴を示す。１４は備前あるいは堺の焼締陶器儒鉢で

ある。１６は産地不明の播鉢で、削り出し高台の内部にまで施利lされる。胎土や紬調から、SKO56出土の第80図５

と同一個体の可能性がある。
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SEO89（第46図）

Ｇ－３区で検州された遺構で、SKO86及び近代の建物基礎により切られている。東壁沿いであるため一部しか検

H1できず、壁の安全確保が困難になったため十分に掘り下げられなかったが、埋十:の状況が他の井戸跡に類似し

ていることから井戸跡であると推定された。出土遺物から18世紀前半台と推定される。

1４

←一一一

亨

冬幹



出土遺物（第48図）

ｌは青磁染付の合子蓋である。３は銅緑袖の掛かる碗で17世紀前半以降の肥前陶器である。４は16世紀代の青

花碗、５は17世紀前半の涼州窯産磁器でいわゆる呉須赤絵である。６は陶胎染付碗。７は17世紀前半の初期伊万

里皿であろう。８は灰紬の掛かる肥前陶器鉢で、１７世紀前半。９は１７世紀前半の涼州窯産青花で見込みには鳳鳳

文を描く。底部に砂は付着していない。破片文を描く。底部に砂は付着していない。破片

の主な部分は明治時代の土坑SKO26からの出

土であるため、本来はSKO26に切られている

遺構SKO92に帰属するものかもしれない。１０

は18世紀前半の肥前陶器捕鉢。１１は17世紀前

半以前の備前焼鉢。１２は肥前陶器で、二彩手

の蕊である。

SEO90（第47図）

調査区北東端部付近で検出された井戸跡

で、SEO64及びSElOlに切られている。検出

できた掘り方においては直径約3.0ｍをはか

るが、十分な掘り下げができなかったことか

ら、井筒の検出には至らなかった。出土遺物

から18世紀前半台と推定される。

出土遺物(第49図1～４．６～11）

ｌは無文の磁器小坪である。２は17世紀末

～18世紀前半の染付碗。３．４は京焼風陶器

碗である。６は17世紀前半の肥前陶器小坪。

７．８は肥前陶器の呉器手碗である。９は１８

世紀前半の染付碗。１０は備前焼播鉢で口縁部

にへう記号が認められる。１７世紀前半のもの

か。１１は砂岩製の砥石である。

SE101（第47図）

調査区北東端部で検出された井戸跡で、

SEO90を切って築造されたものである。直径

約2.2ｍを測るが､井筒の検出には至らなかっ

た。出土遺物はきわめて僅少であるが、切り

合い関係から見て、１８世紀後半までには埋め

られたものと考えられる。

出土遺物（第49図5）

津州窯産のいわゆる呉須赤絵皿で17世紀前

半の製品である。

Ａ

２ ２
近代の整地層

近代の整地層

近世の整地層

土(炭化物を多量に含む）

土(炭化物少ない）

０バラス

１暗褐色土近代の２

２黒褐色土近代の２
３凧褐色土近世の２

，４黒褐色土
５８８茶褐色土(炭化物

６暗茶褐色土(炭化物
７茶褐色土

８暗茶褐色砂質±

９暗褐色砂質土

１０酸化鉄沈斌土屑

、’'昭茶褐色土

1288褐色砂質土

１３茶褐色砂質土(昭褐
１４茶褐色砂質±

１５暗褐色粘質土

色粘質ブロックを含む

０ ２ｍ

第46図SEO89平面・土層断面図（1/60）
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SKO18（第50図）

J-3区で検出された大型の廃棄土坑で、長軸約3.2ｍ，短軸約1.6ｍ＋αの楕円形状を呈する。南半分がやや深

くなっており最大深約0.75ｍをはかる｡掘り返し､あるいは重複する遺構があった可能性もあるが確認できなかっ

た。炭化物や焼土および際を多量に含む土で埋められており、埋土からは焼けたものを含む多量の瓦や陶磁器が

出土した。こうしたことから、火災処理坑である可能性が高いと考えられる。また、１７世紀後半以前に遡るもの

も出土しているが、SKO30やSKO92等、１７世紀代の遺構と切り合い関係があることからこれらは混入品の可能性

があるｏ

Ｉｊ』ーし旦興ﾙｦﾘ、車入電ｆ，ロｏ』ＩＬｆ剤等ＦユＬｌ÷Ｊ４Ｐ里日里一ＦＤ上代』ヘワ Ｅ

出土遺物から18世紀前半に位置づけられる。

出土遺物（第51図～第55図）

ｌは白磁小壷である。３．４は無文の磁器碗で、

灰色の胎土であり波佐見産かと思われる。２．７は

口縁部が外反する染付の小坪で、７は菊花文のみコ

ンニャク印判で施文している。８～１０は猪口である。

８は巴文をコンニャク印判で施文する。１１は褐袖の

掛かる陶器小坪で、１７世紀後半までの肥前もしくは

福岡産と推定される。１２．１４は外面に唐草文を施文

する染付小碗。１３は陶胎染付の小碗である。１６は、

外面に桐花文を描く鉢で口縁端部が無紬であること

から蓋がつくものと推定される。高台は幅広で蛇の

目形となる。１９は「くらわんか手」の染付碗で高台

内に｢大明年製｣の簡略化された銘を有する｡26～２９

は文様の一部にコンニャク印判が使用された染付碗

で、２９は菊花と葉のみコンニャク印判による。３０は

肥前陶器でいわゆる「蛍手」である。３３は刷毛目文

様の肥前陶器香炉､３４は碗である。３１．３２，３５～38,

40～４３，４５．４６．４８．４９は肥前陶器碗であり、高台

部で数えるとこの遺構からは少なくとも40個体が出

土している。４７は肥前陶器の香炉で、外面に鉄紬が

4.0ｍ

1黒褐色土炭多く含む

2暗灰褐色土炭・焼土含む

3照灰色土磯・瓦を多凪に含む

Ｌ－－→ヨ､
一一一一一一ＬＪ一、．ｰーｒ●ｰＵＪ郡Ｕ▽で〃叫凹一〆Ｕ二￥グア、、〃００一ｑローヂノ、ヮ↓畔Ｕ〃す

第50図SKO18平面･断面図（1/40）
かかる。５６は青磁の火入れで、高台は幅広で蛇の目

状になるようである｡57は青磁香炉である｡54は焼締陶器の蓋である｡50は肥前もしくは福岡産の陶器壷と思われ、

内外面に褐紬を施すものである。５１．５３．５５は磁器の瓶である。５２は、型作りの髪だらいと思われるが、口縁端

部が無紬であるため、蓋物の可能性もある。平面形は木瓜状を呈し、外面上半には雨降り文が呉須で描かれ、下

半には鉄袖が塗られている。１７世紀末～１８世紀初頭。５８．６１は見込みを蛇の目紬剥ぎする磁器皿で、波佐見窯産

のものである。６１は内面に蓮華文と格子状の文様を描き、見込みに花文を描くもので、１７世紀後半に比定される。

波佐見産の可能性がある。５９は内野山系の陶器皿で、見込みを蛇の目紬剥ぎし、内面に銅緑紬を施紬する。６０は

見込みに草花昆虫等を描く染付皿で、１７世紀後半～末の製品であろうか。６２は見込みに草花文を描く染付皿で、

見込み文様の余白が大きく１７世紀後半～末の製品と考えられる。６３は樟州窯系の色絵皿で、いわゆる呉須赤絵で

ある。１７世紀前半代のものである。６４は陶胎染付の鉢で、内面は蛇ノ目紬剥ぎをする。６６は17世紀前半の初期伊

万里皿で、破損後に漆によって修理していた痕跡があり、伝世されていた可能性がある。６７は17世紀前半の初期

伊万里染付鉢である。６５は備前焼鉢。６８は肥前陶器の刷毛目鉢である。６９は型作りの白磁鉢で内面には如意状の

文様が陽刻される。「濁し手」の色調を呈し、柿右衛門様式の色絵素地とみられる。７０は型作りの白磁瓶で、外

－４２－
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第54図SKO18出土遺物実測図４（１／４）

面に波状文十花文及び波状文十魚文が陽刻される◎７１は染付壷で、口縁端部は露胎である。７２は青磁の瓶で外面

には文様が陽刻される。７３．７４は染付小壷で、油壷と考えられる。７５．７６はロクロ成形の土師器皿で、底部に糸

切り痕を残す。７７は焼塩壷で17世紀代の製品であろう。７８～８４．８８は刷毛目で文様が描かれた肥前陶器でいわゆ

る二彩手である。７８は鉢、７９．８０．８８は瓶、８１～84は鉢である。鉢の高台は全て面取りされており、１８世紀前半

の特徴を示す。８７は備前焼水屋翌である。８９．９０は備前焼と推定される鉢（火容）である。９１は内面に鉄粕がか

かる肥前陶器播鉢で、口縁部には片口がつくられている。９２は備前焼播鉢で､乗岡編年近世１期ｂ～ｃと思われ、

内面の摩滅が著しい。９３は玉縁の口縁部に鉄紬を施す肥前陶器播鉢である。９４は焼締陶器の播鉢であるが産地が

不明なものである。胎土には白色細粒を多く含む。９５は肥前陶器播鉢で、タタキ成形のものである。胴部下半に

－４６－
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第55図SKO18出土遺物実測図５（１／４）
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大きく踏ん張る形の高台が貼り付けられており、１８世紀前半代に比定される。９６は土師質土器の陪焔である。口

縁部には耳の恨跡が認められる。９７は備前焼平鉢である。９８～lO3は軒平瓦である。９８は府内城三の丸の軒平瓦

C類に類似した桐葉文を中心飾りとするものであるが､唐草がl単位である点などが異なるものである(6)｡９９．１００

は府内城三の丸のD類に当てはまるものと思われる。１０１～103は、府内城三の丸のE類、「府内城系列」の瓦で

ある。lO4は桟恥で、「'1心飾りは府内城三の丸E類に類似するものの、唐草が二重線で表現される点が異なる。１０５

～lO9は軒丸瓦で、いずれも巴文である。lO5は珠文１３で、瓦当径１３cmと小型のものである。１０６は珠文１３で、瓦

当径16.2cmである。１０７は珠文１５と推定され、瓦当径は14.2cmである。108は珠文１５瓦当径16.4cm・’０９は珠文１６

と推定され、瓦当径は14cmである。

－４７－
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第56図SKO22平面・断面図（１／40）

SKO22（第56図）

Ｋ‐２区で検出された大型の廃棄士坑で、SKO60

～062、SKO31を切って作られている。長軸約

2.4ｍ，短軸約1.2ｍ，深さは約1.2ｍを測る。埋

土からは多量の瓦や陶磁器が出土しているが、こ

れらとともに人頭大の円喋も多量に出土した。出

土遺物から１８世紀中頃に位世づけられる。

出土遺物(第57図～第59図）

ｌは色絵烏形水滴である。２は白磁の小碗、３

は胎土が灰色の磁器碗で、無文である。４．５は

染付碗で､５はコンニャク印判による施文である。

６は色絵碗で、外面に呉須による文様があり、内

面には上絵付けによる赤色の文様が確認できる。

７は、口縁部が外反する白磁碗で、口縁部に口錆

を施す。８は無文の磁器仏飯器。９．１０は染付碗

の蓋である。１０は外面に蛸唐草と宝文を描く。１１

は染付鉢の蓋で、ツマミ部の内側に「大明年製」

の銘を有する。１２はいわゆる「くらわんか手」の

染付碗である。１３．１４はコンニャク印判を使用し

た染付碗で１３は鶴文を施文する。１４は蓮華文の部

分のみ印判で施文し、唐草は手描きによる。１５は

外面に山水文を描く染付碗。１８は見込みに山水文

楽系の陶器碗である。１９は青磁染付碗で、見込に

外面に山水文を描く染付碗。１８は見込みに山水文を描く染付碗で１７世紀後半のものか。１６．１７．２０．２４は京・信

楽系の陶器碗である。１９は青磁染付碗で、見込には手描きの五弁花が描かれる。２１は京焼風陶器碗であるが高台

内に刻印は認められない。２２は色絵素地と考えられる染付碗である。２５～30は陶胎染付碗である。３１は型打ちの

染付小皿で、内面の文様は型紙摺りで施文される。SKlO5出土品に同一種のものがある（第78図３９．４０）。３２は

色絵で、内面の文様のみ赤色で上絵付される。３３～35は見込を蛇目紬剥ぎする磁器皿で、３９のみ簡単な文様が染

付される。３６は陶胎染付の鉢である。３７は、外面に竹垣と蔓草が描かれた染付瓶である。３８はいわゆるくらわん

か手の皿である。４０．４３は同一種と思われる皿で、呉須は黒っぽく発色している。４１は内面に唐草文と枝花文を

描く輪花の皿で、高台内に「大明年製」の銘がある。４２は内面に貝藻文を描く染付皿で、１７世紀後半～末の所産

であろう。44は器種不明の土師質土器である｡46は陶器土瓶の注口部で、Ｓ字状に湾曲し､１８世紀代の特徴を示す。

47は17世紀前半の青花芙蓉手皿。４８は型打により口縁部が輪花となる染付皿である。４９は成形後口縁部を細かく

窪ませて輪花にしたもので、内面には花唐草文と風景を描く。５０は備前焼翌の口縁部である。５１は信楽焼と考え

られる陶器四耳壷で外面には黒褐色の袖がかかる。５２は内外面鉄紬がかかる肥前陶器の蕊である。５３は土師質土

器の培焔である。口縁部は大きく外反し胴部外面には指押さえ痕が著しい。讃岐の御厩、あるいは備中の大原で

生産された培焔'７１と形態的に類似しており、当該地方から搬入された可能性が高い｡54は土師質火消壷蓋である。

５６．５７は在地の土師質土器培焔である。耳の痕跡である穴が見られるが、いずれも貫通しておらず痕跡化してい

る。１８世紀前半に位置づけられるものである。５８は瓦質土器の火鉢で、脚部には穿孔されている。５９．６０．６２は

肥前陶器播鉢である。６１は備前もしくは堺の播鉢と推定される。

６３～６５．６７．６８は軒平瓦である。６３は桐葉文の中心飾りが確認でき、１７世紀代に遡ると考えられる。６４は中心

飾りが府内城三の丸におけるＥ類「府内城系列」の瓦に類似するが､唐草文は通常の唐草であり、異なっている。

66は花菱文がスタンプされた土師質の製品であるが、器種は不明である。６７．６８は府内城三の丸のF類に当たる

－４８－
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６暗黄灰褐色土

０ １ｍ
ｰ－一－

SKO23（第60図）

Ｊ－２区で検出された方形の廃棄土坑

で、長軸約2.1ｍ，短軸1.9ｍ、深さ約

１．１ｍをはかる。SKOO7によって切ら

れている。埋土の土層観察によれば６

層から２層にかけて徐々に埋積した

後、多量の土が投入されて（ｌ層）埋

め立てられた状況がうかがえる。

出土遺物に広東碗が含まれないことか

ら、１８世紀後半に位置づけられる。

出土遺物（第61図～第62図）

１は緑紬のかかる産地不明の陶器で

口縁部が輪花となる鉢と考えられるも

のである。胎土は土師質といってよい

ほどの軟質である。内面Iこへラ描きに

より鏑状の沈線が施文される。２は遺

構検出時に出土した類似の資料で、内

面には布目が見られ、内型により成形

されたことを示す。外面はケズリによ

る調整痕が見られる。３は軍配形の染

付水滴で、裏面には型作りの布目が残

る。４は型押しの紅皿、５は染付の紅．

ｌ

Ｅ
Ｎ
・
ず

第60図SKO23平面･断面･±層断面図（１／40）

る。４は型押しの紅皿、５は染付の紅皿である。６は無文の磁器小碗、７は信楽系陶器の碗である。８は碗の蓋

で外面は青磁紬がかかる。９は色絵の小坪で赤色顔料と金彩が外面に上絵付けされる。１０はいわゆる小広東碗で

外面に党字を意匠化した文様を描く。１８世紀後半に比定される資料である。１１はいわゆる「くらわんか手」の碗。

12は涼州窯系の青花碗で17世紀前半の所産であることから混入品の可能性もある。１３は18世紀前半～中頃に比定

される染付碗の蓋である。１４は青磁染付碗の蓋である。１６は17世紀前半に比定される初期伊万里の皿、１７はいわ

ゆる芙蓉手の青花皿で17世紀前半に位置づけられる。18は陶器皿で､外面高台部周辺に鉄紬が薄く塗られている。

19は京焼と推定される陶器皿である。白濁し、貫入の著しい紬がかかり、文様はすべて上絵付けされる。２０は染

付瓶である。２１は陶器土瓶注口部で、１８世紀中頃～後半台の特徴を示す。２２は「口湊伊織」の刻印が押された焼

塩壷である。２３．２５は鉄紬のかかる陶器鍋である。２４～31は陶器播鉢である。２４．３０は福岡産、２７は備前もしく

は堺産と思われる。２６．２８．２９．３１は肥前系の橘鉢であり、２９．３１には高台が貼り付けられている。

4.0ｍ

１暗褐色シルト質土(焼土含む）
２暗灰褐色シルト質土(炭化物多く含む）
３暗灰褐色シルト質土

４暗褐色土(黄灰色シルトブロック含む）
５暗灰色シルト質土(炭化物多く含む焼土少量含む）

ものであるが中心飾りや唐草の表現が微妙に異なり、分類にないものである。これは府内城三の丸出土品が本瓦

であるのに対し67.68が桟瓦であることと関係していると思われる。６９は巴文の軒丸瓦で珠文は１６～17と推定さ

れる。瓦当径は約14cmに復元される。７０は鬼瓦で、正面の文様部分が失われている。

－ －

第61図SKO23出土遺物実測図１（１／４）
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SKO44（第63図）

調査区中央の1-2区で検出された。長軸約3.0ｍ，短軸約2.4ｍの不正方形プランを呈する土坑である。最深部

で深さ約1.4ｍをはかり、壁面はややオーバーハングしている。埋土は多量の炭化物と焼土を含む土であり、火

災処理のために一度に埋められた可能性が高いと判断された。埋土中からは多鼓の瓦および陶磁器が出土してお

り、陶磁器の中には焼けたものもいくつか認められた。出土遺物からは、１８世紀中頃に位置づけられ、寛保の大
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第64図SKO44出土遺物実測図１（１／３）
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火（1743年）に伴う火災処理坑である可能性が考

えられる。

出土遺物(第64図～第67図）

１．２．４は型押し成形の菊皿である。３は、

高台にあたる部分が断面台形のツマミ状に作られ

た染付皿で、あるいは蓋であるかもしれない。内

面には笹葉文が描かれる。５は薄手の小坪状の白

磁である。６は口縁部が輪花状になる小坪で、内

面には呉須により簡単な文様が描かれる。あるい

は飯事道具の一種であるかもしれない。７～１１は

舟形を呈する型押しの白磁皿で、７の裏面には

「三」の字が墨書されている。１２～14は染付の紅

皿である。１５は京焼と推定される陶器合子蓋で、
０１０ｃｍ
＝－－

外面には梅花文が上絵付けされている。１６はミニ
第68図SKO44出土遺物実測図５（１／４）

チュアの陶器播鉢であり、口縁部外面には鉄紬が

施される。飯事道具の可能性がある。１７はクレイパイプで、ステム(柄)が途中で折れている。オランダ・ゴーダ

地方で生産されたものと推定される。江戸や長崎で出土例が報告されているものである。クレイパイプの編年で

は1730年～40年に位置づけられるものに最も類似する(8)｡海馬十王冠とみられるヒールマーク(9)が確認できる（写

真図版8-42）。１８はコンニャク印判で桐文を施文した染付碗である。１９．２０は京・信楽系陶器碗である。２１は関

西系陶器の筒形碗である。22はコンニャク印判を使用した筒形碗で口縁内面は露胎である｡２３．２７は陶胎染付で、

23は香炉である。２４は染付油壷で２次的被熱が著しい。２５は銅緑紬の掛かる、見込み蛇の目粕剥ぎの肥前陶器皿。

26は、肥前陶器の刷毛目碗である。２８は赤褐色と黄白色の胎土を使用した、いわゆる「練り上げ手」の碗である。

外面には鉄絵が施される。関西系の陶器であろう。２９から35は型押しの菊皿で、色絵素地とも考えられるもので

ある。２９～31は無文のもので、３２～35は菊花文が陽刻される。各5個体以上が確認されているが、ここには7点の

み図示した。１７世紀末～１８世紀前半に生産されたものであろう。３６．４１．４３．４６は同一種と思われる染付皿で４１

および43は見込に手描きの五弁花が認められる。高台内に「筒江」銘があり、筒江窯産と判断される。３７は型押

し成形された京焼と考えられる陶器皿で、貫入の著しい半透明の紬が厚く掛けられ、内面に上絵付けで花文が施

文されている。２次的に火を受けているようで文様が失われたり、銅を含む顔料が火によって還元されて、赤銅

色に変色している部分もある。３８は色絵素地とも考えられる染付皿で高台内に「苛玉宝鼎之珍｣銘が認められる。

３９．４０．４４は同一種と考えられる染付皿で､５個体出土しておりこのうち３点を図示した｡口縁内面は4分割され、

麦穂や松などを描く。高台外面は圏線の間を○×で埋めている。１８世紀前半～中頃。４２は糸切り細工の鳥形を呈

する変形皿である。柴田コレクションに類品が存在し('0｝、1680年～1720年代に位置づけられる。４５は中国龍泉窯

系青磁碗Ｉ類で、見込にはスタンプにより雲鶴文を施文している。１２世紀後半に生産されたもので、骨董品とし

て所有されていた可能性も考えられる。47は内面に菊花文と矢羽根文を描く染付皿で､二次的に被熱している｡４８

は方形と考えられる青磁鉢で、口縁部外側面は半月状に面取りされる。４９は信楽焼と考えられる陶器壷で、外面

には赤みがかった茶褐色に発色する鉄紬が掛けられる。口縁部上面には凹線が廻る。５０は肥前陶器の鉄粕斐、５１

は同じく揺鉢である。５２は肥前陶器の二彩手翌である。５３～60は軒平瓦である。５３は府内城三の丸におけるＣ類

である。54～57はＥ類で､いわゆる府内城系列の瓦とされるものである。58～60はF系に分類される｡61はＧ類で、

桟瓦の可能性もある。６２～69は巴文の軒丸瓦である。珠文の数及び瓦当の直径によりいくつかのバリエイシヨン

が見られる。６２は珠文14個と推定され、瓦当の直径も12.9cmと小型である。６３は珠文13、瓦当径15.2cm。６４．６５

は珠文15個で、瓦当径は、それぞれ13.8cm，14.5cm。１６は珠文１６個、瓦当径13.5cmである。巴文が圏線の内側に

－５８－
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SKO52（第69図）

II-lIXで検出された廃棄土坑である。優軸1.75ｍ、短軸1.55ｍ、検出面からの深さ0.95ｍを測る。この遺構は、

近世初頭の整地層よりもさらに上噛にある整地l鮒中で検出された。先述したように、この付近は整地脚が厚く、

あり、巴文ｎ体も細く他のものと異なっている。年代的に古い特徴を示す。６７は珠文１６個、瓦当径16.3cm。６８．６９

は珠文16個以上と推定され､瓦当佳はそれぞれ14.4cmと15.2cmに復ﾉCされる｡70は鬼瓦で､瓦当は小槌をかたどっ

たもののようである。１画''i文様の褒面はｌｌＩ到りされ、把手状になっている。

また逝構の密度が比較的疎の場所であるため、継続的に礎石建物等

が建てられていた可能性もある。出土遺物から、１８世紀前半～中頃

に位枇づけられる。

出土遺物（第70図・第７1図）

１は肥前染付碗である。２は陶胎染付の碗である。３は溌州窯産

の青花碗で1711t紀前半のものである。４は青花Ⅲの底部で裂（高台

内）には「大明」銘がある。l6MI:紀後半～１７世紀前半のもので混入

砧であろう。５は型打のIfI磁皿で、SKOﾙlでまとまって出土してい

るものと同じ舟形の製品である。６は波佐見窯産の青磁大皿で、内

面にはへう彫りで文様を描く。間合内には鉄紬が塗られており、茶

褐色に発色している。1660年代～80年代。２は陶胎染付の碗である。

３は涼州窯産の青花碗で1711t紀前半～rlI頃のものである。７は波佐

見産の染付Ⅲである。８は焼塩壷で、「口湊伊織」の刻印がある。１８

１１t紀前半に位世づけられる。９は肥前陶器の播鉢である。１０は色絵

磁器人形である。飛配を持つ人物と思われ、型により成形した後、

Ｖ

鐘

》
蝋

4.0,,

第70図SKO52出土遺物実測図１（１／４）

0０

第69図SKO52平面･断面図（１／40）
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第71図SKO52出土遺物実測図２（１／２．１／４）

０

－６０－

第72図SKO57平面･断面図（１／40）
陶器皿で15には鉄絵による松葉文が施文されている。１６００

年から1630年代の製品であり混入1V,と見られる。１７は中I:１１製染付Ⅲでいわゆる芙弾手と称されるカテゴリーに属

する。SKO57の他、SKOO7およびSKO23から出土した破片が接合した。1711ｔ紀前半に製作されたものであり、混

入品の可能性がある。２２は焼締陶器の瓶（徳利）と推定され、備前もしくは丹波焼と考えられる。２３は焼締陶器

の急須で注I:-1部周辺にへら描きで文様を描く。三足が取り付けられていたと推定される。産地は不明で、中国

，
１

1１

衣装や軍配の部分には上絵付けを施し、染付は使川されない。底部には布||を残す。図I'１「↓」部分には直径３

ミリ程度の穿孔があるため、水滴の可能性もある。１７世紀末～18111:紀前半の製品であろうか。１１は軒平瓦で、府

内城三の丸のF類にあたる。

lＣ

Ｌ-------.----~~、

１０cｍ、５ｃｍ

ロ １ｒＴ

4．０

SKO57(第72図）

調盗区西壁沿いのJ-l/K-llxで検出された大型の廃棄土

坑である。巡構の半分以上が調査|X外になると考えられ、

また、試掘時に上面が底部付近まで掘り下げられているた

め、本来のプランは明らかでないが、おそらく方形の大型

廃棄土坑である。

出土遺物（第73図）

１は染付の飯事道具と考えられる。３．５．１２は京焼風

陶器碗であり、12の商台内には｢清水｣の刻印が確認できる。

21は京焼風陶器の皿で、見込みを蛇の目紬剥ぎしたもので

ある。４は京・信楽系の陶器碗で、器面に赤と緑の顔料で

菊花文を上絵付けしている。６．９～１１は「御器手腕」と

呼ばれる肥前陶器碗である。１３．１４．２０は兄込み蛇の目紬

剥ぎの磁器Ⅲで波佐兄産のものである。１４は型打成形の白

磁菊Ⅲlである。１７は赤絵の磁器小壷で、擬付け油等の油壷

として使用されたものと推定される。７は一重網ｎ文の染

付碗で1640年代から50年代に製作されたものであり周辺遺

構からの混入品と思われる。１５．１８は砂ｐ稚みによる肥前

▲

帥
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第73図SKO57出土遺物実測図１（１／４）
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第75図SKO57出土遺物実測図３（１／２）

惣
坐

万一玉lr-Z，
聯
韓
『

こ』展』

、

c二だ-三

１０cm

熊の可能性がある。24は瓦蘭土器の鉢である。２５は陶器鉢で肥前系の陶器である。２６は備前もしくは堺産の播鉢、

27は玉縁状の口縁を呈するロクロ成形の播鉢で、内外面に鉄紬が掛かる。１７１１t紀代の肥前産であろう。２８は備前

の焼締陶器鉢で、l71lt紀前半までのものであるため混入1V,と考えられる。２９～32は軒平瓦である。２９はilJ心飾り

棚葉文で1噸位のI;Ｗ:文をｲ『し、SKOl81II土の節55図１８と|i１類である。３０は府内城三ノ丸のＥ類である。３１は桟

瓦で、瓦当文様はG類に類似するものであるが、Ｉ{｣心飾りの花弁の数や唐軍の表現が異なる。３３は色絵磁器人形

で頭部とI|哨の一部(大袖)を欠失している｡型作りで成形され､全て上絵付けで彩色している｡ﾉk地はいわゆる｢濁

し手Ｉに類似する白色である。体部の背面には方形の穴があり、旗指物などを取り付けたものであろう。ほぼ|iil

E一 3１

５ｃｍ

２

第74図SKO57出土遺物実測図２（１／４）
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Ｏｍ

ｌ陪灰褐色シルト質土

（円磯を多貝に含み固くしまっている）
２黒褐色土(炭化物を多量に含む

きわめて軟質）

３暗褐色土(焼土を多丑に含む）
４暗褐色土(焼土を少且含む）

５灰褐色シルト質土(盤面の崩落土）

０ｍ

SK105(第75図）

H-2区で検出された、隅丸方形プランを呈する廃棄土坑で、埋土中からは陶磁器・瓦の他、貝殻片や魚骨も出

土しており、有機物も多く投棄されたものと考えられる。このため､焼土を多く含む土層も一部に認められるが、

火災処理土坑とは考えにくい。埋土最上層のｌ層はきわめて堅く締まっている。SKO56により切られている。出

土遺物から１８世紀後半、広東碗出現以前の1770年代までに位置づけられる。

出土遺物（第78図・第７9図）

ｌは青磁染付碗の蓋である。ツマミ内にはやや崩れた渦福を描く。２は白磁小坪で化粧道具かと思われる。３

は染付小坪で高台内に「大口年□」銘を有する。内面には鉄分が付着しており、お歯黒用に使用された可能性が

ある。４は染付紅皿、５は白磁小坪である。１０．１４．２８．３０は、京・信楽系の陶器碗である。１０は外面に鉄絵を、

28は見込に呉須により文様を描く。６．７．１１も京・信楽系の陶器碗で､外面に花文を上絵付けにより描く。35.

36は京・信楽系陶器の鉢（向付）で、内面に花文を上絵付けにより描いている。８．９．１２．１６．１７は瀬戸・美

濃産の陶器碗であり、鉄紬と透明紬を掛け分けている。13も同様の碗であるが鉄紬が掛かった部分の破片である。

１５．１６．１９は瀬戸・美濃産の陶器碗で外面の下半部にのみ鉄紬を掛けるいわゆる「腰鋳碗」である。２１～25は１８

世紀後半に比定される染付筒形碗で、２１．２２は外面に蛸唐草、見込に松竹梅を描くもので、２３～25は外面に若松

文を描く。２６はいわゆる「くらわんか手_lの染付碗で、高台内に「大明年製」の崩れ銘を描く。２７は樟州窯系の

ものと推定される青花碗で17世紀前半の製品と考えられ、混入品の可能性が高い。２９．３２はいわゆる「小広東碗」

で18世紀後半、1770年代までに位置づけられる。３１は肥前の陶胎染付碗、３３は肥前陶器香炉で、外面に鉄紬を施す。

34は絵唐津向付で、１７世紀初頭に位置づけられる。３７．３８は体部内面のみが青磁となる青磁染付皿で、高台内に

様のものが江戸遺跡においても出土している(''１．１６６０～80代に位置づけられる。

－６３－

Ｅ
・
寺

０ １ｍ
ｰ－－－

第77図SKO56平面・断面図（１／40）

０１ｍ
－－

第76図SK105平面･断面図（１／40）
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第７9図ＳＫ１０５出土遺物実測図２（１／４）

匠同“

１０ＣＩＴ
、

「備江」銘がある。18111皇紀後半。３９.'10は型打の小lⅢで、’１銃を施し、内面の文様は刑紙摺りによる。高台内に

は「ﾉくりj年製」銘を描くものである。なお、焼成がやや不良なためか、呉須は黙っぽく発色する。４１は大型の染

付鉢で、兇込みにコンニャク印判による五弁花を捺し、高台内に崩れた「渦福」を描く。１８世紀''１葉～後半の所

産である｡42は見込み蛇の目紬剥ぎする染付皿で､波佐見系のもの｡44は口縁部が輪花になる皿で､内面に唐草文、

j,IL込みに梅花文を描く。高台内に「火Iﾘl年製」銘を描く。l81H:細irドー''1葉か。'１５．４６は蓋付きの|'|磁壷である。

47は型打の皿で、内面に蛸唐草文を高台内には「渦福」銘を描いているものと推定される。1811t紀前半～中頃の

所産である。５０は染付皿であるが、内面はI巻|線以外の部分を呉彼により塗りつぶしており、どのような文様かは

不|ﾘjである。1711t紀末～18世紀前､ドの所産であろう。４９は外面に鉄紬の施された陶器油差しで、４８はその蓋と推

定されるものである。福岡産の陶器と推定され、胎ｔの特徴からIIllj取系のﾛj能性が考えられる。雑には糸切り痕

が兄られる。５１．５２はロクロ成形の．上師器皿である。５３～55は肥前陶器播鉢である。底部は出土していないが、

高台がつくもので、タタキ成形である。５６は底部に糸切り痕を残す焼締陶器播鉢であり、あるいは'7世紀代の肥

前陶器播鉢かもしれない。５７．５８は焼塩壷及びその雑である。５８の外面には「泉湊伊織」の刻印がみられ、18111：

紀前､トーL|｣頃の所脹である。
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第80図SKO56出土遺物

SKO56（第77図）

Ｈ－２区で検出された廃棄土坑で、SKlO5を切って掘り込ま

れている。長軸約2.3ｍ、短軸約1.2ｍ，最大深約0.5ｍをは

かる。出土遺物から、SKlO5と時間的に差のない時期に埋積

した可能性が高く、１８世紀後半の1770年代までに位置づけら

れる。

出土遺物(第80図・第８1図）

ｌは染付蓋物の蓋で、１８世紀前半の所産である。２は京・

4.3ｍ

鶴

SKO13（第82図）

Ｊ－２区で検出された廃棄土坑で、

の浅いものである。１８世紀

後半に位置づけられる。

出土遺物（第84図１～８）

０１ｍ
－－

第82図SKO13平面・断面図（１／40）第83図SKO14平面・断面図（１／40）

SKO22・SKO23を切って掘り込まれている。長軸1.6ｍ、0.75ｍ，最大深0.22ｍ

第81図SKO56出土遺物実測図２（1/2）
信楽系の陶器碗、３は青磁染付の筒形碗で１８世紀後半に位置

づけられる。４はベトナム産と考えられる焼締陶器長胴瓶の胴部破片であり、SXO38出土のものと同一個体であ

る可能性が高い。７は焼塩壷で、形態から１７世紀後半の所産と思われる。５は産地不明の陶器播鉢で、内外面に

鉄紬がかかるが、焼成が不良なためか十分融解していない。胎土はスの多い綴密さに欠けるものである。６は青

磁大皿で､17世紀後半の所産である。８は土師質の火消壷蓋と考えられる。９は色絵磁器人形の後頭部破片である。

二次的被熱のため髪の部分に上絵付けされていた黒色の顔料が失われ、斑状に残るのみである。髪形は篭を結っ

ているが､頭頂部には黒色顔料が塗られていなかったと思われる部分が見られることから男性の人形と考えられ、

「若衆」人形と思われる⑫。いわゆる柿右衛門様式の人形で1660～80年代に位置づけられる。

出土遺物（第84図１～８）

１は１８世紀前半～中頃に

製作された染付碗で高台内

には「渦福」銘を有する。

２は京焼風陶器の鉢であ

る。３は瑠璃紬の磁器香炉

で、外面には金彩が施され

ていた痕跡が認められる。

４は青磁香炉である。５は



，

L重u，二二’
ノ

金

１

房翻弄

雪
４

需Fﾗﾉ（
０

『三ｸ学
一

５

蕊
貢~1１
６

源

＝ヨ）
７

二二二＝二
一一一-－，

重
９

０１０ｃｍ
~一一洞豆三両一一雰〆１３

１２

第84図SKO13･SKO14出土遺物実測図（１／４，１～８：SKO13、９～１４：SKO14）

見込み蛇目紬剥ぎの皿で波佐見産、６は内面に唐草文を描く染付皿で、１８世紀前半～中頃の所産。７は土師質土器

火消壷の蓋である。

SKO14（第83図）

Ｋ－ｌ区で検出された廃棄土坑で、長軸約1.85ｍ、短軸約0.75ｍ、深さ約0.7ｍをはかる。SKOO8とSKOO2に切

られている。１８世紀後半に位置づけられる。

出土遺物（第84図9～14）

９は青磁香炉である。１０は染付丸碗で、１８世紀後半の所産。ｌlは滝州窯産の青花碗と考えられるもので、外面

にペンシルドロウイング技法により施文されており、１７世紀前半の所産と思われる。１２．１３は青磁染付で、１８世

紀後半の所産である。１４は肥前陶器捕鉢である。

長軸1.6ｍ，

SKO43（第85図）

SKOl8の底面で検出された遺構で、長Ｉ

土遺物はきわめて僅少であるが、陶胎染

付があることから、１７世紀末～１８世紀前

半のものと推定される。

出土遺物（第90図、１．２）

ｌは胎土目積みの肥前陶器皿である。

２は陶胎染付の碗である。

短軸0.9ｍであるが深さ0.3ｍ程度しか残存していなかった。出

SKO48（第86図）

J-2区で検出された土坑で、長軸1.1ｍ

＋α、短軸１．０ｍ、深さ0.4ｍを測る。最

深部は一段深くなっていた。SKOl5・

SKO23に切られている。出土遺物は僅少

であるがSKO23に切られていることから

18世紀後半以降の所産であり、１８世紀末 一一一一一

第85図SKO43

平面･断面図（１／40）

－６７－

20ｍ

0ｍ

０ １ｍ
－－

第86図SKO48

平面･断面図（１／40）

、
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第87図SKO72平面･断面図（１／40）

以降である可能性もある。

出土遺物（第90図３．４）

３は肥前陶器播鉢、４

前半である。

４は染付皿で17世紀末～１８世紀

SKO72（第87図）

調査区北端部のD-l区で検出された土坑で調査区壁面沿い

のため全形は不明であるが､長軸2.6ｍ､短軸0.85ｍ､深さ0.5

ｍをはかる。出土遺物から、１８世紀後半に位置づけられる。

出土遺物（第91図）

ｌは白磁紅皿、２は染付紅皿である。４．６は京・信楽系

陶器碗である。５はいわゆるｒくらわんか手｣の染付碗である。

７は体部外面下半部に盤跡のようなケズリが見られ、鉄紬が

掛かる。京・信楽系の陶器か。８は18世紀前半～中頃の染付

碗、９は内面に蛸唐草を描く染付碗で18世紀後半の所産であ

る｡１１．１２は肥前陶器播鉢で18世紀後半代の特徴を有する｡１０

は京焼風陶器鉢である。１３は巴文の軒丸瓦で、瓦当径14cm，

珠文は18個以上と推定される。

4.1ｍ

第88図SKO80平面･断面図（１／40）

」4.0ｍ

１ｍ
－ －－

第89図SK100平面･断面図（１／40）

、

SKO80（第88図）

Ｅ－１区で検出された廃棄土坑である。建物基礎SFO73およ

びこれに伴う整地層(第21図5層)の下層で検出された｡SEO64

に切られている。出土遺物は僅少であるが概ね18世紀前半ま

でに収まるものと考えられる。

出土遺物（第92図）

１は青磁菊皿で、１７世紀前半の初期伊万里である。２は無１は青磁菊皿で、１７世紀前半の初期伊万里である。２は無文の磁器碗で、１８世紀前半のものと思われる。３は

青磁香炉で高台内には鉄袖が施される。１７世紀後半から18世紀初頭の製品である。４は備前焼平鉢で１７世紀前半

以前のものである。５は軒平瓦で、府内城三ノ丸遺跡のＤ類にあたり、１７世紀代のものである。６は土人形で亀

をかたどっている。腹面から頭部にかけて穿孔されており、軸を通すようになっている。

－６８－
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第90図ＳＫＯ４３・ＳＫＯ４８・ＳＫ１００出土遺物実測図（1/4）
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第92図SKO80出土遺物実測図（１～５：１／４．６：１／３）

SK100（第89図）

Ｇ－２区で検川された土坑である。SEO64に切られており、SKO91・SKllOを切っている。出土遺物は僅少であ

るが、出土遺物I|･'鎧も新しい遺物により、１７世紀末から18世紀前半に位置づけられる。

－６９－
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出土遺物（第90図５～７）

５は肥前陶器の刷毛目碗である。６は緑褐色紬

の掛かる陶器瓶？で、朝鮮王朝産陶器舟徳利の可

能性が考えられる。７は胎土目積みの唐津皿であ

る。

SXO31(第93図）

Ｋ－２区で検出された、長軸約2.7ｍ、短軸2.0ｍ

＋αの略方形を呈する土坑である。その底部の一

端には直径約1.0ｍの土坑があり、瓦質の大喪が

埋設されていた。この喪は、方形の土坑と切り合

い関係にあるものではなく、これに伴うものと判

断されるが、底部が無く、廃絶時に破壊されたも

のである可能性も高いため、遺構全体としてどの

ような機能であったのかは不明である。出土遺物

より１８世紀前半代に位置づけられる。

０
０
．
印

９

、

第93図SXO31平面・断面図（１／40）
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第94図SXO31出土遺物実測図１（１／４）
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１

出土遺物（第94図）鳶、
歩･･‐

ｌは白磁皿である。２はﾀﾄ面に牡丹唐草文』窯
を描く染付碗で17世紀末～18世紀前半。３．

一I

０ １０
４は陶胎染付の碗で17世紀末～１８世紀前半の－－

所産である。５は肥前陶器碗。６は初期伊万
第95図SXO31出土遺物実測図２（１／４）

里の小坪で、外面に花文を描く。高台には多

数の砂が付着している。1620年～1630年代。７は肥前陶器の刷毛目碗。８．９は肥前陶器皿で、内面に砂目積み

痕を残す。1600年～1630年代。１１は青花皿の底部である。整地層等からの混入品であろう。１２は青磁香炉で口縁

部下に貼り付け文がある。１３は陶器片口鉢である。１４は染付瓶。１５は焼締陶器の捕鉢で、産地は不明である。１６

は焼締陶器の橘鉢で、底部には糸切り痕を残す。底部近くに「大」字の墨書がある。ロクロ成形による17世紀代

の肥前陶器揺鉢の可能性もある。１７は鉄袖の掛かる肥前陶器の塾で、肩部に突帯が貼り付けられるものである。

口縁部の特徴から17世紀後半代に位世づけられる。１８は土師質土器の埋蕊から出土した軒平瓦で、瓦当幅19.6ｃｍ

と小型のものである。中心飾りは府内城三の九E類（いわゆる府内城系列瓦）に類似するものであるが、唐草文

はE類とは異なり、通常の唐草文である。

SKO83（第96図）

Ｆ－２区で検出された、瓦質大斐を埋設した遺構である。埋設された大喪は口縁部が欠損しているが、欠損の

大きい部分にはこれを補うように石が積まれている。SEO64に隣接する位置にあり、帰属時期も類似していることか

ら、井戸にともなう水溜等の機能が考えられる。なお、底部が抜かれているが、廃絶し埋め戻される際、抜かれ

たのであろうか｡また､蕊の中に小型の陶器壷が埋置されていた｡出土遺物から18世紀後半～末に位置づけられる。

出土遺物（第97図）

１は染付紅皿、２は染付筒形碗である。１８世紀後半～末の所産であろう。３は染付の蕎麦猪口で18世紀前半代

の製品であろう。４は陶器の壷もしくは鉢と思われ､胴部下半は露胎である｡上絵付けにより文様が描かれており、

京・信楽系と思われる。６は陶器の壷で、内外面に褐袖が施紬されている。福岡系の製品と考えられる。７は関

西系の陶器土鍋で、全面に鉄紬が掛かる。

－７１－

第97図SXO83出土遺物実測図（１／４）
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③近世3期の遺構と遺物

SFO7３（第99図、土層：第21図）

F-l区からG-l区、H-l区にかけて検出された石組み遺構であり、

建物の基礎部分と考えられるものである。石は主として角喋が使用

されており、この遺櫛に伴うと考えられる整地層(第21図：第５層）

上面に埋置されていた。石を埋世するにあたって溝が掘られている

ようで、西壁の土層断面観察の際、辛うじて確認できた。石組みは

西側調査区外へ延びており全体の規模は不明であるが､その一辺は、

約6.3ｍを測り、およそ３間半に相当する。石組みの中央付近に石

の無い部分があるが、ちょうど同じ位置に近代以降の撹乱があるた

め、本来石が組まれていなかったかどうかは不明である。石組みに

伴うと考えられる整地層から出土した遺物には染付広東碗が含まれ

ているため、石組みが築造されたのは１８世紀末～１９世紀初頭以降と

考えられる。この遺構の周辺は繰り返し整地されており、廃棄土坑

などの遺構分布も疎であることから継続的に礎石建物等が営まれて

いた空間であったことが考えられる。

出土遺物（第101図）

SFO73に伴うと考えられる整地層から出土した遺物である。ｌは

染付広東碗である。２は見込蛇目紬剥ぎする磁器皿、３は備前焼の

盤で、１７世紀前半以前のものであろう。４は陶器措鉢で、内外面に

鉄袖が施される。１７世紀代の肥前産と思われる。

SKOO4（第100図）

I-l区で検出された大型の廃棄土坑で、長軸約3.0ｍ，短軸約2.2ｍ

＋αをはかる。遺構の南半が特に深くなっており、この落ち込み部

分は本来別の遺構であった可能性が高い。南北方向での半裁を行わ

なかったため明確に確認できていないが、掘り下げの途中にこの落

ち込みが検出されなかったことから、落ち込みの方がより古い遺構

であると考えられる。出土遺物の組成からも、１８世紀後半と19世紀

前半～中頃の遺構が重複している可能性が高いことを示す。

出土遺物（第102図～第104図）

１～３は紅皿で、ｌは型打ちの白磁、２．３は染付である。４は

白磁小坪。５は圏線のみ施文する染付小坪である。６は外面に笹文

を描く染付小碗。７は外面に桐文を描く染付碗である。８．１３はい

わゆる「くらわんか手」の碗で13は高台内に「大明年製」の崩れ銘

を描く。15はおそらく広東碗の蓋である。16は染付蓋物の蓋である。

９は色絵碗で18世紀前半～中頃の所産であろう。１０～１２は信楽系陶

器碗で、１０は18世紀後半、１１．１２は19世紀前半の所産である。２０は

見込にコンニャク印判の五弁花を描く染付碗で、１８世紀後半の所産

であろう。２１は平面形が八角形を呈すると推定される筒形の碗で、
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第99図SFO73平面図（１／60） 第100図SKOO4平面・断面図（１／40）
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形高台の蕎麦猪口、１７は２６．２７の碗に伴う蓋であろう。２５は

陶胎染付香炉である。２８は染付広東碗である。２９は天目形を

呈する萩焼の陶器碗で､高台部以外に藁灰紬が掛かる｡30は１７

世紀末～18世紀初頭の製品で型紙摺りの手塩皿。３１．３３，３６

は見込み蛇ノ目紬剥ぎの磁器皿。３４は１６世紀後半の青花で、

SDOO4と切り合っているSD201からの混入品かと思われる｡3５
矛

ｃ、

Iま'8世紀前半～中頃の染付皿。３７は18世紀後半の染付皿。３８

は萩焼の陶器鉢で高台部を除いて藁灰紬が掛かる。３９は中国第101図SFO73整地層出土遺物実測図（１／４）

産と思われる青磁碗で、混入品の可能性もある◎４０は19世紀前半以降の染付鉢で、焼継ぎが認められる。焼継文

字の痕跡があるが、判読できなかった。４１は備前焼の盤で17世紀前半以前の所産であろう。４２～44は関西系陶器

の土瓶およびその蓋である。４５は内・外面に褐袖の掛かる陶器壷で、福岡産か。４６．４７は底部以外に鉄紬の掛か

る陶器灯火具、ひょうそくである。底部には糸切り痕を残す。肥前または福岡産と推定される。４８．５０は土師質

土器培焔､４９は瓦質の規炉である。５１．５２は備前焼で、５１は火容、５２は平鉢である。５２は17世紀代の製品であり、

混入品の可能性が高いと見られる。５３は、瓦質土器の行火と考えられる。楕円形の器形で、前面には格子状のす

かしが見られる。楕円形の蓋がつくようで、５４がこれにあたる可能性が高い。５４は縁の部分に輪違い文状の刻印

－７３－
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第105図SKOO7平面･断面図（１／40）

０１０ｃｍ
－－

第104図SKOO4出土遺物実測図３（１／４）

が見られる。５５は、瓦質の火鉢と推定され、胴部には亀甲状の文様が陽刻される。５６は石製の手水鉢で、盤によ

る成形の後、口縁部の内面は研磨されている。

SKOO7（第105図）

J-l区で検出された大型の廃棄土坑である。長軸約2.5ｍ、短軸約2.3ｍの方形プランで、深さ約１．１ｍをはかる。

東半がやや深くなっているが、掘り返しは確認できなかった。SKO23、SKOl9、SKO20、SKO61、SKO62等を切っ

て掘り込まれている。

焼継ぎを有するものを含む多堂の陶磁器の他、日常生活で

使用される規炉等の瓦質土器類も多数出土している。SKO23

を切って掘り込まれていることから、１８世紀後半以前に位置

づけられる遺物も多く含まれるが、染付端反碗が出土してい

ることから､遺構の年代は19世紀前半～中頃に比定できよう。

なお、瀬戸・美濃産の染付は出土していない。

出土遺物（第106図～第111図）

１．２は白磁紅皿である。３．４は陶器小皿で、灰紬が掛

けられており、瀬戸・美濃産と推定される。５～８．１０はい

わゆる「薄手酒杯」で５～８は上絵付けにより内面に文様が

描かれている。５は口縁部に金泥が施される。８は銅粉を含

む顔料を使用して蛎幅文を描いている｡１１．１２は染付仏飯器。

１３は、外面に鏑状のへラ彫りを有する小坪で、１７世紀前半の

初期伊万里で、混入品と思われる。１４は、京・信楽系陶器の

合子蓋で、文様は鉄絵と呉須による。１５は赤の顔料で上絵付

けされた色絵磁器の水性と思われる。１８は磁器掛け花入れで

鉄紬がかかる。１９～22は染付碗の蓋である。１９は外面に蛸唐

草文を描き、ツマミ内には「乾」を描く。２０～22は、端反碗

の蓋で、３５と組み合うものである。２３～27は１９世紀前半～中

頃に比定される筒丸碗である。２８～30は、信楽系の陶器碗で

4.0ｍ
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ある。２８は、器表面に亀甲状の陽刻が施され、体部の下半には鏑状の沈線が彫り込まれる。２９は無文、３０は口縁

部内外面に銅緑紬を掛けるものである。３２は染付端反碗で外面には唐草文等の他、軍配を描く。３６は「お笹紅」

と判読できる文字が外面に呉須で描かれており、文化・文政年間に流行した「笹紅」の紅猪口である。３９は外面

に簡略化された輪法繋文を描く染付碗で、蓋がつくものと思われる。製作年代は、１８世紀中頃に比定される。文

様は異なるが、４５もこれに類似する器形の染付碗である。４１はペンシルドローイング技法により施文された染付

筒形碗で､外面に盾状の文様が描かれる。１９世紀前半～中頃の製品であろう。42は青磁染付碗で､高台内に｢渦福」

を描く。４３．４４は陶胎染付碗。４７．５１は黒褐色の紬が施された陶器碗で、見込に4箇所の目跡が残る。器形は４２

のような青磁染付碗に類似する。福岡産と思われる。４６．４９．５０は蛇ノ目凹形高台の蕎麦猪口で18世紀末以降の

製品と考えられる。５３は絵唐津の向付で混入品であろう。５４は無文の磁器瓶で、波佐見系の製品であろう。５５は

陶器瓶で胎土・紬調が29と類似しており、信楽系の製品と思われる。５６は型打の皿で、内面に墨弾き技法により

松竹梅と亀を描き、見込には鶴を描くものである。５７．５８は同一種と思われる染付皿で、蛇ノ目凹形高台である。

18世紀後半以降の製品であろう。５９は型打の白磁皿で、口縁部は輪花となり、内面にも文様が陽刻される。１７世

紀後半から18世紀前半の製品と思われる｡６０．６３．６５は蛇ノ目凹形高台の染付皿で､63は高台内に｢渦福｣を描く。

61は内面文様の一部（笹文）と見込の五弁花をコンニャク印判により施文した染付碗で、高台内に「大明年製」

銘を有する。６４は蛇ノ目凹形高台を有する青磁染付の鉢で、高台内に「筒江」銘を描く。１８世紀後半～末の製品

であろう。６６は銅緑紬の掛かる陶器鉢で、外面には鏑状のへラ彫りが施される。瀬戸・美濃産と推定される。６７

は鉄紬がかかる陶器油徳利で福岡産と思われる｡68～72は関西系陶器土瓶の蓋､73～76は関西系陶器土瓶である。

76はきわめて薄手の作りで、外面にイッチン掛けにより宝尽くし文を描く。７７は小型の焼締陶器播鉢で、底部に

糸切り痕を残す。九州産のものであろうか。７８は福岡産、７９は肥前産、８０は産地不明の橘鉢で、鉄粕が内外面に

掛かる。80は底部糸切りの後､高台を貼り付けているのがわかる。８１は瓦質土器の鉢で植木鉢の可能性もある。８２

は福岡産陶器播鉢、８３は同じく蕊である。８４は外面に黄緑色に発色する灰紬が掛かった陶器瓶で、瀬戸・美濃産

のいわゆる「貧乏徳利」である。８５は用途不明の土製品で、建築材料ではないかと思われる。８６は土師質土器火

消壷の蓋である。８７～90は瓦質土器規炉で、９１はこの焚き口部、９２．９４．９５はこれらの底部である。府内城三ノ

丸の規炉ａ('3)にあたる。９３．９９～102は府内城三ノ丸の規炉ｂ(M)にあたる二重構造の瓦質規炉で、９６．１０３がこれ
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らの内側につく筒状の部分、９７．

９８はこれらに伴う中敷き（いわゆ

る「サナ｣）である。１０４．１０６～１０８

は土師質土器の培焔である。ｌＯ５

は瓦質の土製品で輪状になるもの

と思われるが、外側が失われてお

り器種不明である。

この他焼継文字を有する陶磁器

が３点出土している（第135図）

SKO15（第112図）第111図

Ｊ‐ｌ区で検出された廃棄土坑で、SKO28・SKO37・SK

O48を切っており、SKOO4と明治時代の廃棄土坑SKOO3に

切られている。中央部分が長楕円形状に深く落ち込む形

状となっており、落ち込みより上は掘り返しもしくは重

複する遺構の可能性がある。

出土遺物（第113図）

図示した遺物は落ち込み部分より出土したものであ

る。

１．２は染付紅皿である。３は外面に上絵付された色

絵皿で18世紀前半代の所産であろう。４．５は信楽系陶

器の碗であり、１９世紀前半以降の所産であろう。６も信

楽系陶器碗であるが18世紀後半のものである。７は白磁、

小坪。８は見込手描き五弁花の染付碗で18世紀中頃～後

半。９．１０は染付広東碗である。１１は無文の磁器碗（白

磁？）。１２は肥前系陶器の香炉で外面上半に鉄紬が掛か

る。１３は外面に鉄紬で圏線を描く肥前磁器筒形碗。１４は

砂目積みの肥前陶器皿。１５は波佐見産の磁器皿で18世紀

前半。１６は関西系陶器土瓶の蓋である。１７は段重の蓋で

込
０１０ｃｍ
－－

SKOO7出土遺物実測図６（１／４）

Ｅ

箇塁識職

4．０ｍ

0８

2－一ｍ

あろう。１８は蛇ノ目凹型高台の染付皿で18世紀末～１９世 第112図SKO15平面・断面図（１／40）

紀前半。１９は染付鉢で内面にIまへラ彫りが見られる。２０は土師質培焔である。２１は関西系陶器の鍋である。２２は

肥前産と思われる陶器播鉢で、内外面に鉄紬がかかる。２３は19世紀前半の福岡産陶器播鉢、２４は18世紀前半～中

頃の肥前陶器播鉢である。25は瓦質の二重構造規炉で19世紀前半～中頃の所産である｡26は25に伴うサナである。

SKO17（第114図、土層：第115図）

K-3区の調査区東壁沿いで検出された廃棄土坑である。遺構全体の半分以上は調査区外にあると考えられるた

め、全形を知り得ないが、長軸1.4ｍ、短軸0.8ｍ＋α、深さ1.8ｍをはかる。SKO29と共に、府内城土塁の裾部

を浸食して掘り込まれている。土層断面の観察によれば、この土坑は17層から15層にかけては徐々に埋積したと

考えられるが、１３層には極めて多量の陶磁器が一括廃棄され、その後埋め戻されていることが判明した。出土し

た陶磁器は１０００点を超えており、遺構が完掘されていないことを考慮すると、さらに多くの陶磁器が投棄されて

いたことが推測される。これらの中には二次的に焼けた陶磁器が多く見られ、火災等により焼けたことが考えら

－８２－
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く’
れる。また、後述するように、焼継ぎを施された

陶磁器を多く含んでおり、この中には文字が朱書

きされたものも数多く見られた。遺構の年代は１９

世紀中頃と推定される。

出土遺物（第116図～第125図）

ｌ～11はいわゆる薄手酒杯であり、このうち２

と10は上絵付による色絵で他は染付である。１．

６．８．１１には焼継ぎが見られる。１３は鷹をかた

どった鳥形の土笛で、完形品である。１４は馬形の

水滴で、馬のたてがみと目の部分のみ呉須で描い

ている。１６は無文の磁器（白磁）碗で胎土が灰色

をしており、波佐見産であろうか｡１５．１７．１８，２１

～23は小型の肥前産染付碗で、概ね18世紀後半以

降の製品である。２２には焼継ぎが見られる。１９．

２０．２５．２６．３２は萩焼の碗で、１９は器面上に横方

向のへラ彫り沈線が見られ、ここに褐色の透明紬

が厚く掛かり文様効果を出しているものである。

他は白と黒の袖薬を網目状に掛けたいわゆる「ビ

ラ掛け」の陶器碗である。２７～３１．３３は染付筒丸

碗で1820年～60年代｡27は焼継ぎされている｡３４．

３５．３７は染付丸碗、３８は染付筒形碗で、１８世紀後

半～19世紀初頭の製品であろう。３６は、肥前産と

思われる陶器碗。３９は無文の陶器碗で、京・信楽

系の陶器と思われる。４０は長崎県亀山窯産の染付

碗で、幅広の高台内に、「亀山製」の銘がある。１９

世紀前半以降の製品であろう｡焼継ぎ痕がある｡４１

は三田青磁と考えられる青磁碗で、高台は断面三

角形、畳付けは露胎であり、全体に紬が厚く掛か

る。１９世紀前半以降に位置づけられる。４２は染付

碗であるが、高台が幅広く、蛇ノ目状を呈するも

のである。４３は小型の染付端反碗であるが、見込

に見られる袋様の文様はコンニャク印判によるも

のである。４４は全体に瑠璃袖が厚く掛かる陶器香

炉である。表面には花文が陰刻される。焼継ぎさ

れている。４５～53は染付碗の蓋で、おそらく端反

碗もしくは広東碗の蓋であろう。４６．４８．５０は焼

継ぎされている。５４は染付鉢で、外面に花菖蒲と

烏、見込に烏を描く。同一種の染付鉢には焼継文

字を有するものが2個体ある（第129図４９．５０)。５５

は型造りの青磁鉢で、口縁部は輪花となり大きく

外反する。内面には花文を陽刻しており、全体に

1）
＜

－８４－
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厚い青磁紬がかかる。三田青磁と推定される。５６は遺構の下底部から出土した型打の染付碗で、口縁部は輪花と

なる。外面に蓮弁状の文様を描くが、脈状の筋を墨弾きにより表現している。また口縁部内面の文様帯において

も墨弾き技法によって梅花文などを描く。１８世紀末以降の製品か。焼継ぎされている。５７は青磁八角鉢で、１８世

紀後半～末に肥前で生産されたものである。焼継ぎが行われているが、２次的な被熱のため表面がすりガラス状

に荒れており、焼継ぎによる接合部がずれている。58～６２．６５．６６．６８は肥前産染付の広東碗である。６３．６７．６９

～７７．７９．８０．８２～８５．８７～89は肥前産染付の端反碗である。６３．６９～７１．８２は焼継ぎされている。６４は広東碗

形であるが、陶器碗で、内面に鉄紬、外面には鉄紬と藁灰紬を掛ける。外面には紬の掛け残し部分があり、これ

により文様効果となっている。見込みには3箇所の目跡が残る。胎土や袖調より18世紀末～19世紀前半の福岡産

と考えられる。８１は外面にコンニャク印判による文様を描くもので、１８世紀中頃に製作されたものであろう。９０

～98は蛇ノ目凹形高台の皿である。９７．９８は高台内にそれぞれ「渦福」、「筒江」銘が描かれており、１８世紀後半の

所産であろう。また、９１は墨弾き技法により烏文などが描かれている。高台が比較的高く、１９世紀前半～中頃の

ものであろう｡９５．９６も高台が比較的高く、同様の時期の所産であろう｡９９．１００は見込に四弁花を描くもので１６８０

年～1690年代に製作されたものである。両方とも焼継ぎが施されている。lOlは蛇ノ目凹形高台の染付皿で、見

込には山水図を描く。全体に二次的な焼成が著しい。底部中央が下がっているが、これは焼成時のヘタリによる

ものであろう。１０２．１０３は志田西山窯産と推定される染付皿で、呉須による絵付けに先立って白化粧掛けを行っ

たことが観察できる。１９世紀前半～中頃の製品である。lO4は肥前系の陶器と考えられる皿で、口縁部はロクロ

による成形ののち手で曲げて、波状に作り出したものである。内面に鉄絵を描く。１０５は型打の染付皿で、１８世

紀後半～末の所産と思われる。106は型打の染付大皿で、見込に鳥文を描く。高台内に「大明成化年製｣銘がある。
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柴田コレクションに同じものがあり('３，１７６０～1780年代の製品である。lO7は内面に鷺文を描く台付皿で、台の

外面には帆掛け船等を描く。17世紀後半～末に製作されたものであろう('eolO8～llOは肥前産染付の輪花皿で、１８

世紀後半以降に製作されたものである｡lO9は見込に団竜文を描き､その周りの文様帯に墨弾き技法を用いている。

lllは型打の白磁菱形皿で､17世紀末～18世紀前半の製品であろう｡１１２は蛇目凹形高台の皿で､焼成が不良なため、

黄色っぽく発色している。１８世紀末～１９世紀前半。113.114は下底より出土した陶器皿で、113は砂目積みの肥

前陶器皿で混入品の可能性があるが、114は高台部以外に鉄紬がかかる陶器皿で、１８世紀後半以降の肥前陶器と

考えられる。１１５．１１６は波佐見系と考えられる染付皿で､見込にコンニャク印判の五弁花､高台内に退化した「渦

福｣銘を描く。１８世紀後半～末。１１７は見込に色紙様の文様を描く染付皿で１７世紀後半～末頃の所産であろう。１１８

は内面に図案化された「寿」字等を描く染付皿で、１８世紀後半に位置づけられよう。１１９は口縁部が輪花となり

口鋳が施される大皿と考えられるもので､１８世紀後半～末のものである｡120～122は萩焼の片口鉢で､見込には121

に４箇所、122に５箇所の目跡が認められる。高台部以外には灰色～明黄灰色を呈する藁灰紬が掛かる。123は、

萩焼の皿で、見込には5箇所の目跡が残る。口縁部は屈曲し、水平につくられる。高台部周辺以外に灰白色の藁

灰紬がかかる。124は三彩陶器の鉢と考えられるものである｡型作りと考えられ､内面には青海波状の文様がある。

外面は緑色、内面には黄色と緑色の紬がかかる。胎土は軟質で土師質といってよいほどのものである。近世後半

の低火度焼成による三彩陶器としては源内焼や眠平焼が知られているが、確定できなかった('7)。125は陶器鉢で、

見込には3箇所の目跡が残る。口縁部は成形後に手で曲げて波状に作り出している。内外面に鉄粕が掛かるが、

体部外面には鉄紬、緑紬、黄紬を掛け、掛け残し部分と相まって文様効果を上げるもので萩焼のビラ掛けに類似

する。胎土や紬調から福岡産のもので18世紀末～19世紀前半の所産であろうと推定される。126は染付香炉で、

おそらく蛇ノ目凹形高台になるものと推定される。１２９．１３３は八角鉢で、129は蛇ノ目凹形高台である。いずれ

９

.R'二ｊ

灯

第125図SKO17出土遺物実測図1０（１／４）
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も19世紀前半以降のものであろう。１２７．１２８．１３１．１３２は段重及びその蓋である。128は染付に上絵付けした色

絵で、１９世紀前半以降の製品か。134は見込みにコンニャク印判の五弁花を描く肥前産染付鉢で18世紀中頃～後

半のものである。１３５．１３７は青磁染付鉢で、１８世紀後半～末。136は口縁部が輪花となる染付鉢で、胎土が灰色

を呈し、波佐見産かと思われる。139は口縁部外面に銅緑紬が掛かる陶器灰落としで信楽系陶器と思われる。１４１

はこれに伴う蓋と思われる。140は外面に鉄袖の掛かる陶器香炉で形式的な三足が貼り付けられている。肥前陶

器と思われ、１８世紀後半以降のものであろう。148～152は関西系陶器の土瓶蓋である。148は内面に墨書がある

が判読できない。153は陶器急須である。赤褐色の精細な胎土できわめて薄く成形され、器表面は入念に磨かれ

ている。断面円形を呈する把手は､注口と対称の位置に貼り付けられている。中国宜興窯の製品と思われる('3.154

は関西系陶器の土瓶、155は行平の蓋で、いずれも外面には「イッチン掛け」による文様が見られる。156は、土

師質土器火消し壷の蓋である。157～１６０．１６４．１６５は関西系陶器の土瓶である。157は外面に呉須により瓢箪の

文様を描く。158の底部には「一小」と判読できる墨書が認められる。161は肥前陶器の瓶で刷毛目による文様が

描かれる。１８世紀後半以降の所産であろう。１６２．１６３．１６９は肥前磁器の瓶である。１６６．１６７は関西系陶器の行

平で、把手には人物文（166）、雲龍文（167）が陽刻される。168は外面鉄紬のいわゆる貧乏徳利で外面には「な

ら」と判読できる文字が施紬後に描かれる。170～177は陶器播鉢である。171は備前の播鉢で、１７世紀代のもの

と思われ、混入品であろう。１７０．１７３．１７７は肥前系の陶器播鉢で、タタキ成形のものである。１９世紀前半に位

置づけられる。174は肥前系の播鉢であるが、ロクロ成形のもので、１８世紀前半以前のものであるため、混入品

の可能性もある。１７２．１７５．１７６は福岡産の陶器橘鉢である。内外面に薄い鉄紬が掛けられ、ロクロ成形の後高台

を貼り付けるものである。178は大谷焼の捕鉢{l9iで、外面には鉄紬がかかる。１７９．１８０は遺構下底部で出土した土

師質土器規炉である。181は、瀬戸・美濃産の植木鉢で、口縁部と胴部上半に鉄粕と藁灰紬を掛ける。182は瓦質

土器の鉢、183は土師質土器培焔である。

焼継文字を有する陶磁器（第126図～第134図）

SKOl7から出土した陶磁器のうち85点に朱書きあるいは墨書による焼継文字が認められた。以下、これらの資

料を紹介する。なお、文字の大半は高台内に書かれた朱書きであるが、墨書等、朱書き以外の文字がある場合は

特に別記する。書かれた文字の中には、地名と思われるものがあり、現地比定が可能なものも多数見られた“。

’～６．８．９はいわゆる薄手酒杯で、製作年代は19世紀前半以降である。１は色絵で、内面に上絵付けで牡

丹文を描く。焼継文字は判読できない。２は色絵で内面に浮世絵風の美人画を描く。焼継文字は「みとや」で屋

号と推定される。３は染付で内面に鶴亀を描き、焼継文字は「門田は□｣。門田は臼杵藩領門田村に比定できる。

４は色絵で内面に枝花を描く。焼継文字は「来(迎)寺」で、府内城下町の外であるが南東に隣接する位置にある

来迎寺に比定される。５．６は白磁小坪で焼継文字は、それぞれ「牧小兵衛」、「寿」。牧は、府内藩領牧村に

比定できる。８は内面に呉須で風景を描くもので、焼継文字は消えてしまっており判読できない。また高台の周

辺にも朱書きが認められるが、判読できない。９は内面に金銀彩で文様を描くものである。焼継文字は「へつき

おかや」。へつきは臼杵藩領戸次市村に比定される。７は色絵小坪で、外面に鳳鳳と花文を描く。焼継文字は「原

ノ天のをや」か。原は村名と思われるが、臼杵藩領に２箇所、幕府領に１箇所存在する。このうち最も地理的

に近いのは幕府領の原村である。臼杵領の原村はどちらも農山村であるのに対し、幕府領原村は海岸部にあり、

港湾を有することから「天のをや」を屋号とする商家が存在した可能性がより高いと考えられることから、幕府

領の村と考えたい。１０は、口縁部が端反になる小碗で、外面に青の顔料で花文が上絵付けされ、文様は黒で縁取

りされている。口縁端部は無紬である。中国徳化窯の製品であろうe')。第123図153の急須とセットで、煎茶用に

使用されたものと推定される。焼継文字は「(波)田氏弐匁｣。１１～14は染付端反碗である。１１の焼継文字は「は」

としか判読できない。１２には文字は認められないが、見込に三本の平行する線が墨書されており、これは焼継ぎ

後に記入されたと考えられる。１３は外面に金魚を描く染付である。焼継文字は「(善)巧寺」。城内に所在する善
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巧寺に比定できる''1能性がある。１４は、瀬ﾉｆ・美制眺の染付端反碗で、焼継文字は「東新町おなつ」。火新町

は府内城南東側の城外に隣接する町にあたる。１５は18世紀後半～末に比定される丸碗で、焼継文字はrlll津新

作」。111津は、延岡滞領llI津村に比定される。１６は|j縁部が八角形を呈する碗で、内外面に風蛾が描かれる。１９

世紀前｡､卜以降の製,Ｉｌ１Ｉであろう。焼継文'j･:は「口波」とだけ判読できる。あるいは「片しま」とI記しているのかも

しれない。１７は蛇ノ１１凹形尚台の蕎麦猪口で、外面に111水文を描く。焼継文字は「なり松冶兵衛二匁」と判

読できるが、「二匁」のみは&|錨で他は朱普きである。なり松は、延岡滞領成松村に比定される。１８も蛇ノ「IIwl

形高台の蕎麦猪'1で、口縁部は輪花となる。焼継文字は「二□」と判読できようか。１９は器従に比して器尚の高

いタイプの碗で11縁部は端反となる。外面に楼閣と雲鶴文を描き、その間を文様で埋めており、いわゆる祥瑞手

の写しであろう。間台の周辺には「祥瑞造五郎太製」との銘がある。1911t紀前半以降の製IVIである。焼継文字

は「米五」。米はI洲査地が所在する米陛町を示す可能性も考えられる。２０は蛇ノＩＩｌ１Ｉｌ形高台の蕎麦猪|｣で、外面

には二十Iﾉﾘ孝の歳宗図と漢詩が描かれる。漢詩は「洞滴朔風寒瀬々竹敷竿須爽券舗出天意報平安」である。

焼継文字は高台|ﾉ1の銘の部分に朱書きで「、」が!|}:かれているのみである。２１は色絵碗で、１８仙紀中頃～後12に

製作されたものであろう。焼継文字は「木_lのみ判読できる。２２～33及び35は染付端反碗である。２２は、「乙津

かとや四匁」の焼継文字が判読できる。乙津は幕府領の港町乙津村であろう。２３は、瀬戸・美濃産の染付碗で、

焼継文字は「古川町佐藤入」。.Ili川''11.は米僅川の西に隣接する府|ﾉ1城内の町である。２４は、焼継文字「清｢'’

一□」。清ｍは地名を示すものかどうか不明である。２５の焼継文字は7と何じく「原ノ天のをや」である。２６

の焼継文字は、５と|『ilじく「牧小兵術」である。２７は焼継文字「花つる中蔵三匁」と判読できる。これを

記入する以前にも何らかの文字が書かれていたらしいが、判読できない。花つるは、府内藩領花津留村にあたる

と思われる。２８は焼継文字「よこふ源作右衛門入｣。よこふは臼杵藩領横尾村にあたる可能性が考えられる。

29は商台内に米:沸きで記号「○」のようなものがｉｊ}:かれている。３０は焼継文字「元'1１１．口術ＩＩｉｌ口拾匁」と判読

できる。元町は府内城南東城外に比定できる地瑞である。３１は、焼継文字「二口八」と判読できる。３２は､焼継

文字ｒｆ口新作」。３３は「今津留升次□〆」と判読できる焼継文字が書かれているが、白っぽく発色する

材料でかかれており、いわゆる「ガラス,'ﾅﾆ」の可能性も考えられる。今津WYは府内藩領今津留村に比定される。３５

は、焼継文字「はきわら御□」。はきわらは府内藩領萩原村に比定される。３４は肥前産染付の鉢で、内面の文

様の一部には墨弾き技法が川いられている。焼継文字は「か□し九」◎３６は1811t紀後半に比定される染付碗で、

見込にコンニャク印判によるｿj[弁花が描かれる。焼継文字は「□ろ八」。おそらく人名であろう。３７．３８はおそ
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第134図SKO17出土の焼継文字を有する陶磁器実測図９（１／３）

mEl／

頭
、

１０cｍ



らく端反碗の底部で,焼継文字は37は「「」町とら吉て」、３８は判読できなかった。３７は府内城内の町名を

表す可能性が高い。３９～46は染付広東碗である。。３９は焼継文字「はきわら□口七匁」。４０も「はき□□」

と判読でき、おそらく「はきわら」と思われる。４１は「おしの増次」、４２は「丁内魚屋」と判読される。丁

内は調査地が所在する米屋町内を示すものではないかと思われる。４３の焼継文字は「須(え)し」と判読でき、人

名の可能性がある。４４は墨普により書かれており、「あ(き）(え）□(匁）○」と読める可能性がある。４５の焼

継文字は、「伊野次二」である。伊野は臼杵藩領猪野村にあたる可能性が考えられる。４６は「片嶋四郎右衛門」

と判読できる。片嶋は延岡藩領片島村に比定できると考えられる。４７は蛇ノ目凹形高台の染付八角鉢で１９世紀前

半以降の所産である。見込に墨書があるが判読できない。４８は口縁部が輪花となる染付鉢で19世紀前半以降の製

品である。見込には墨書があり、「(片)(鴫）□□（壱)匁」と読める可能性がある。４９．５０は肥前染付鉢で、

同一種品である。焼継文字はそれぞれ異なり、４９が「今太五」、５０が「米屋町常右衛門」と読める。これらは、

焼継文字のない第117図54とも同一種のものである。５１は端反碗と考えられ、見込には塾弾きによる文様が描か

れる。焼継文字は「寸ケ小路漂吉に印｣。「寸ケ小路｣は府内城内の街路を指すものと思われるが不明である。

52は18世紀中頃～後半の肥前染付碗で、焼継文字は判読できない。５３は端反碗で、焼継文字は「天神丁□」。

天神丁は府内城内の天神町に比定できる。５５は肥前青磁染付鉢で、口縁内面に龍、見込に宝珠を描く。１８世紀後

半の製品であろう。焼継文字は「(か)〈仁兵衛」。かくは府内藩領賀来村に比定できる可能性がある。５６は幅

広の高台を有し、見込に芙蓉手の文様を描く染付鉢で、１９世紀前半以降のものであろう。焼継文字は、「ふたま

た三匁」。「ふたまた」は府内藩領永興村内に所在する二又にあたると考えられる。５４は蓋付きと推定される

染付鉢で、口縁部内面は露胎である。焼継文字は「はきわらとら蔵弐匁」である。５７は全面に瑠璃紬の掛か

る肥前磁器鉢で、口縁部は五弁の花状に開くものである。１９世紀前半～中頃の製品と推定される。焼継文字は「つ

もり□し」。津守は延岡藩領津守村に比定される。５８は端反碗の底部と推定され、「○」印に見える記号が朱

書きされる。５９は染付蓋物で１８世紀中頃～後半の所産であろう。焼継文字は「いの□」。「いの」は臼杵藩領猪

野村にあたる可能性がある｡６０．６１はおそらく端反碗の蓋である｡60は焼継文字｢はたの弐｣、６１は焼継文字｢津

森卯右衛門入」。「津森」は延岡藩領津守村に比定できる。６２は染付筒形碗で「悦」と読める焼継文字がある。

63は口縁部が玉縁状になる染付鉢で１８世紀末以降の製品であろう。焼継文字は「はきわら幸作二匁」。６４は、

八角鉢で、内面に染付、外面に赤絵を描く。１８世紀末～１９世紀前半の所産であろう。焼継文字は「高田岩□」。

｢高田｣は地名であるとすれば､乙津川と大野川にはさまれた輪中地域を指す近世の地域名にあたる可能性がある。

この地域は熊本藩領にあたり、熊本藩の領域支配機構である手永制のもとでは高田手永になる。65は染付瓶？で、

底部は露胎で三足がつく。底部に「竹長正光寺」と判読できる焼継文字が認められる。「竹長」は地名の可能

性があるが、該当するものは不明であった。あるいは、熊本藩領の竹中を誤記した可能性も考えられようか。６６

は染付筒形碗で18世紀末～19世紀前半の製品である。半分に割れた状態で出土し、完形に復元できた。焼継ぎは

施されていないが、内面に墨書が見られ、「ロノ原（六)兵衛イ」と判読できる。「ロノ原」については現地比

定はできなかった。６７は染付皿で、焼継文字は「坊村ワ」で、府内藩領六坊村に比定できる可能性がある。６８

は口縁部輪花の皿で、焼継文字は、保存状態が悪く不明である。１９世紀前半。６９．７０は同一種の皿で蛇ノ目凹形高

台である。焼継文字は、６９が「門田南吉九匁」、７０が、「門田南吉九」でほぼ同一である。同じ皿で、焼継

文字の無いものがl個体（第119図93）あり、他に復元が困難なため図示していない破片がl個体分以上ある。７１は見

込に鶴・菊・牡丹を描く染付皿である。焼継文字は「光さ口寺」で、府内城城下町の西南隅に位置する光西寺に比定

されよう。この資料については、見込みに圏線のみを描く、高台内が無文である、１６弁の菊文を描く、など「禁裏御

用品」の特徴を有するもので“、その伝来過程が注目される資料である。高台の内側が斜めにカットされており、１９

世紀前半～中頃のものと推定される。７２は志田西山窯産の皿で19世紀前半～中頃の製品である。焼継文字は判読でき

ない｡73は見込に鳥篭を描く染付皿で､柴田コレクションに類似した資料が見られ“､1670年～1690年代の製品である。

焼継文字は「佐五郎□」。７４は型打の皿で、焼継文字は判読できない。７５～78はいずれも志田西山窯産の皿である。
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第135図その他の遺構から出土した焼継文字を有する陶磁器実測図（１／３）
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75は墨弾き技法を用いて烏・雲の文様を内面全体に描くものである。焼継文字は「みのや」で屋号であろう。７６は焼

継文字「乙ちやや伊兵衛壱匁」。乙は、幕府領乙津を表しているとも考えられる。７７は染付の文様をふちどるよ

うにに赤・緑が上絵付けされている。焼継文字は「や」。７８は焼継文字「幸」。７９は染付薄手酒杯で、焼継文字は判

読できなかった。８０は１８世紀後半の染付碗で、焼継文字は「□(左)(衛)門」。８１は端反碗の底部で、焼継文字は「(津）

守□」で「津守」と書かれていた可能性が高い。８２は焼継文字「常町小地」。営町は調査地が所在した米屋町そ

のものを指す可能性が考えられる。８３は広東碗の底部で焼継文字は「米や町「」匁」。８４も広東碗の底部と推定され、

焼継文字は「柳町「」八右衛門」。柳町は城内西部にある町で、上柳町、中柳町、下柳町にわかれている。８５は陶

器土瓶の底部であり、焼継文字は底部に記されていたようであるが一端がわずかに残存するのみである。

他の遺構出土の焼継文字を有する陶磁器（第135図）

今回の調査においては、SKOl7以外の遺構や包含届からも焼継文字が記された陶磁器が24点出土している。こ

こでは便宜的にこれらの遺物を集成して紹介する。なお、遺構検出作業中に出土したものや、出土位置の記録で

きなかったもの（表面採集品）、試掘時に出土したものも含めている。

１はK-l区で出土した銅緑紬のかかる関西系陶器土瓶の蓋で、内面に「米や丁彦右衛門イ」の焼継文字が

ある。２はおそらく端反碗の蓋で､表面採集品である｡焼継文字はツマミ内に｢今津留」と書かれている。３はSKOO7

から出土したもので端反碗の蓋と推定され、焼継文字はツマミ内に「、」と記号状のものが書かれている。４は

明治時代の廃棄土坑SKOO5から出土した染付蓋物の蓋で、焼継文字は内面に書かれ、「米や彦「」」と判読で

きる。ｌと同じ内容を記述していた可能性が考えられる。５は白磁もしくは染付皿の無文部で､焼継文字は｢塩｣。

地名であるとすれば塩九升町が考えられる。６は染付碗の底部で、焼継文字は「六郎左衛門」と判読できようか。

７は薄手酒杯の底部で、焼継文字は「丁三十三」。８はSKOO7から出土した染付碗の底部で、焼継文字は判読

できない。９はSKOO9から出土した白磁碗の底部で焼継文字は「仲津□」と判読できる。「仲津」は府内藩領

中津留村にあたる可能性がある。１０は染付碗の底部で、焼継文字は「米や□□や」。米や町と書かれていた可

能性が考えられる。１１は染付碗の底部で焼継文字は「はん」。１２は染付碗の底部で焼継文字は「米や丁」。１３

は端反碗の底部で、焼継文字は「口衛□」。１４は端反碗の底部で焼継文字は「六ツ中山」か。１５は白磁碗で

焼継文字は「九メ」。１６は試掘時に出土した端反碗の底部で、焼継文字は「乙上左兵衛次」である。乙は幕府

領乙津を示すものかもしれない｡17はSKOO8出土の端反碗で､焼継文字は｢片島大国や五郎右衛門｣｡１８はSKO42

出土の肥前磁器端反碗で、焼継文字は「米や町木や」である。２０はSKOl7検出時に出土した広東碗の底部で、

焼継文字は判読できない｡２１は明治時代の土坑SKO26から出土した蛇ノ目凹形高台の蕎麦猪口で､焼継文字は「高

口五」もしくは「馬口五」。２２．２４はSKO70から出土したものである。２２は口縁部が波状となる八角鉢で蛇

ノ目凹形高台｡焼継文字は「上紺屋町今見や」。上紺屋町は府内城内西部笠和口付近に所在する町名にあたる。

24は蛇目凹形高台の染付鉢で、焼継文字は「米」が判読でき、米屋町を示す可能性がある。２３はSKO29から出土

した端反碗で、焼継文字は「□口茂右衛門一匁」である。

SKO29（第114図・第115図）

Ｋ－２区で検出された廃棄土坑でSKOl7を切って掘り込まれている。出土遺物中に瀬戸・美濃産の獅子文皿があ

り、1855年以降に位置づけられるが、明治4年頃以降に生産されるいわゆる「印判手」磁器を含んでいないため、

幕末から明治初めの時期に位置づけられる。

出土遺物（第136図）

１は灰白色の半透明紬がかかる肥前陶器の小坪で、１７世紀初頭から前半のものと推定される。周辺の遺構から

の混入品と見られる。内面に鉄分が付着しており、お歯黒用に使用された可能性がある。２～４は染付の丸碗

で、１８世紀末～19世紀前半の所産。５は褐紬の陶器端反碗である。６は瀬戸・美濃産染付獅子文皿で1855年以降
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第136図SKO29出土遺物実測図（１／４）

に比定される。７は18世紀後半の染付皿、８は染付端反碗である。９は陶器呉器手碗である。１０は白磁の御神酒

徳利で18世紀末以降のもの。１１は蛇ノ目凹形高台の染付皿で１９世紀前半以降に位置づけられる。１２は焼締陶器で

あるが、産地は不明なものである。１３は、滝州窯系の色絵皿で、い

わゆる呉須赤絵である。１７世紀前半の所産である。１４は焼塩壷で、

器形から17世紀後半以前のものと推定される。１５．１６は軒平瓦であ

る。１５は、府内城三の丸Ｄ類にあたる。１６は、瓦当が大きく、上端

部を面取りしており、唐草文の単位も多いことから中世に遡るもの

と思われる。

０

▲

4.0ｍ

3.0ｍ

SKO33（第137図、土層図：第21図）

J-l区の西壁沿いに存在する廃棄土坑であるが、試掘トレンチに

よってほとんど掘られてしまっており、断面で確認できるのみであ

る。SKO42を切って掘り込まれている。出土遺物から19世紀前半～

中頃の所産と思われる。

出土遺物（第138図）出土遺物（第138図）－－＝

１．２は染付碗の蓋で、１はおそらく端反碗の蓋である。３は外第137図SKO33平面・断面図（１／40）
面に蛸唐草を描く碗で、口縁部が無紬であることから蓋付きと思われる。４は18世紀後半～末に位置づけられる

染付丸碗である。５．６は染付の碗もしくは鉢であり、５は１９世紀前半以降、６は17世紀末～１８世紀初頭の製品

であろう。７．８は肥前陶器播鉢。９は、鉄紬の掛かる陶器で、水注であろうか。１０は関西系陶器土瓶で、赤褐

色の胎土に鉄紬が掛かる。

－１０８－
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第138図SKO33出土遺物実測図（１／４）
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SKO42（第139図、土層：第21図）

K-l区の調査区西壁沿いで検出された土坑で、SKO33に切られている。K-l区の調査区西壁沿いで検出された土坑で、SKO33に切られている。遺構の大半が調査区外にあると考えら

れるが、壁面の土層断面を見ると本来深さ1.2ｍ以上あり、大型の廃棄土坑であると考えられる。

出土遺物から、１９世紀前半以降に埋没したものと考えられる。

出土遺物（第140図～第142図）

１は肥前産染付仏飯器である。２は信楽系陶器の蓋で、白化粧を施

した後、銅緑紬をかけたものである。SKOl7で同一種のものが出土し

ている（第123図141）。３はおそらく端反碗の蓋であろう。４～６は

染付紅皿である。７．８．１１は18世紀代に位置づけられる、肥前産染

付碗である。９は外面に蛸唐草を描く染付蓋物で、１８世紀末～19世紀

前半。１０はいわゆるビラ掛けを施す萩焼の陶器碗。１２は18世紀中頃～

後半に位置づけられる肥前産の染付碗である。１３．１４は信楽系の陶器

碗である。１５は染付の瓶である。１６．１７．２０は端反碗である。２０につ

いては、同一種の碗と蓋がSKOO7からまとまって出土している。１８は

外面瑠璃紬の染付碗で、見込に手描きの五弁花､高台内に「大明年造」

の銘が認められる。なお､表面には金彩が施されていた痕跡がある。１７

世紀末～18世紀前半の所産であろう。１９は18世紀中頃～後半の染付碗

で見込に手描きの五弁花が認められる。２１は肥前陶器の呉器手碗であ

０１ｍ
－－

、

第139図SKO42平面・断面図（１／40）

－１０９－
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第140図SKO42出土遺物実測図１（１／４）
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第144図SKO70出土遺物実測図１（１／４）

４

「Ｉ

ｕ

７

０バラス

１暗褐色土近代の整地層

２暗茶褐色土

３暗茶褐色砂質土土
４暗茶褐色土(黄褐色粘土ブロックを含む）
５暗灰褐色砂質土(瓦片を多鉦に含む）
(掘返し後埋土SKO77）

６暗灰褐色粘質土

７暗茶褐色粘質土
８暗灰褐色粘質土

９黒褐色粘質土(炭化物を多量に含むきわめて軟質）
(SKO70）

０ １ｍ
－－

第143図SKO70・SKO77平面・土層断面図（１／40）

０

‐

1０

９

〃ド

SKO70・SKO77（第143図）

ＳKO７０．０７７はＥ－ｌ区西壁沿いで検出された方形の廃棄土坑で、長軸2.1ｍ、短軸0.7ｍ、深さ１．７ｍをはかる。

わずかに平面位置を異にして掘り返され、瓦や際を多く含む土が再び投棄されており（第143図４．５層）、こ

れをSKO77としている。いずれも19世紀前半～中頃の所産であろう。

1８
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第145図ＳＫＯ７０出土遺物実測図２（１／４）
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SKO70出土遺物（第144図・第145図）

１．２は端反碗の蓋である。３．４は染付紅猪口。５．８．１２は外面に「大坂新町お笹紅」と呉須で書かれた

碗で、「笹紅」の紅猪口である。６．７．１０は18世紀末～19世紀前半に比定される染付筒丸碗、１１は瀬戸・美濃

製の碗である。９は関西系陶器の土瓶、１８は無袖の陶器急須で清水焼であろう。底部に墨書があるが、判読でき

ない。１３は芙洋手の文様を描く染付皿で、高台内に「大明年製」銘がある。１４．１５は同一種と思われる、染付端

反碗である。１６は蛇ノ目凹形高台の皿で、口縁部は玉縁状になる。１７世紀末以降の製品であろう。１７は産地不明

の陶器鉢である。口縁部は成形後曲げて波状とし、外面を工具により削り、面取りしている。高台部以外には透

明紬が掛かるが、口縁端部のみ銅緑紬を掛ける。見込みには４箇所の目跡が残る。関西系陶器か。１９は萩焼の陶

器皿で、高台部以外に藁灰紬が掛かる。見込には５箇所の目跡がある。

２０は関西系陶器の行平である。２１は瓦質土器幌炉、２２は土師質の培焔である。２３は瓦質土器二重焼炉で中央の

筒状部分が24である。２５はこれとセットになる土師質のサナである。２６．２７は福岡産陶器揺鉢でいずれも19世紀

前半～中頃の所産である。28は関西系陶器の瓶で､荷台内に「中｣の墨書が認められる｡29は瓦質土器火鉢である。

この他、焼継文字を有する磁器が2点出土している。（第135図）。

SKO77出土遺物（第146図）

ｌは薄手酒杯である。図示できなかったが、内面には上絵付けにより文様と文字が描かれ、「演仁．豊出

店口円」と読める。２は瀬戸・美濃産の磁器碗である。３は染付碗で18世紀前半の製品。４は関西系陶器で鉢

と思われる。５は焼締陶器で、体部外面に「卜」の鯉普がある。

ロン

’厚ｼ’ =属望ここ三三Ｊ３ ﾆコーーゴﾀ゙
第146図SKO77出土遺物実測図（１／４）

二言F、‘〉
０１０ｃｍ
－－

【参考】表土層出土遺物・表採遺物

ｌは表土剥ぎ時に出土したもので、菊唐草文を描く清代の青花碗である。１７世紀後半代の製品である。２～６

は遺構検出時に出土したものである。４は土師質の急須で、側面に「７q｣の墨書がある。２．３．５．６は焼

締陶器の急須及びその蓋であり、清水焼ではないかと思われる。２は上面に｢嘉谷八桶｣、３は「可1」の墨書が、

６は底部に「福」の墨書がある。５は同一種と思われる資料がSKO70からも出土している（第144図）

電蕊
零
毛圭冨屍

、
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Ｉ 勢
鳶Z／ 下

第147図表土・表採遺物実測図（１／４）
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０

３２

ＳＫ１１８

土塁跡に掘り込まれた土坑であり、出土遺物から明治30年代以

降のものと判断される。１８世紀前半の製品とみられる染付大皿が

廃棄されていた。（第149図）これは口径35.6cmを測るもので、

内面に窓状の文様が描かれていることから、色絵の素地と考えら

れるものである。

▲
Ｅ

ＳＫＯＯ３

１－１区で検出された廃棄土坑である。出土遺物に明治１０年代以

降に比定される型紙摺による染付が含まれているものである。

－－－，

』

Ｆ

ＳＫＯＯ５

１－２区で検出された廃棄土坑である。出土遺物に明治４年以降

に比定される型紙摺による染付が含まれているものである。 Ｇ

ＳＫＯ２６

Ｊ－２区で検出された廃棄土坑である。銅板転写技法により施文

された染付が出土しており､明治30年代以降のものと判断される。

１７世紀の遺構であるSKO92を切っており、１７世紀代に比定される

遺物が多数出土した。

○
へ
し

□八１－Ｊ ３０５Ｃ

④近代以降の遺構（第148図）

今回の発掘調査では、明治以降と判断される遺構については、

発掘調査の対象としていない。このため撹乱として取り扱ったも

のが多く、詳細な実測図の作成は原則として行っていない。

Ｏ
剛

、
。
○
ｓ

SKOO3

○・壱r'|割Ｌ－－
Ｐ，｣_三

試
掘
ト
レ
ン
チ

Ｋ

ＳＦ１１９

溝内に直方体状に加工した凝灰岩を敷いたもので、建物の基礎

と考えられる。出土遺物が皆無であったが、遺構は土塁が所在し

た位置にちょうどおさまるように築造されていることから、明治

中期に土塁が削平されてから後に作られたものと考えられる。現

存する周辺の住宅の中にも、その敷地がちょうど土塁比定地の範

囲内におさまるものが認められる。

Ｌ

Ｍ

□ ０

ＳＦ１２０

断面方形の溝に砂・円喋を敷き詰め、さらに三和土状の土を充

填して築造した建物基礎と考えられる遺構である。下層の砂喋中

から出土した遺物に明治時代の型紙摺による染付が含まれてお

り、明治４年以降に築造されたものとみられる。

Ｎ

第148図近代以降の遺構・撹乱配置図（1/200）

５ｍ０

－１１５－
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第149図SK118出土遺物実測図（１／４）

(2)価脇塁’中世大友城下町跡第３次綱盃」『人分市埋蔵文化財調査年報１．o1.91997年度』大分市教育委興会l998なお、

この調査の本報告書は、2003年３jjに刊行予定である。

(3)森本朝子氏のご教示による。

(4)１号井戸出土資料がこれにあたる。ｒ鶴崎御茶騰跡』大分県教育委興会2002

(5)『府内城三ノ丸遺跡』大分県教育委興会１９９３１７世紀前半～後半に比定される土坑SK32から出土している。報告

新の７１f円寛氏は「非ロクロ（手狸ね）成形b類_ｌとしたもので、１７世紀～1811t紀ｉｉｉ頃にかけて西日本地域で盛行する

ものである。

(6)府内城三ノ丸北口跡二重樵ＳＢｌ周辺でIIilじ文様の凡が出土している。『府内城三ノル化'.Ｉ跡』大分県教育委員会1996

(7)佐藤竜馬「瀬戸内沿岸地域からみた,淵岐の焔賂」『IJLl国と周辺の土器-陪賂の生産と流通‘：徳島城下町研究会200l

なお、佐藤氏は大原系・伽慨系に、岡本系（'約|'災）、東広島系（安芸）、佐野系（II1il防）を川|えて「瀬戸内系陪賂」

として把握することを提唱した。本盗料については、第３ｕＩｘｌ国徳島城下町研究会においてIlf冊寛氏を通じて佐藤氏

に実兄していただき、ご教示いただいた。

(8)小林克「オランダからきたクレイハイプ」『雌る江戸』江戸遺跡研究会編１９９１

小林克「クレイパイプ」『図説江戸考・IIr学研究事典』江戸遺跡研究会編2001柏＃腸

(9)岩崎均史「出島和蘭商館跡出土のクレーパイプについて，『国指定史跡出島和lMli商館跡ｆ長崎市教育委員会2000

註

（１）

（２）

大橋康二氏による5期区分による。人怖↓|《二「九州陶磁概論」『九州陶磁の糊年』九州陶磁学会200Ｃ

尚胤豊｢中世大友城下町跡第３次洲炎」『大分市埋蔵文化財調査年報１．o1.91997年度j大分市教育委園

1１６－



岩崎均史氏は出島和蘭商館跡から出土したクレイパイプにみられるヒールマークの分類を行っており、126種が確

認された。このうち本資料と同じと思われる「海馬（王冠付）」は２個確認されており、l8c初（1701～1735年）な

いしl8c中（1734～1775年）に位置づけられている。ただし、この文献中に写真等が掲赦されていなかったのと、そ

の他の掲赦文献の検索が未だ不十分なため、本資料が同様のものかどうかの確認は今のところできていない。

(１０）『柴川コレクション展』（Ⅱ）佐賀県立九州陶磁文化館1991に掲救された、714染付陽刻鶴文鶴形小皿（1680～1710

年代）もしくは716染付陽刻鶴文鶴形小皿（1690～1720年代）に極めて類似している。

(１１）遺跡都立学校遺跡調査会『本郷元町Ⅲ』１９９９

３３号遺構出土遺物がこれにあたる。吉田寛氏よりご教示いただいた。

⑫大橋康二氏よI)ご教示いただいた。なお、同様の人形については、大英博物館所蔵品があるとのことである。

⑬吉冊寛「Ｖ付篇と考察」前掲註5文献所収。

Ｍ前掲註１３

(１５１『柴111コレクション』（Ⅳ）佐賀県立九州陶磁文化館１９９５に掲赦された、284染付烏文捻輪花大皿（1760～１７８０

年代）がこれにあたる。

(lｏ柴田コレクションに類品が見られる。前掲註１０文献中の420染付鳳風唐草菊花文台皿がこれにあたり、内面の文

様は異なるが、体部外面の文様や台部の文様は共通する。製作年代は、1670～1690年代とされる。

(17）2000年７月の第２回徳島城下町研究会において、源内焼や眠平焼を実見し、また本資料も持参して参加者に見ていた

だいたが確定できなかった。

『四国・淡路の陶磁器一生産と流通一〔発表要旨〕』徳島大学総合科学部歴史学研究室・考古フォーラムくらもと２０００

(ｌ３堀内秀樹「江戸遺跡出土の清朝陶磁_Ｉ『貿易陶磁研究』ｌ９１９９９

堀内秀樹「輸入された中国陶磁」『図説江戸考古学研究事典』江戸遺跡研究会編2001柏書房

(192000年７月の第２回徳島城下町研究会において、徳島県内の資料を実見でき、さらに日下正剛氏よりご教示いただい

た。前掲註17文献。

⑳地名、寺院名の現地比定においては以下の文献を参考にした。

ａ「江戸時代後期の村々と主要交通路」『大分市史中巻』付図Ⅲ大分市史編纂委員会l987

b「府内城下の復原図」『大分市史中巻』付図Ⅳ大分市史編纂委員会l987

c竹内理三編『角川日本地名大辞典４４大分県」l980角川書店

ｄ中野幡能監修『日本歴史地名体系４５大分県の地名』1995平凡社

(21）吉川寛氏のご教示による。また、以下の参考文献もご教示いただいた。

愛知県陶磁資料館『煎茶とやきもの』２０００

大橋康二「明末・清代における中国福建省徳化窯系磁器について」『研究紀要』第２号大阪市文化財協会1999

(22）吉田寛氏の指摘を受け、大橋康二氏に確認していただいた。なお、光西寺は、近世以降真宗大谷派に属していた。

大橋康二「柴田コレクションパートⅧ展一禁裏御用の古伊万里発見-」『小さな雷』No412創樹社美術出版2002

(23）『柴冊コレクション展』（Ⅱ）佐賀県立九州陶磁文化館１９９１に掲戦された、382染付濡縁烏龍文皿（1670～1690

年代）に図柄が類似しているが、本資料では濡縁が描かれておらず、烏髄が傾いて鳥が飛び立っているような表現に

なっているものとみられる。

“前掲註１９と同じ。

(251前掲註5文献。

(２３由原八幡宮の祭礼市である「浜の市」の名物で、着せ替え遊びに使われたらしい。現在も大分市の民芸品である。

豊田寛三「第二章大給府内藩の成り立ちと城下町府内」『大分市史中巻』大分市史編纂委貝会１９８７
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第３章まとめ

中世の遺構と遺物

戦国時代の２条の溝SD201・SD203については何らかの区画溝と考えられるものの、具体的な機能については

明らかにできなかった。「府内古図」に基づく復元によれば､付近には｢臼杵悪六屋敷｣が比定されるが(第２図)、

これとの関連については不明である｡いずれにしても中世府内町と域外との境界付近に当たっており､｢さかい寺」

と判読できる墨書土器が出土していることもそうした位置と関連があるかもしれない。

溝の主軸方向はN－６°-Eであり、これは府内町において１５世紀後半に出現し、１６世紀前葉以降に盛行すると考

えられる基本地割の方向N-4o-E(')にやや近いものの、一致しない。これよりも古いと考えられる基本地割N-lOo

-E(2)とは明らかに異なる。また、近世府内城の基本地割はほぼ真南北方向であることから、これも異なっており、

いずれの基本地割とも一致しなかった。

出土遺物については、掘り返しを伴う溝出土資料であるため遺物の一括性に問題があり、１６世紀後半～末に位

置づけられる遺物も多く含まれている。しかし、墨書を有するもの（第１l図１～３）をはじめとする塩地編年１

期(3)に位置づけられる京都系土師器や､京都系土師器導入期に近いと考えられる一層古相なもの（第１l図15,第１９

図９．１１)が存在する｡ロクロ成形の土師器には､京都系土師器と類似した胎土を有するものが多くみられるほか、

在地的な赤色系の胎土を有するものについても口縁部がやや外反気味となり、強いヨコナデを施すものが多数見

られる。これらのロクロ成形土師器は、その胎土や調整あるいは器形の一部といった部分的な属性において京都

系土師器のそれと通じる部分があり､模倣もしくは何らかの技術的交流があることを示唆するものと考えられる。

従って、これらのロクロ成形土師器については京都系土師器出現以降に位置づけられる可能性が高いものと考え

られる。

以上のことから、SD201・SD203に伴う資料のうち最も古い一群は京都系土師器出現期ないし京都系土師器塩

地編年１期に併行する時期の資料である可能性が高いと思われる。従って、京都系土師器が豊後府内に導入され

た時期を１６世紀第２四半期であるとすれば(4)、それとほぼ同じ時期、もしくはやや新しい時期に溝が掘削された

可能性が高いと考えられる。

SD201・SD203以前に遡る遺構としては時期不明の溝SD202があるが、それ以外に遺構は全く検出されていな

い。従って、中世府内町の北端付近にあたる調査地周辺においては、SD201・SD203が掘削される１６世紀第２四

半期頃になってようやく調査地付近まで開発が及んだ、換言すれば府内町が拡張されたと言うことができるので

は無かろうか。

近世１期の遺構と遺物

府内城外曲輪土塁については、すでに平成9年度に行われた試掘調査の際に、明治以降の著しい削平にもかか

わらず基底部が残存していることが確認されていたが、今回の調査で、調査区の南端部分において南北幅約14ｍ

にわたって面的に検出することができた。『慶長十年府内絵図』によれば、府内城外曲輪土塁は「敷八間高二

間並松高六間半」の規模とされる(5)。これをメートル法に換算すると土塁の基底幅はおよそ16ｍとなり、外堀

側である南側が削平されている可能性を考慮すれば、絵図の記録とほぼ矛盾無いものと考えられる。土塁は府内

城築城時の整地層上に積み上げられており、これは府内城建設の際、城下町の整地後に土塁を築造したことを明

確に示している(6)。

近世１期の遺構は、近世2期以降の遺構に切られているためもあって少数しか残されていない。この中でSXO38

は17世紀前半の石組み遺構であるが､その主軸方向が現存する府内城下町地割方向とやや異なるN-lOo-Eであり、

また、先述した戦国時代の溝状遺構、SD201・SD203とも異なっている。

－１１８－



近世２期の遺構と遺物

近世２期（1711t紀末～１８世紀末）になると４基の井戸をはじめ、火災処理土坑と考えられるものを含む大型の

廃棄土坑が多数つくられている。

当該期は、府内城城下町の歴史のなかでも地震や火災が１:il次いだ時代であり、調査地の所在する米屋町におい

ても寛保の大火をはじめ被害を被ったⅡj,能性のある災害がいくつか兄出される。（節１表）この時期にI鮒する井

戸が４基もあること、火災処理士坑SKO44やその可能性があるSKOl8をはじめ、瓦を多ｌｌｔに含む大規模な廃棄士

坑が複数見られることなどもこうした歴史的背景を反映している可能性がある。

寛保３年の大火については第１章でも触れたように城下の大半を焼き尽くす火災霧であり、これによる被災の

痕跡が城下町内で広く見出されることが予想される。寛保３年の大火に比定される賓料としては、既に府内城二

の丸遺跡の報ilf1Ifにおいて吉Ⅱl寛氏により検討が加えられ、ＳＫ１４・SK15出土盗料がこれにあたる可能性が商い

と指摘されている(7)。

それによればＳＫｌ４・SKl5の資料は①16111:紀からl71Ik紀前半代の''11玉|製品の伝lIMiI，②1630～1650年代の肥|ｉｉｉ

陶磁器の伝'1Ｗ!、③1660年代～1680年代の肥前陶磁器を主体とする製品、④1690年代～1740年代の肥前陶磁器を

主体とする製IWIに分類される。このうち④には京焼と考えられる盗料が含まれている。

今回検出された近世2期に属する盗料のうち、火災処理士坑の可能性があるSKOl8・SKO44及び火災処理土坑で

はないがSKlO5Il}士盗料を取り上げて比較を試みた。その際、遺物の産地別の陶磁器組成表を作成したが、作成

にあたっては１１縁部および底部が存在する全資料についてカウントを行った。休部のみの破片は除外している。

また、接合して１個に復元された破片については１個としてカウントしている。IIjl-個体の可能性が考えられる

ものも多くあるが、識別して別にカウントすることは行わなかった。

以上の３遺櫛についてそれらの出土遺物組成をまとめると以下のようになる。

SKOl8肥前陶器の呉器手碗、二彩手の鉢・壷等が多数出土しており肥前陶器は58％を占め、肥前磁器よりも多

い。肥前磁器はl711l菖紀後半に製作されたものと17.11t紀末～17'１０年代までに位置づけられるものとが存在する。京

焼をはじめとする関西系陶器は信楽系壷のIlliil部破片がわずかに兄られるのみである。

ＳＫＯ１８

(283点）

SKO44

(142点）

ＳＫ１０５

(183点）

中国磁器１％肥前磁器399ｔ
肥前陶器(含福岡
系)58％ 備前･堺･丹波陶器

２％

’

身匙’

､

|齢JⅢ…ふ邸
｜｜■

濃陶器５％

第150図近世２期各遺構出土陶磁器産地別組成
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120

い町であり、城外から持ち込まれる物

産を買い入れる商家が多く所在した。

18世紀中葉、宝暦3年（1753年）の米

屋町には「計屋」３軒をはじめ、穀物

仲買11軒などが所在した('１)。なお、「計

屋」とは、周辺村落で生産された豊後

特産の「七島蘭」や穀物を扱う府内藩

を代表する問屋商人である。

府内城下町は府内藩領のなかでも東

に偏していたことから、米屋町など府

内城下町の東口（塩九升口）付近の町

は、後背地としての府内藩領村落が少

ないというハンディがあり、加えて鶴
大分市史中巻第37表より作成

SKO44肥前磁器は17世紀末～18世紀前半ないし18世紀中葉に位置づけられるものがほとんどで、全体の過半数

を占める。肥前陶器の碗・皿は少数である。信楽焼、京焼を含む関西系の陶器が一定量を占める。

SKlO5肥前磁器は筒形碗､青磁染付碗蓋、染付小広東碗など18世紀中頃～後半に位置づけられるものが含まれ、

肥前陶器の碗・皿は少数である。京焼を含む関西系の陶器および瀬戸・美濃産の陶器が出土しており、前者は一

定鼓を占める。

SKOl8出土資料は府内城三の丸SKl4・SKl5出土資料①～④とよく類似するが、京焼等の関西系陶器をほとん

ど含まない点、肥前系陶器が多数を占める点においてより古い要素が強いように思われる。SKO44の資料は府内

城三の丸SKl4・SKl5出土資料のうち①～③が全くないが､④と比較するならば､これに近い内容であるといえる。

ただ､SKO44出土資料の中には1740年代よりも新しく位置づけられる可能性がある資料（第65図３６．３９～41，第６６

図４３．４４．４６）が存在することにも注意を払う必要がある。一方SKlO5資料は青磁染付碗蓋や染付筒形碗、小広

東碗を含む点で明らかにSKO44よりも新しい要素の強いものということができる。

ところで､当該期における調査地周辺が被災した可能性のある火災としては寛保の大火の他にも､宝暦6年(１７５６

年）及び宝暦9年（1759年）の火災がある。特に宝暦6年の火災においては米屋町の中で24軒が類焼していること

が記録されている。米屋町の中にあっても調査地がこの被災範囲に該当しているかどうかは不明であるが、この

火災により被災している可能性はあるといえる。この他、明和8年（1771年）の大火によっても被災している可

能性があるが、年代的に新しいため青磁染付碗や染付筒形碗が登場するなど陶磁器の組成が異なっている可能性

が高く、SKlO5のような組成が考えられる。

以上のようなことから、SKO44資料は寛保の大火に比定できる可能性があるものの、宝暦6年の火災にも比定

できる可能性もあると判断される。SKOl8については寛保の大火に比定できる可能性もあるが、より古い時期に

位世づけられる可能性も捨てきれない。寛保の大火以前に遡る米屋町が被災した可能性がある災害としては、宝

永の大地震（1704年）がある(8)。しかしこの地震による町屋における被災状況は不明であり、これに比定できる

かどうかは明らかでない。

近世2期の遺構からは、SKOl8出土の柿右衛門様式の色絵生地、SKO44出土の青磁鉢、色絵生地の菊皿、クレイ

パイプ、SKO56出土の柿右衛門人形等、上手の陶磁器や稀少品が出土している。クレイパイプについては、長崎

市の出島オランダ商館跡(9'で多量に出土しており、江戸遺跡でも出土している('01・府内城下町においては初の出

土例であり、長崎との商取引等で入手した可能性が想定される。

本調査地点がある米屋町は、城下町

東南の入り口である塩九升口に最も近第’表府内城下における近世の火災記録（'００件以上焼失のもの）
１元禄７(1694)11.1 雨田T上しl隈火_･鶴生町鋤１０田T‐蜜勘232-

２正隠元(1711)3.21 と戸主f旦圭衰剛0ｋ憾牛１ＲＲ韓蜜４８－

３享保19(1734)1.14

堀川町松本与七郎土蔵出火､町数24､家6.8､倉13､死
人9(頃6.女3)_城内酒井七兵衛屋敷類焼。

４元文元(1736)7.22

火元中上市町岩田屋善三郎納屋､7町､家数111(本家
89-裏家2､こぽち家2､空家1、納屋8､馬屋9)。

５寛保3(1743)4.7

火元下柳町市兵衛宅､焼失､本丸･天守はじめ城内大
半.町42.家数1.079.外士戯37､死人3、馬1．

６宝暦6(1756)閏11.27 火元後小路町､４ 町109軒の

７宝暦9(1759)9.29
火元萩原村孫兵
14)_外に納屋8、

噺納屋､4町142軒(内こぽち家4､裏屋
醒23。

８明和８ 1771)2．２ 火元 弓柳町詔i六一２７町‐家606-ナ耐'5．納屋67、馬屋

９安永８1779)1.29 火元一辰柳町利兵衛－１００余軒、

１０ 天明4(1784)12.1

西新町下駄屋平兵衛､家中77(内寺2)､家6.1、土蔵14、
納烏60‐罵犀ａ堂２宝1‘、

1１ 寛政3(1791)1.2 古川町与六、３町､家３5-納屋1、室1、土蔵13。

1２ 寛政3(1791)12.19

竹町要助納屋(上柳町段六宅)16町､家301、土蔽4､納
犀43_室2-空届３－馬屋＆死人1。

1３ 享和元(1801)12.15～1６

日
刊
曜
口
Ｆ
周
凹

#家町彦松納屋､勢家､沖ﾉ浜､船頭家114､畷･納厘
8-土蔵19_社寺3．

1４ 文 3７ 1810)12.15 弓柳町垂代治一三の丸へ飛火．１８７軒、

1５ 文 3９ 1812)12,19 2元沖ノ浜町一町犀133‐柑号士足軽4‘，

1６ 文 剛0(1827)11.11 ヨ関原出火‐241軒へ

1７ 天 R９ 1838)12.23
４
口E石出火一勢濠一駄原一屡霊647-寺2Ｊ記１－士睡199。



崎・乙津など他藩領の在町にも近いことからこれらとの競争も余儀なくされた。このため「計屋」に代表される

商家の経営環境は西口（笠和口）に比べ不利であったようで、「計屋」は城内西端の笠和口付近に集中していた

ようである('2'。しかし、今回の調査で出土した遺物からみると、先述したような上手のものや稀少なものを所有

しうる商家が調査地内に立地していたことを推定することがﾛj能である。今後、文献あるいは絵図による研究に

より当該期の居住者等が解明されることを期待したい。

近世３期の遺構と遺物

近世３期には、今回の調査で唯一となった建物基礎遺構SFO73が検出されている。建物に伴う井戸は今回の調

査区内では検出されていない。この時期には多数の廃棄士坑が造られており、焼継ぎされた陶磁器が多数出土し

たSKOl7をはじめSKO29、SKO33、SKO42等は士塁の裾部分を浸食する形で掘り込まれている。明確な火災処理土

坑は検出されておらず、文献上調査地付近が被災した火災が知られていない点と一致している。

出土遺物について、特に注目されるものはSKOl7出土の焼継ぎを有する陶磁器群であるが、これについては第

４章で若干詳述したい。焼継ぎについては、江戸においては寛政年間から見られるとされるが(脚、今回の調査区

において焼継陶磁器が出土している遺構はいずれも端反碗を含む1820年代以降に比定される遺構である。今回の

調査を含め、府内城・城下町において端反碗出現以前の遺構から焼継陶磁器が出土した例は知られておらず、当

地においていつ頃から焼継が開始されたのかは依然として不明である。

ところで、この時期には磁器の生産が肥前以外の各地で行われるようになる。とりわけ瀬戸・美濃では大鼓生

産され、肥前磁器を次第に脅かすようにまでなったことが指摘されている。府内城城下町においても、府内城三

の丸遺跡ではSK33、SK34でまとまって出土しており、全体では碗の2割程度を占めると推定されている。しかし

今回の調査において瀬戸・美濃産の磁器はSKOl7、SKO42、ＳKO７０．０７７で出土してはいるがきわめて少数であり、

出土した磁器碗の数％以下と考えられる。従って、府内城三の九における瀬戸・美濃産磁器のあり方が、府内城

城下町全般の傾向であるかどうかは今後比較対照資料の増加を待つ必要があると考えられる。府内城三の丸遺跡

SK33、SK34は、府内藩家老木村家の屋敷地内であり、参勤により江戸を往復していた上級武士であったことを

考慮すると、やや特異なあり方であるかもしれない。

おわりに

今回の調査は、町屋の短冊形地割のうち、当時の道路に近い部分以外をトレンチ状に発掘調査したものである

ということができる。先にもふれたように調査区の南部には府内城外ＩＭＩ輪士塁がそびえていたのであり、「敷八

間高さ二間、並松高六間半」を考慮すると、士塁付近は日当たり・風通し等が悪かったものと考えられる。この

ように居住地として不適な部分であったため、建物や井戸は調査区の北端部付近でしか検出されず、士塁に近い

部分は主としてゴミ穴がつくられる裏庭であったことが推定される。

近世特に１８．１９世紀については、府内藩記録をはじめとする文献資料や絵図の梢査により本調査地が所在する

米屋町の具体的な居住者や町の具体的な状況、またその変遷が追える可能性が高いと考えられる。付編で検討し

た焼継文字の中にも米屋町内に所在した屋号が複数認められ、その糸口が見いだせるように思われる。また、明

治期の地籍図からの遡及的な検討も可能かもしれない。しかしながら、いずれも今回の報告では報告者の力不足

により果たすことができなかった。また、遺構・遺物の報告についても、主要遺櫛の陶磁器のみ図示するにとど

まり、特に鉄製品を主体とする金属遺物や食物残津等の自然遺物についてはほとんど提示することができなかっ

た。

以上のようにまことに不十分ではあるが、これをもって府内城・城下町跡第'２次調査の正式報告とする。残さ

れた多くの課題については今後の府内城城下町における発掘調査・報告及び報告者が行う業務内外の研究活動で

補いたいと考えるものである。

1２１
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第４章付篇

付篇１府内城城下町跡第１２次調査で出土した焼継文字資料について

はじめに

第２章で紹介したように、今回の発掘調査では焼継ぎが施された陶磁器が多数出土している。これらのうち

の大部分は19世紀の廃棄土坑SKOl7に大量に廃棄されていた陶磁器類に含まれていたものであった。焼継ぎさ

れた陶磁器の中には底部・高台内等に朱書あるいは墨書により文字や数字、あるいは記号等が書かれているも

のが多数認められるが、こうした焼継ぎを有する陶磁器に書かれた文字等について、ここでは「焼継文字」と

呼称して記述を進める。基本的認識として、焼継文字は焼継ぎを行った業者が、修理を行った後確実に持ち主

へ戻すことを目的として記したものであるとの説(')に従うこととする。

今回の発掘調査の結果、SKOl7からは85点、その他の遺構から出土したものを含めると調査区全体で109点

の焼継文字資料が出土した。これは、一遺構、一調査地点での出土量としては府内城城下町の調査で例を見な

いものであり、管見の限りでは全国的にも例が無いようである。そ

こで、ここではこれらの資料について今少し検討を加えてみたい。第２表焼継ぎを有する陶磁器の占有率
土Ｒ端１－上納ス桧鍛昂野趣、トレ垂21-へ０１テSKO17２組成に占める焼継資料の比率について

今回の調査では、SKOl7をはじめとして１９世紀前半以降に位置づ

けられる各遺構において、焼継が施された陶磁器が出土している。

これら各遺構における出土点数及びその組成における比率はどうで

あろうか｡SKOl7以外の遺構については､１８世紀代の遺構と切り合っ

ていて、資料の一括性に問題があったり、遺物点数が少ないなど、

比較資料として必ずしも適当ではないが、SKOO7、SKO42、SKO70．

077について調べた(2)。（第２表）

SKOl7では1044点中244点（23.4％）の陶磁器に焼継ぎが認めら

れる｡同時期の遺構についてみるとSKOO7では595点中12点(2.0％)、

SKO42では336点中7点(2.1％）、ＳKO70.077ではやや多く152点中１０

点（6.6％）であった。比較の結果、SKOl7では焼継ぎを有する陶

磁器の出土点数・出土比率ともに突出して多いことがわかる。

３焼継ぎされた陶磁器について

焼継ぎされた陶磁器のうち圧倒的多数は磁器であり、SKOl7では

点数 うち焼継あり割合(％）

陶器 188 1８ 9.6％

磁器 856 226 26.4％

合計 1044 244 234％

SKOO7

点数 うち焼継あり 割合(％）
陶器 270 １ 0.4％

磁器 325 1１ 3.4％

合計 595 1２ 2.0％

SKO42

点数 うち焼継あり 割合(％）
陶器 160 ０

磁器 1７６ ７ 4.0％

合計 336 ７ 2.116

SKO70･SKO77

点数 うち焼継あり 割合(％）
陶 器 6１ １ 1.6％

磁 器 9１ ９ 9.9％

合 汁 1５２ 1０ 6.6％

焼継ぎされた陶磁器のうち圧倒的多数は磁器であり、SKOl7では244点中の226点を占める。しかし陶器も少

数ながら焼継ぎされており、１８点存在する。但し、陶器は土瓶と鉢のみで、播鉢や壷・翌類は焼継ぎされてい

ない。

SKOl7から出土した焼継を有する陶磁器は、染付碗では端反碗が主体を占め広東碗がこれに次ぐ比率となっ

ている。染付皿では、蛇ノ目凹形高台を有するものや志田西山窯産のものが多くを占めている。また、いわゆ

る薄手酒盃も多数出土している。SKOl7については、出土遺物に端反碗が多数含まれ、瀬戸・美濃産染付獅子

文皿が出土したSKO29に切られていることから、１９世紀中頃までに埋め戻されたものと推定される。SKOl7か

ら出土した焼継を有する陶磁器の組成は、この遺構の埋没年代をそのまま反映しており、１９世紀前半以降に生

産された製品が主体を占める。しかしながら、１８世紀前半以前に生産されたものも少数ながら含まれており、

最も古いものは17世紀の後半に生産されたものである。１８世紀前半以前に生産された焼継を有する資料は

４点を数え、これらは少なくともlOO～150年以上伝世され、破損して焼継ぎが施された後、廃棄されたと判断

される。
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番号

１

２

３

４

５

８

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1８

1７

1８

1９

2０

２１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4２

4３

4４

番号

つ
●

焼繕文字

みとや

門田は

来(迎)寺

牧小兵衛

野

原ノ天のをや
つ
日

へつきおかや

(波)田氏弐匁
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、理２百口巴弓６
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(善)巧寺
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二｢」
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｢、」

木

乙津加とや

四匁力

古川丁
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原ノ天のをや
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花つる中厩

三匁力
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源作右衛門入
つ
●

元町口衛門

口捨匁

ニロ八

子ロロ新作

今津留升次

ロロメ
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はきわら御□

□ろ八

て
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●
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セツ

はきロロ

おしの増次

Ｔ内魚屋

須(え)し

あ〔き)(え）□

(匁）○

焼紐文字

地名塞配

門田

来(迎)寺

枚

原

へつき

(善)巧寺

東新町

山津

なり松

米
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古川Ｔ

清田？

原

枚

花つる

よこふ

元町

今津留
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｢｣町
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Ｔ内
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１

２
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５
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７

８

９
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臼杵璃領門田村

来迎寺(府内城外）

府内藩領牧村

幕府領原村

臼杵藩領戸次市村

府内城内善巧寺

府内城外東断町

延岡藩領山津村

延岡落成松村

府内城内米屋町？

幕府領Ｚ津村

府内城内古川町

幕府領原村

府内藩領牧村

府内藩領花津囲村

臼杵藩領横尾村？

府内城外元町

府内璃領今津留村

府内落額萩原村

府内城内or城外？

府内藩領萩原村

府内蒋領萩原村

延岡箔領鴛野村

府内櫨内米屋町？

幕末における比定地

府内城内米屋町

府内箔銅今津留村

府内壌内米屋町

府内藩領中津留村

府内城内米屋町

府内櫨内米屋町
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番号 焼継文字

451伊野次二

4‘|，
片嶋

四郎右衛門

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5８

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

8５

つ
●

(片X喝）

□□(壱)匁

今太五

米国町

常右衛門

､』７咽､広日諏画

に印
ｐつ
●

天神(町）□
はきわらとら

蔵弐匁

(か)〈仁兵衛

ふたまた

三匁

つもり□し

○

いの□

はたのロ

津森卯右衛門

入

悦

はきわら幸作
ニロ

高田岩力

竹長正光寺

"Ｉ
ロノ原

(六)兵衛イ

871
6８

｢｣(坊)村ワ
つ
●

691門田荷 吉九ツ’

7０１門田 有吉九’
7１

7２

7３

7４

7５

7８

7７

7８

7９

8０

8１

8２

8３

8４

8５

光さ口寺
つ
■

佐五郎「」
つ
ａ

みのや

乙ちやや

伊兵衛壱ツ

｢｣や

幸
つ
●

□(左)(衛)門

(津)守ロロ

富町小地

米や町

『」匁

柳町

｢｣八右衛門
つ
●

番号 焼融文字

1４

1５

1６

1７

六シ中山

(九)メ

乙上左次

片＆大図や

五郎右衛門

地名表龍 幕宋における比室蝋

伊野 臼杵藩領猪野村

片亀 砥岡璃領片島村

(片X喝〉 延岡藩領片島村

米屋町 府内壌内米屋町

寸ケ小路 府内城内の通称地名？

天神(町） 府内糎内天神町

はきわら 府内藩領萩原村

(か)＜ 府内藩領貿来村

ふたまた 府内藩領永興村二又

つもり 垂因襲観津守村

いの 臼杵藩領猪野村

津森 延岡珊領津守村

はきわら 府内箔萩原村

高田？

竹長？

ロノ原

｢｣(坊〕村 府内藩領六坊村？

門田 臼杵藩領門田村

門田 臼杵藩領門田村

光さロ寺 府内城内光西寺

乙 幕府領乙津？

(津)守 延岡藩領津守村

ロ町 府内城内◎r城外？

米や町 府内城内米屋町

府内城内上柳町中柳
柳町 町下柳町

地塞尭顕 幕末における比定地

乙 葛府祖Ｚ津？

片島 垂国璽麺片島村

1８ 米や 町木や 米や町Ｉ府内壌内米屋町

1９

2０

2１

2２

2３

2４

米屋町堺歴歴右
衝門

つ
●

寓力風力ロ五

上紺屋町今見や

「」茂右衛門
一匁

米

米屋町 府内滅内米屋町

上鐘屋町 府内雄内上紺屋町

米 府内域内米屋町？
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第151図焼継文字にみられる地名の比定地１：府内城内および隣接地（１／10000）
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第152図焼継文字にみられる地名の比定地２：府内城外（１／180000）
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４焼継文字について

ほとんどは朱書きによるもので（109点中103点）、通常は底部（高台内）に書かれている。小型の小坪の中に

は高台外の体部外面にも朱書きされたものがみられる。(第126図８：ただし判読不能)墨書を有するものはSKOl7

出土品中に６点みられる。このうち第126図17は高台内に朱書きと共に併記されているもので、他は内面に記さ

れている。第130図66については焼継の痕跡が全く無く、厳密にはこれを「焼継文字」の範鴫に入れることを鍔

曙するもので、他の焼継文字資料と同列に扱ってよいかどうかは問題があるかもしれない。

このほか、文字が朱でも墨書でもなく、白っぽく発色しているものが１点みられるが（第127図33）、どのよう

な材料によるものか不明である。

全体のうち文字を一部でも判読できたものは109点中84点である。書かれた文字についての判読結果について

は遺物説明において記述したとおりであるが、あらためて第３表に示す。これらについてみると、地名とみられ

るもの、人名と考えられるもの、「ツーlもしくは「匁」といった数ftないし金額を示すとみられる数字、

その他記号状のもの、等に判別される。

さて、以下では記述された内容が地名、人名等、上記の推定で正しいとして記述を進めたい。出土した焼継文

字資料で内容が判読できた84点のうち、地名が記入されたものは可能性のあるものを含め58点である。人名が記

されたものは38点、寺名は4点、屋号は８点、「匁」等の数字や単位が記されたものは25点であった。また、

このうち地名・人名（屋号）・数字が併記されたものは９点、地名と人名（屋号）が併記されたものは28点を数

える。

５焼継文字にみられる地名について

焼継文字として記入された地名の現地比定を行ってみると、米屋町をはじめとする府内城城下町の内部に位置

する町名だけではなく、府内城外に所在した村落名が多数含まれていた。これらは比定できたもので判断する限

り、現在の大分市の範囲内に収まるものであるが、かなり広い範囲におよんでいることが判明した。（第151図．

第152図)(3)このうち、城外の村落については、幕府領を含む府内藩以外の各藩領の村落名が多数認められる。近

世の豊後は｢七藩八領｣といわれるように小藩が分立し、現在の大分市の領域だけを取ってみても府内藩領以外に

臼杵藩、延岡藩、熊本藩、岡藩、幕府領が入り交じる複雑な領有関係が存在していたことが知られている。焼継

文字に見られる村落名は、まさに府内藩周辺の複雑な領有関係をそのまま反映したものということができる。

数量的には府内城下町内を含む府内藩領が最も多く、各藩領に比定される（もしくは比定される可能性のある）

地名を有するもの54点中35点で65％を占めるものの、周辺諸藩領ならびに幕府領に比定されるものも35％を占め

る。最も遠くのものは、臼杵藩領のへつき＝戸次であり、当時の街道をたどった場合、およそ１４km程離れた位置

にあたる。

これらの分布を見ると、府内城下町外のものについては、府内城の東あるいは南東側に所在する村落が多いこ

とが読みとれる。その多くは城下東南部の塩九升口につながる主要街道沿いに点在する村落であり、こうした交

通路をたどって塩九升口から調査地の所在する米屋町へ持ち込まれたことを示唆するものでは無かろうか。

６府内城下と周辺における焼継文字資料

府内城城下町跡においては、平成14年度までに15次に及ぶ発掘調査が行われているが、これまでにも多くの調

査地点において焼継文字を有する陶磁器の出土が報告されている。また、大分市内における府内城．城下町跡以

外の遺跡の発掘調査においても焼継文字を有する陶磁器の出土例があり、市域の広い範囲において焼継文字資料

が出土していることがわかる。（第４表)(4)これらの資料を見ると、府内城内外の調査地点において知られている

焼継文字については記号のみのものやカタカナ１字のみのものも若干認められるが、多くは地名．人名．数字等

が記入されており、今回SKOl7等で出土した資料との共通点を見出すことができる。このことから、府内城城下

町および、大分平野に存在する周辺諸藩領においては人名・地名・数字、特に人名．地名を表す焼継文字を伴う

焼継ぎが一般的であったということができるようである。

－１２６－
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第４表大分市域における焼継文字資料一覧

No. 憤跡名（調香次） 幕末における比定地 出士潰構 遺物番号 焼継ぎ
一

負物 焼継文字 掲載文献

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

１７

1８

1９

2０

２１

2２

2３

2４

府内城三の丸遺跡

(府内城･城下町跡第１次調査）

三ノ丸武家屋敷

(木村家）
/福寿院

ＳＫ７

SＫ７

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

SＫ３３

ＳＫ３３

ＳＫ３３

SＫ３３

ＳＫ３４

ＳＫ３４

SＫ３４

ＳＫ３４

SK34

ＳＫ３４

ＳＫ３４

ＳＫ４１

ＳＫ４４

５

６

1３

2９

3０

3４

４１

4８

５１

5２

7２

9３

9４

1０７

1１８

５

６

1２

1４

3２

6２

6４

2３

1８

染1寸

染付１
染付

染｛号
染付

染１３
染付

染付
染付

染ｆ

染代

染代

染ｲ；

染卜

色淵
染卜

染卜

染付

染ｆ

染付

染卜

染ｆ
染ｆ

染ｆ

働碗震

･角 鉢
'端反碗

･端反碗蓋

･端反碗蓋

･丸形碗

･碗Ｉ

･碗Ｉ

･碗Ｉ

働碗’

順碗’
･皿

･皿

･皿

;薄手濯杯Ｉ

･端反砿

･端反砿

･端反研

･蓋物｜：

･碗’

･皿Ｉ

･皿Ｉ
･皿Ｉ

･角鉢Ｉ

記号？

判 擁不可
不 現

｢木村」

記号？

不明

｢ケ廿六．

｢九郎次策」

『(木村）

｢木村．
、
一 九劇一 次様)」

判蕊不可

判蕊不可ロ汀
一

判読不可

｢力六」

判読不可

『木本

木＊

判読才 可

木村．

木村

｢木村」
｢中村ロロ」

｢モロ木村九郎次様」

文献１

2５

2６

府内城三の丸遺跡
(府内城･城下町跡第２次鯛査）

＝f、力読宝扇馳

（ノトI弓勿《ノ

ＳＫ１

表土

染ｆ

染卜

，端反碗Ｉ

･鉢’

｢口入孫九郎様」

｢口△(:記号)」
文献２

2７

2８

2９

府内城三の丸北口跡

(府内城･城下町跡第３次調査）

三の丸北ロ 中堀ＳＤ１

通路石垣SV1周辺

通路石垣SV1周辺

染代

染ｆ
染卜

，蓋物Ｉ

，広東碗’
･段重蓋Ｉ

｢名ヶ小路市エ門」

､芝田氏」
口様ロロロロ」

文献４

3０ 府 内城･城下町跡第５次調査 中堀跡 中堀跡 染卜･端反碗｜［ヰﾉ町ｎｎｎ 文§iR3.5

3２

3３

府内城･城下町跡第７次調査 寺町/塗師町 未報告

未報告

染ｆ

染ｆ

･鉢’

･碗’

丁
Ⅱ
●
■ ¥丁かじや」

¥町仕立屋」
文献5.6

3４ 府内城･城下町跡第８次調査 西町/西上市町 未報告 図うﾐ公表’「目町□□」 文献８
3５

3６

府内城･城下町跡第９次調査 府内城外西新町 未報告
未報告

図ラ

図う

良公表’

長公表’

｢ｉ
両
目新町」

肝町」

文献1０

3７

3８

府内城･城下町跡第１０次調査 室町 未報告
未報告

図ラ

図ラ

属公表’
長公表Ｉ

｢ｉ
TＩ

画町油屋ロロ」
島□」

文献1１

3９

4０

４１

4２

4３

府内城･城下町跡第11次調査 三ノ丸武家屋敷
(森下家）

/浄安寺

未報告
未報告

未報告
未報告

未報告

肱

覇
図

区

区

且
５

碗’
碗

長公表’
属公表Ｉ

息公表’

｢：うりした氏」

森下Ｅ:」

｢名ヶ小a§村田」

｢木村下．

｢森下」

文献1２

4４ 府内城･城下町跡第14次調査竹町/笠和町 Ｓ２１２ 蕊ｆ･碗Ｉ｢竹町米差」 文献1３
4５

4６

下郡遺跡群第79次調査 府内藩領下郡村 ＳＸＯＯ７

未報告

青職
染卜

i染付大皿’
･八角鉢Ｉ

｢菖屋町中村やロロヶロ」

｢ロロロロ九」
文献９

4７ 下郡遺跡群第71.76次調査 府内藩領下郡村 s295 染ｆ･鉢’｢波ぎ原新町匡印」 文献７
4８ 辻古墳群 臼杵藩領里村 ＳＤＯＯ２ 染仁，碗’｢里嘉増」 文献1４



７府内城下における「焼継ぎ」の営業形態について

江戸における焼継ぎについては、’8世紀末の寛政年間ごろから一般に行われるようになったらしいことが「親

子草」、「守貞漫稿」等の近世文献から知られる(5)。こうした文献史料やそれらの挿し絵等によれば、焼継ぎは

道具を携えた職人が町を巡回して注文を取り、出先で焼継ぎを行うといった形で営業していたとするイメージで

ある。しかし、これはあくまで江戸における焼継ぎの営業形態を示すものであり、人口や陶磁器の普及状況が異

なる地方においては異なった営業形態が存在したことも予想される。

出土資料についてみると、江戸遺跡の発掘調査では、焼継ぎの施された陶磁器資料はこれまで数多く報告され

ている(6)。ところが、朱書き等の焼継文字を伴うものは意外に少ないらしく、記号や数字が少数記入されたもの

が主体となっているようである(7)。同じく大規模な城下町である名古屋城城下町においても、焼継ぎされた資料

は多く出土しているものの、焼継文字については記号や数字、簡略なかな(カナ）文字等が主体であり、江戸と

大きく異なることがないようである(8)｡一方､東海道沿いの宿場町山中新田であった静岡県三島市山中城跡では、

地名（山中）に加えて人名や屋号、数字が朱書きされた焼継ぎ資料が多数出土している(9)。この他三島市内では、

接待茶屋遺跡('0'や三島代官所跡('')においても、屋号．地名等の焼継ぎ文字が書かれた資料が出土している。また、

神奈川県小田原市小田原城下町においても、屋号とみられる焼継文字が記入された資料が出土していることが、

複数の調査地点で報告されている('2'。このように、焼継文字に注目した場合、その記述の内容において、江戸や

名古屋に代表される大城下町と三島市内の遺跡や小田原城下町のような地方の町場や城下町とでは異なったあり

ようが認められるのである。

こうした違いについては、焼継ぎ屋の生業（営業）形態の速いなどにその原因を求める解釈が考えられる。江

戸等において、簡略な記号等の焼継文字が主体であるのは、その営業形態が行商による出職主体のものであり、

簡単な記号で用が足りるためであろうと考えられる('３１．移動先でその都度焼継ぎをを行っていれば、焼継文字を

記入する必要は無いと思われるが(M)、簡単な記号等が必要となる程度、複数の注文主を区別する必要が生じるこ

ともあったのであろう。このような営業形態では、その商圏はかなり狭いものと考えられるが、逆に、それでも

生業として成り立つほど焼継ぎの需要が常にあるような大都市に適した営業形態だったのであろう。

一方、地名や人名が豊富に記述された焼継文字が一般的にみられる地方においては、焼継ぎ屋が依頼主の居住

する地名や依頼主の名前を確実に把握しておく必要がある、「同時に多くの製品を取り扱う商売の形態」('３すな

わち、「破損陶磁器を一括回収→店で焼き継ぎ→注文主に返還」(10、という江戸とは異なる焼継ぎの営業形態が

想定される。加えて、地方においては人口が少なく人口密度も低いため、焼継ぎ屋が営業的に成り立つだけの注

文透を確保するには広い商圏を必要とし、そのため簡便な行商によるのではなくより組織化された方法によらな

くてはならない事情もあったのではないかと思われる{'7)。

これまでみてきたように、府内城城下町および周辺遺跡における焼継文字のあり方は明らかに三島市内の遺跡

や小田原城下町における例に類似する。さらに今回の調査ではSKOl7という１つの廃棄土坑から、城外村落を含

む多数の地名がそれぞれ記入された資料が多量に一括出土しており、これらの地名に該当する地の住人から集め

られてきたことを強く示唆する事象である。地名や人名を記した焼継文字は、さまざまな町や村に住む多くの注

文主から集められた注文品を間違いなく区別するために香かれていたと推定され、これは府内城城下町において

も三島市内の遺跡等と類似した焼継ぎの営業形態が成立していたことに起因する可能性が高いと考えられる。

以上のようなことから、SKOl7が所在する今回の調査地付近では、幕末期に、城外の村落を含め広く焼継の注

文品を集める焼継ぎ屋あるいはその取次ぎを行う商売が営まれていた可能性を考えておきたい。そしてその商圏

は、焼継文字の比定地の分布からみて、府内城城下町内及び城下東南の塩九升口につながる街道沿いにある村落

にまで広く及んでいたと推定される。また、府内城南西側の村落名がほとんどみられず、府内城城下町に次ぐ規

模の町場であった熊本藩領鶴崎と同藩領の村落名がみられないことからすると、こうした地域を商圏とする別の

業者が同時に存在したことも浮かび上がってくるのではないだろうか。

－１２８－



８おわりに

今同の調査で出土した焼継を有する陶磁器資料により、府内城城下町では江ji等の大城下町とは異なる形で焼

継が営業されていたことが示唆された。焼継ぎに供される破損した陶磁器は、府内城城下町周辺に存在する諸藩

領の境界を越えて府内城内に搬入されていたことが明らかであり、幕末における地域経済的なつなが')の一端も

示すものと考えられる。これまで、焼継文字が記入された資料については、それが川土した屋敷地等が文献資料

や絵図にみられる居住者等と一致することを考古学的に証明する傍証資料として用いられることはあったが、今

回の出土資料により、これ以外にも多くの情報を秘めていることが一部明らかにできた。しかしながら、筆者の

力不足により、こうした焼継文字資料のもつ潜在的な情報を十分引き出すには到底至っていない状況である。そ

もそも、今回の報告で最も重要な焼継文字の判読については、報告普の上梓時に至っても依然心もとない部分が

いくつも残っており、修正すべき点が含まれている可能性が高いことを断らざるを得ない。こうした修正作業も

含め、いずれ別稿において再論したいと考えている。

註

(1)浅野弘子「尾張出土の焼継ぎ資料-名古屋城下を中心として-」ｒ名古屋市博物館研究紀要』第22巻名古屋市博

物館1999

(2)陶磁器のカウント方法

陶磁器をカウントするに当たって、接合した破片については1点と数え、これ以外のものについては、同一個体の疑

いがあるものについても別々に1点としてカウントしている。本報告衿に掲載した遺物についてはそれぞれ１点とし

てカウントした。

(3)第151図は、「府内城下の復原図」『大分市史’'Ｉ巻』付図Ⅳ大分市史編纂委貝会1987を改変したものである。第152

図は、「江戸時代後期の村々と主要交通路」？大分市史中巻』付図、大分市史編蕊委員会1987と勝目忍「県都大分」

『大分の歴史（10）』大分合同新聞社1979に掲載された「大分市の市域の拡大」図（I〕18)を参考とし、現在の大字

境等も考慮して作成したものである。なお、第152図は、１９世紀前半以降における各滞緬の領域を表すことを意図し

たものであるが、各藩緬の境界を平野部から山間部に至るまで厳密に現地比定して表したものとはいえず、あくまで

概念的な図であることをお断りしておく。

(4)このほかにも多数出土しているものと思われるが、正式報告背が出されていないものも多いため、公刊された文献

に何らかの形で記救あるいは掲載されたものを抽出した。

(5)森本伊知郎「焼継ぎに関する一考察」『江戸の陶磁器』江戸遺跡研究会第三回大会資料編江戸遺跡研究会１９９０

(6)『白金館５Ｍ遺跡Ｉ』調査研究編白金館吐遺跡調査会１９８８ほか

(7)前掲註６および註ｌ浅野論文による。

(8)前掲証l，浅野１９９９

(9)『山中城跡三の九第１地点』三島市教育委員会1995

(１０）『接待茶屋世跡』三島市教育委員会1996

(11）『三脇代官所・市ケ原廃寺関連遺跡Ｉ』三島市教育委員会1995

(12）『小111原城~ﾄ゙ 欄干橋町遺跡Ⅲ』小田原市教育委員会1994

『小冊原城下欄干橋町遺跡第Ｖ地点』小田原市教育委員会1999

これらの遺跡では、屋号が記入されているもののほか、カナｌ字のみのものも多く見られる。

⑬前掲註l論文の中で浅野氏は「おそらく江戸では簡単な記号で〃1が足りる程度の出職中心の簡便な修理システムが

効率的に回転していたのだろう」（p26)とし、さらに、名古屋における焼継文字がかなり記号化・番号化しているこ

とについて、「江戸ほどではないが焼継ぎの需要が相応塗存在していたことを示す材料のひとつ」と評価している。

(M）前掲註１０文献中で辻真人氏は「……こうした行商スタイルで商売が行われていた場合、註文に応じて移動先でその

都度焼継ぎを行うのなら朱書きを施す必要はほとんど認められない。それにもかかわらず地名や所有者の名前番号等

をわざわざ灘き込むようになったのは同時に多くの製品を取I)扱う商売の形態がとられ、他のものと区別する必要が

唯じたからではないだろうか。」と述べている。（p66）

(１３前掲註1４

1２９－



付篇２府内町（米屋町）出土脊椎動物遺存体について

大分市歴史資料館館長木村幾多郎

SD201で検出された脊椎動物遺存体の種名と遺存部は第５表の通りである。

イノシシ・シカ・ウシ・ウマと種類は少ない。遺存骨は何れも主要四肢骨で胸郭部・頭部は認められない。遺

跡地以外の所で解体され、肉付きの四肢骨部分が、食用として運び込まれた事を示している。骨端部が殆ど失わ

れており、明確なカットマークは認められない。イノシシ・シカに骨端分離した個体が存在し、若獣の肉がもた

らされている。イノシシに関しては､ブタ(家猪)の可能性も残るが､判別できる部位が存在せず､判定できない。

各遺存骨は、纏まって検出されているようで、短期間に廃棄された事を示す。SD201は発掘所見によれば、ｌ６Ｃ

中頃に掘削されたもので、溝が完全に埋められたのは、府内城下町建設にあたっての整地工事によってであると

いう(慶長7年1602)｡脊椎動物遺存骨は溝底の堆積土(３層)中で検出されており､掘削年代に近い事が推定される。

この溝が屋敷地を区画するものであれば、屋敷内からの廃棄も推定される。道路に沿ったものであれば、屋敷外

からの廃棄もありうる。

短期間に廃棄された状況からすれば、一般家庭消費レベルではない。また、骨に加工痕が認められないし、胸

郭部が検出されてもいないので、骨加工業者や皮革業者の居住地でもない。１６世紀中頃～後半時期に公然と鳥獣

類肉の販売がなされていととも考えがたく、やはり自己消費と考えるのが妥当であろう。

第５表SD201出土獣骨同定表

'Ⅱ
ｌ
‐

⑯前掲註１０文献中、前掲註１４に続く部分。

（171前掲註１０文献中で､辻真人氏は､焼継ぎに「回収システム」がとられている地域について、「陶磁器の普及率の低さ」
と「市場の狭さ」をその理由としてあげている（p66）。

小文を作成するにあたり、辻真人氏（三島市教育委員会）には、焼継文字についてご教示いただき、基本文献

を送って下さる等の便宜を図っていただきました。最後になりましたが、ここに記し、感謝を表します。

－１３０－

肩甲骨

Scapula

ｒ １

上腕骨

Humerus

ｒ １

檎骨

Ｒａ

ｒ １

尺骨

ＵＩｎａ

ｒ １

中手骨

MetacarPus

ｒ １

大腿骨

Ｆｅｍｕｒ

ｒ １

鰹骨

Tibia

ｒ １

距骨

TaIus

ｒ １

題骨

CaICaneuS

ｒ １

中足骨

MetataruS

ｒ １

指骨

Phalanx

ｒ １

その他

イノシシ

Suｓ

折位郊 闘骨鑓欠

遺位部

骨体

部
部
位
位

遣
欠
遺
欠

百骨竣
欠

体
体
骨
骨

端
部

諦
掘
唾
咋

○

個体数 １ ２ ２ ３ ２ １

シカ

Cervus

遁位部
部
部
位
位
遠
近 離

部
分
部

位
蛾
位

近
骨
還
骨体

遁世知

骨体
部
部

位
体
位
体

遺
骨
還
骨

個体数 １ １ ２ １ ２

ウシ

ＢＯＳ

骨体部 |潔翻
(同一個体？）

還付知前面

(骨嶋欠）

骨頭踊 骨体部 角(r､）

個体数 １ １ １ １ １ １

ウマ

EquuS

遺位邸

骨体
両骨噛
欠

遺位釦
欠

骨体 完 Ｍ１」

個体数 １ １ １ １ １ １
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法量の単位はcmである。また、※がつくものは、復元される法量を表す。

出土遺物観察表

第６表中世遺構出土遺物観察表１

週桐番号 挿図替号 糧別 温形 産地/鷺
法貢

ｎ癌 H日立 席毎

調蟹

塵紐 内記 外翻 旬塾晶卜
色鯛

石英 角閃石

削

舎霊母

土

赤色鞄 その他
働考･土晦脇残存率

ＳＤ２０ 第１I図-１ 京都系土師聡 皿 12.5 ２００
ヨコナテJ２ｊ

の字ナヂ
ﾖコナデ 一方向ナデ 明貢灰褐色 微 敬 底部に昌書完影

ＳＤＺＯ 第11国-２ 京都系土師闇 皿 12.3 5.5
ヨコナデ「2』

の字ナデ
ﾖコナデ 一方向ナチ

夜褐色

反褐色

～明
徴 徴 徴 底部に屋書完影

ＳＤ２０ 第11図-３ 京翻系土師秘 皿 1２．３ 2.0
ヨコナデ『2』

の字ナデ
ﾖコナデ 一方向ナデ

灰褐色

灰褐色

～明
微 微 底部に里香完影

ＳＤ２０ 第11図-４ 京組系土師鴎 小皿 *18,5 ヨコナデ ｺヨナデ
粗い一方向
ナデ

明灰褐色 ３０冊

SD20 第11国-５ 京榔系土師朗 皿 *12,0 ヨコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ明灰縄色 微 １５％

ＳＤ２０ 第11国-６ 京郁系土障瓢 皿 ＊13.2 ヨコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ
明灰褐色～

昭灰褐色
２０％

ＳＤ２０ 第１I図-７ 京組系土鱒圏 小皿 8.2 1.8
ヨコナデ「の」
の字ナデ

ﾖコナデ 一方向ナデ明灰褐色 徴 １００､

ＳＤ２０ 第11図-８ 京郵系土麓魁 皿 ＊12.3 ヨコナデ 雪ナデ 明灰色 10％底部なし

SD20 第11回-９ 京餌系土輝鉛 皿 ＊12.1 2.2
ヨコナデ『2」
の字ナデ

ﾖコナデ
灰掲色一昭

褐色
微 15％底部なし

SD20 第11国-10 京毎系土師器 小皿 8.4 1.9
ヨコナデ『の』
の字ナデ

ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 微 ９０ｈ

SD20 第11図-11 京郷系土師鴎 皿 ＊12.0 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ
明褐色～檀

褐色
微 １０１

SＤ２０ 第１I図-12 京郷系土師融 皿 ＊15.4 ﾖコナデ ﾖコナデ －方向ナデ
明灰褐色～

昭灰褐色
微 微 ２０％

SD20 第１I図-１３ 京極系土卸翻 小皿 報.０ ﾖコナヂ ﾖコナデ 明灰褐色 30％底部なし

SＤ２０ 第11図-14 京概系土聞軸 皿 ＊11.8 2２ ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ明褐色 ２０％

SＤ２０ 第１I図-１５ 京都系土師輯 皿 1０，６ ﾖコナデ ﾖコナデ 明褐白色 少

SＤ２０ 第１I図-16 京都系土師磯 小皿 8,8 1,0
ヨコナデ『の１
の字ナデ

ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 微 １００１

SＤ２０ 第11図-17 京都系土聞秘 皿 ＊11‘９ *２７ ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ
灰褐色一明
褐色

IＯｈ

SＤ２０ 第11国-18 京郡系土卸鰯 皿 1２．３ 2,5 r2』の字ナデ ﾖコナデ 一方向ナチ
明灰褐

明褐色
色～

徴 100、

Sｂ２ｐ 第11国-19 京寵系土節創 皿 ＊ Ｇ１ 2.3
ヨコナデ「2』
の字ナデ

ﾖコナデ 一方向ナデ明灰褐色 微 201

SD20 第11国-20 京翻系土師鞘 皿 ＊ 2.5 ｺヨナデ .可ナデ
明褐色一桟
褐色

25％底部なし

SD20 第11国-21 京都系土晦舘 皿 ＊ 2.8 2.5 ﾖコナデ ﾖコナヂ 一方向ナチ 明灰桐色 徴 50％

SＤ２０ 第11国-22 京懇系土師鴎 皿 ＊ Ｑ４ 2.1 ﾖコナデ ｺｮ十デ 一方向ナデ 灰褐色 微 ２０％

SＤ２０ 第11国-23 京祖系土衝鞘 皿 ＊ 2.4 2.6 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 ２０ｈ

SＤ２０ 第１１図-24 京郷系土師翠 皿 ＊ 2-9 1.7 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 20％底部なし

SＤ２０ 第11国-25 京都系土岬翻 皿 ＊ ０７ 2.2 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ
灰褐色
灰褐色

一明
１５N

SＤ２０ 第１I図-26 京都系土師鰯 皿 ＊ 2.2 ﾖコナデ ﾖコナデ
明灰褐色～
鯖横畑色

２０％

SＤ２０ 第１I図-27 京部系土師鴎 皿 ＊ 2.6 2.4 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナチ ４０ｈ

SＤ２０ 第１I図-28 京釦系土岬圏 皿 ＊ ０４ *2． ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ﾅチ
昭灰褐

昭褐色

色一
微 二次焼成４０％

SＤ２０ 第11国-29 京都系土師鴎 皿 1２．６ 2.5
ヨコナデ『2』
の字ナデ

ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 少 100％

SＤ２０ 第１'四-3０ 京毎系土岬脇 皿 1２．７ 2-3 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 微 徴 少 ７０％

SD20 第１I図-31 京偲系土岬鞘 皿 *1１２ 2.1 ﾖコナデ ﾖコナデ
灰褐色～明

褐色
少 ２０％

SＤ２０ 第１I図-32 京都系土岬秘 皿 ＊ 2.4 2.6
ヨコナデ『2』
の字ナデ

ﾖコナヂ 一方向ナデ
明灰掲

明楊色
色～

微 ２０％

SＤ２０ 第11図-33 京卸系土岬器 皿 ＊ ４４ ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ
礎
嘩
灰
灰
～蹄

１５Ｗ

SＤ２０ 第11国-34 京律系土師器 皿 ＊ Ｑ７ ｡司十デ ﾖコナデ 明灰褐色 徴 2砿底部なＬ

SＤ２０ 第11国-35 京郷系土廊魁 皿 ＊ 2.5 2.3 ｺヨナデ ﾖコナデ 一方向ナチ
曙灰褐色一

黒褐色
微 少 ４０Ｗ

SＤ２０ 第11国-36 京榔系土廊組 皿 ＊ 3.8 2.0 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 ２帆

SＤ２０ 第１I図-37 京鵠系土廊飴 皿 ＊ 1０ ﾖコナデ ﾖコナデ 明灰褐色 3帆底部なＬ

SＤ２０ 第１I図-38 京郷系土卸器 皿 122 ﾖコナデ ﾖコナヂ

SＤ２０ 第11国-39 京偲系土師器 皿 ＊14.3 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 z敬

SＤ２０ 第11国-40 京母系土卸圏 皿 ＊1０９ ﾖコナデ ﾖコナデ ﾖコナデ 明灰褐色 徴 ２０％

SD20 第11国-41 京組系土輝融 皿 ＊12,4 2,4 ﾖコナデ ﾖコナヂ 一方向ナデ
明灰掲

明褐色
色一
微 微 徴 ２５％

SD20 第11国-42 京都系土算困 皿 ＊15.4 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向デ
明灰褐
覆褐色

色～
20％底邪なＬ

SD20 第11図-43 京麺系土騨、 皿 1０，９ 2,4
玉ナデ「2』
の字ナヂ

＝ナチ 一方向ナデ
明灰妃色一
極褐色

微 80％

SＤ２０ 篇11図-44 京毎系土障跡 皿 ＊ 3,0 ２６ ﾖコナヂ ﾖコナデ 一方向ナデ
灰褐色～檀
褐色

20％

SＤ２０ 第11図-45 京毎系土蝉難 皿 ＊ 3,3 1８ ヨコナデ ﾖコナデ 黒褐色 20％底部なし

SＤ２０ 篇12国-46 京毎系土師路 皿 ＊ 2.8 2４ ヨコナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 明灰褐色 微 内西に布目痕３０％

SＤ２０ 第12図-4フ 京毎系土嘩踏 皿 ＊ 3-0 ヨコナデ ﾖコナデ 明灰褐色 １５１６底部なＬ

SＤ２０ 第12図-48 京毎系土師魁 皿 ＊ 4.3
ヨコナデ『2』
の字ナチ

ヨコナデ２

の字ナデ
白褐色～明
褐色

微 １０％底部なし

SD20 第12図-49 京極系土節圏 皿 ＊ ２７ 2.2 ヨコナヂ ﾖコナデ 一方向ナチ 明灰褐色 少 3帆

SＤ２０ 第12図 5０ 京都系土岬魁 皿 1２．９ 2．１
ヨコナデ「2Ｊ
の字ナデ

ﾖコナデ 一方向ナチ 瞬灰褐色 徴 徴 100冊

SＤ２０ 第12回 5１ 京都系土鱒魁 皿 ＊ 4.2 ﾖコナヂ ﾖロナデ
明皮褐色～

明褐色
微 15％底部なし

SＤ２０ 第12国 5２ 京郷系土陣融 皿 ＊ 3‘０ ヨコナデ ヨコナデ 一方向ｰﾃﾞ
明褐色～榎

褐色
少 20％

ＳＤ２０ 第12図 5３ 京懇系土師瓢 皿 ＊ 4.0 *2.2 雪ナデ ヨコナデ 一方向ナデ
明褐白
明褐色
色～

I敏

ＳＤ２０ 第12図 5４ 京都系土岬鯉 皿 ＊ ４６ 2.4 ﾖコナデ ヨコナョデ 一方向ナデ
灰褐色～球
褐色

徴 I訓

ＳＤ２０ 第12図 5５ 京釦系土蝉魁 皿 ＊ 3.7 ﾖコナデ ヨコナデ
灰褐色一檀
得色

徴 １０％

ＳＤ２０ 第12国 弱 京懇系土阿部 皿 ＊ 5.1 ﾖコナデ ヨコナデ 一方向ナチ
灰褐色一町
赤掲色 155底部なし

ＳＤ２０ 第12国-57 京母系土飼館 皿 ＊ 4.8 *２４ ﾖコナデ ヨコナヂ 一方向ナデ 明灰褐色 微 4帆



第７表中世遺構出土遺物観察表２

追檎各月 挿図毎号 厩別 圃膨 崖聴/窯
口毎

濠ロ

醸窓 晦羅 塵偏

田贋

内画 外面 ■塾み
色餌

阻

五墨 色９９霊 全垂伺子

エ

痢全室生 手〃､ｃｂ
慣宥･土卸■残存率

SＤ２０ 薦12因-58 璽堕纂土範里 皿 ＊13.0 ﾖコナデ ﾖコナヂ 明反月色 微 20ｈ

ｓｏ釣 篇12図-59 京母系土餌■ 皿 *14,5 ﾖコナヂ 誼ナヂ
明反掲

檀褐色
色一

I的底邸なし

SｍＯ 薦02図．6０ 京■系土餌思 皿 ＊1ｓ１ 2０
『2J
ﾖコナデ 一方向ナチ 噴反褐色 徴 30Ｉ

SＤ２０ 第12国-60 京郁系土陣■ 回 12-8 2３
『2J
ﾖコナデ 一方向ナヂ 明反掲色 微 100曲

Ｓ､釦 鷺12図-62 京偲系土輝圃 皿 申 3.8 誼ナヂ ｮロナデ 一方向ナヂ 明反砲色 3晩底郁なし

SＤ２０ 薦12図-63 京配系土師圃 皿 ＊ 6.1 2５ ﾖコナヂ ﾖコナヂ 一方向ナヂ明氏掲色 徴 微 20§

SD20 常12国-64 京毎系土卸路 皿 ＊ 3‘９ *2.3 ﾖコナデ ﾖコナヂ 一方向ナチ明反褐色土 30％

SＤ２０ 篇12図-65 京餌系土餌輯 皿 ＊ 3.6 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナチ
明灰褐色～

櫓褐色
徴 2帥

SD20 篇12図-66 京卸系土阿鴎 皿 ＊ 5.4 ﾖコナデ ﾖコナヂ 一方向ナチ
明灰褐色一
明褐色

微 20％底部なＬ

SD20 薦１２回-67 京毎系土卸路 皿 ＊ 3.8
『2』
ﾖコナデ 一方向ナデ

檀褐色一朝
褐色

３０５

SD20 鋪12図-68 京徳系土節圃 小皿 *5.3 1.8 ﾖコナヂ ﾖコナヂ 明灰褐色 徴 ２５Ⅲ

S､釦 篇12回-的 京■系土卸■ 皿 ヨコナデ『2』
の字ナデ

雪ナヂ 一方向ナチ明褐色 少 １０町

SD20 篇12図-７０ 京母系土輝魁 回 *13.6 ２６
｢2』
ﾖコナデ 一方向ナデ

明灰褐色

《蔑斑）
３酌

SＤ２０ 篇12図-71 京田系土岬■ 皿 *16.4 ２６ 誼ナチ ﾖコナヂ 一方向ナチ 頃褐色 微 歓 2伽

SＤ２０ 篇12国-72 京卸系土陣■ 皿 ﾖ回ナデ ﾖコナデ 一方向ナデ 萌反褐色
一

５９座卸なし

SＤ２０ 篇12回-73 京■系土師■ 皿 *1Ｇ４ ﾖロナヂ ﾖコナデ 一方向ﾅヂ
明灰褐

療褐色

色～
微 2倣

SＤ２０ 第12国-74 京律系土陣■ 皿 *1６４ aＯ 一方向ﾅヂ ﾖ=ﾅヂ ﾖコナデ 一方向ｺﾃﾞ
睡
鰹
桓
廊
～耐

40N

SD20 第82回-75 ±樺国 坪 *11.2 ２５ *6.4回軽糸切り ﾖコナヂ ﾖコナデ
不定方向ナ
デ

明反褐色 少 底邸に日毎

ｓｏ釦 第02図-76 士嘩里 小皿 *7２ 雪ョヂ ﾖｺﾅﾃ゙ 明反白色 1碗底０３なし

ｓｏ釣 篇12回-77 土卸■ 小皿 *7.8 1.9 蝿２ 回転糸切り 厘鰐｡旬秤Ｉヂ
副
拝
一方向
明辰褐色 微 徴 3倣

SD20 第12図-78 土廊■ 小皿 *8.3 *2.1 *4６ 国睡拳切り 国電司司痔1１
回転ﾖｺﾅ
苧

回転ﾖコナ
ヂ

唄反掲色 2恥底鰹なＬ

SＤ２０ 第12国-79 ±陣巴 小皿 *7.5 ＊1.4 ＊4.9回転糸切り
嚢反掲

檀把色
色一

5帆

SＤ２０ 第12国-” ±鄭里 小皿 蝿.０ 1.7 ＊5.2
ｰ一Ｄｑもマク汐一一ツ、

圧愈
回転ﾅチ 回麟ﾅデ

副
拝
一方向 湊反褐色
捜褐色

徴 4,%

SＤ２０ 第12国-80 士鄭里 坪 *1ｑ４ ＊4.4回転糸切り ﾖコナヂ 誼ナデ 明反褐色 微 １０､

SD20 鷺12図-０２ 土師■ 坪 ＊ 1.7 唖.３ *６６ 回転ｺﾁ゙ 回転ナデ 一方向ナチ 頃褐色 微 3伽

SＤ２０ 篇12国-83 土卸■ 坪 ＊ 1.7 ２４ *a６
固唾串切り－ムシ

口目

『2』
ヨコナヂ

不畳な一方

内ナヂ
灰褐色 徴 30ｍ

ＳＤ釦 薦12国-“ 土■■ 坪 ＊ ２０ ２５
戸
＊a６
回壁争切り一

厘息十ﾑｼﾛ

置露可
■咳、

=二万丁
E宝冒司ヨコナヂ に冒罵。一方向ナチ而戻玩胃１

明褐色
門 に弓
微
に弓
微
門 戸 一 雨

ＪＵ耳

SＤ２０ 徳12国-85 土飼魯 坪 ＊ 1.8 ２６ 輪.７
ー苧■CDGマク‐"埠画、

圧痕
ヨコナデ ヨコナヂ Ｉ

組い－方向

ナヂ

明灰樋

明褐色

色一
2倣

SＤ２０ 篇12図-86 土陣■ 坪 ＊ ２５ 2５ ＊7.6
回麗糸切り一種状
圧痕

誼ナヂ ヨコナヂ |Ｉ
胆い－方向
ナヂ

明灰褐色 微 30Ｈ

SD20 篇12図-87 土師鞘 坪 ＊ ２４ ２１ *7.5
回転糸切り一

圧痘十ムシロ

鼻ツ、

ヨ
ﾖコナデ ﾖコナデ ド

■寅らタグ向"

デ
灰褐色
斑有）

(風
微 I敏

SＤ２０ 篇13図-88 土岬跡 坪 ＊ 2.8 *8.2 軍ナヂ ﾖロナデ 明氏褐色 微 15％底９６なし

SＤ２０ 第13図-89 士嘩哩 坪 ＊ ２３ *2.5 *7.4回転糸切り 誼ナデ 誼ナデ '１
馴
秤
一方向
明灰褐色 微 200座ｇなし

SD20 鴬13図-90 土■■ 坪 ＊ ２８ ２１ *7.2回転糸切り 誼ナデ 雪ナヂ |Ｉ
堀い－方向

ナヂ

明反掲

反褐色

色～
O敵

SＤ２０ 第13図-91 土陣■ 坪 ＊ 2.3 2２ *8.6
一一"0句▼クータ画邑画、

圧癌十ムz'ﾛ且
ﾖコナデ 麺ナデ Ｉ

兎い－万国

ナヂ
朝皮褐色

反掲色
微 2倣

S､釦 第13因-92 土鱒■ 坪 ＊ ２６ *2２ 7.9
回転糸切り一種状
匪虹十ムシロ向

ﾖコナヂ 誼ﾅヂ '１
温い一方向
ナヂ

萌反掲

明褐色

色～
微 ４腕

SD20 薦03図-93 士算写 坪 ＊ ユ６
切りと竃定

ﾖロナヂ 誼ﾅデ 明氏褐色 I腕底ﾛなし

S､和 猿03四-9４ ±邸里 坪 ６８ 誼ナデ 雪ナヂ Ｉ
■い－方向

ナヂ

明灰褐色～

晒反掲色
ロ働邸なし･底包609

SｍＯ 篤03国-95 士毎m 坪 7.0 麺ナデ 誼ﾅチ Ｉ:里哩明反褐色 画岬辱なＬ･底邸IOOQ

SD20 第83因-96 ±嘩旦 坪 *ａ６
唯
状 痕十ムシ

庫
引
ﾖｺﾅｺﾁ゙ 誼ナヂ Ｉ弊

一方向 反褐色～明
褐色

ロ撞旬なし･摩毎9敏

SD20 鷺13回-97 ±卸巴 坪 *ＺＯ 園
唇
糸切り一
十ムシロ
ー

伏
ｮﾛナヂ |Ｉ

砂
拝
一方向
飼反掬色 徴 歓 ロ降邸なし･鹿邸100,

SD20 薦13国-98 土■■ 坪 6６
》

一
一

ﾖｺﾂｮﾁ゙ ﾖコナデ 一方向ナチ 萌灰瞳CQ土 徴 ロ働邸なし･底OB8,9

SDm 第13図-” 土師■ 坪 7.3
回壁糸切り一櫨伏

圧痕十ムシロ目
ﾖｺﾅﾁ゙ 誼ﾅデ |Ｉ

用い－方向
ナヂ

弱反掬
弱褐色

色～
口轟部なし･唾陣唖

SＤ２０ 篇13図-100 ±卸璽 坪 *ａ６ 回転糸切り 麺ナヂ 誼ナヂ
■い－万国

ナチ
明灰褐色 徴 口働OBなし･底0530,

SD鋤 薦13図-101 士再里 小皿 Ｚ８ 2０ 3.9 固藍祭切り 回唾ﾖコナデ
＝

ヂ

＝

ヂ
檀褐色 微 多 ７５Ｗ

S､釦 鷺13図-102 土御圃 小皿 *9-0 1.6 *7.2
庄痕

ｮ回ナデ ﾖコナデ
副
拝
一方向
明褐色 少 微 多 0ｍ

ＳＤ釦 薦13図-１０３ 土卸困 小皿 *8.6 *2.3 蝿４ 回転糸切り
－

唾轄ｺコナデ
＝

デ ドデ 復褐色 微 多 多 Oｑ

SD釦 篇13図-104 土飼■ 坪
回転糸切り一橿伏
圧痕

鳳い一方向
ナヂ

灰褐色
皮褐色
一明

ロ輝邸なし･底母 帥

SD20 第13国-105土卸圏 小皿 蝿.６ 2.1 *４３ 回転糸切り …ｺﾅヂ|’
＝

子 |：
一

」
檀旧色 微 少 鮪晶片岩粒 戯

SD釦 第１３図-106 土節、 坪 10.4 2.3 4４ 回転糸切り 回鱈ﾖｺﾅヂ|’
＝

ヂ

哩匹垂＝‐■丁

ヂ
複梱色 微 微 少 帥

SD20 第13因-107 土師■ 坪 1０．４ 2Ｊ２ 4４ 回転糸切り ﾖコナヂ 雪ナデ ﾖコナヂ 檀掲色 微 欲 多 醜

ＳＤ釦 篇13図-106 土■■ 坪 *9.3 2２ 霜.７ 園…秤’
四

ヂ

－－ー一夕

ヂ
檀褐色 少 少 多 醜

SD釦 徳13国-009 土御■ 坪 ＊ 1.9 ２１ 6.7 回転糸切り 園遍雪拝1１
＝

デ デ
夜掲色 少 多 多 ロ降郎なしo底邸100ｈ

SｍＯ 第13図-100 ±揮畢 坪 ＊ 2.5 2２ *6.6回唾条切り 園…拝Ｉ
＝

ヂ
檀褐色 少 多 多 4醜

SＤ２０ 繭13日-181 ±卸巳 坪 ＊ 1.5 2６ *6.0回転糸切り ｮｺナヂ ヨョナヂ '１
中心のみナ

ヂ
明掲色 少 多 白色粒憧 2験

S○2０ 第03国-012 ±卸里 坪 ＊ ２０ 2６ &８ 固唾皇切り 回転ﾅヂ 回転ナデ 回転ﾅヂ
轡掲色～耐

褐色
少 微 少 白色粒少 ｱoｈ

SｍＯ 猿13国-003 士■■ 坪 ＊ 1.6 2５ a９ 回転糸切り 回転ﾅヂ 回琶ﾅヂ 回転ﾅヂ 蜜褐色 4ｍ

SO2０ 露13回-004 士■垂 坪 ＊ ２２ *2.5 *6.4回唾条切り ﾖコナコヂ ＝ナヂ ﾖコヂデ 璽癒褐色 多 白色粒少 1ｍ
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迅桐各月 挿図骨号 個別 ■形 盛亀/WＷ
法貢

口毎 幽窓 晦羅

唄聖

塵鳳 内面 ヶL囲 、込み
色鯛

石英 角閃石

、

舎尊母

土

泳色軸 その徳
慣考･土卸跡残存率

ＳＤ２０ 第１４図-115 土聞跡 坪 ＊ 1.4 2.1 *5.8回転糸切り ヨコナヂ ﾖコナデ
砲い－万岡

ナヂ
極褐色 多 白色粒少 １５%

ＳＤ２０ 第14国-116 土岬珊 坪 ＊ 1.4 *2．７ *6.5回転糸切り ヨコナヂ ﾖコナヂ ヨコブコデ
ー－

明褐色 徴姻 多 ２０％

Sp20 篇14図-11フ 土餌靭 坪 ＊ 2.0 2.4 輪.６ 回軽糸切り ｡鱈ﾖｺﾅヂ'！騨ﾖｺﾅ'１
回転ﾖコナ

子
檀褐色 少 １０％

SD20 第14図-０１８ 土蘭■ 坪 ＊ 2.0 2３ *8.4
回転糸切り一掻状
庄掴

ﾖコナデ ヨコナデ i１
楓い－方向

ナデ
明灰褐色 微 敬 ２０％

SD釦 第14国-119 ±嘩畢 坪 ＊ ２０ 2９ 輪.３ 回転糸切り ヨコナヂ ﾖコナデ Ｉ
秒
拝
一方向
唄反褐色 微 微 １０Ｗ

S､釦 第14因-12ロ 士唾哩 坪 申 3,2 3,0 *5.6回転糸切り 雪ナヂ ﾖコナデ ﾖコナヂ
反梱色～檀
褐色

微 微 少 １０町

so釦 第14国-121 土輝■ 坪 12.0 2６ 5.9 回転糸切り ﾖコナデ ｮ色ナヂ ﾖｺﾂ国デ 密褐色 多 鮪晶片遍粒 ６倣

S、釦 常14国-122 土陣■ 坪 ● 1９ ●2.1 輪.６ 回転糸切り 唾睡ｺョナデ
ご醒司ｺナ

子

固唾コョナ

デ
曙蜜丹色 徴 数 多 館昌片週粒 ２罰

SＤ２０ 第04国-1羽 ±算里 坪 申 ２３ 2４ 6.9 回転糸切り 回転＝ﾅデ
回礎司司ナ

苧

回
デ
曙．句ナ

梗縄色 徴 多 ２５１

SｍＯ 猿１４国-124 土画■ 坪 ＊ 3.3 ２７ 弱.0回睡条切り ﾖコナデ ﾖ回ナデ 涜覆褐色 微 少 白色粒歓 1馴

SＤ２０ 篇14国-125 士嘩寧 坪 ＊ 3.5 2６ *8.2回転糸切り 誼ナデ ﾖコナデ ﾖｺー ﾁ゙ 明褐色 多 １０％

SD2o 第14図-126 士陣写 坪 ＊ 2.2 2.6 *8.0唾転糸切り ﾖロナヂ ﾖコナヂ 回転ナデ
明褐色～唖

褐色
多 1ｍ

SＤ２０ 繭14国-127 土餌魁 小皿 3.6 回壁拳切り 回転事ナヂ
回転雲ナ
ヂ

回転ﾖコナ
ヂ

檀褐色 多 多 ロ蜂部なし･底部80､

SD20 篇14国-128 土侮■ 小皿 3･４ 回転糸切り ﾖコナヂ ﾖコナヂ
ー

一方向ナヂ
ー

檀褐色 ロ織部なし･底部100％

SＤ２０ 篇14国-１２９ ±坤尊 小皿 5,6 回転糸切り 図鑑雪ﾅデi１
回転ﾖコナ

デ
ー 一

一画
ヂ

侭褐色 微 少 口働部なし･底部50％

SＤ２０ 第14国-130 土師里 坪 *6.6回壁糸切り 園…ﾅデ'１
国＆凸コーダ

ヂ

回型＝て豆９丁

子
檀褐色 多 白色粒少 口撞邸なしo底邸諏

SＤ２０ 第14国-131 ±卑哩 坪 5.0 固唾糸切り 園…ﾅデ'１
固唾ヨコナ

デ

固唾ｺコナ

子
檀褐色 多 徴 白色軸少 口笛邸なし･底8325Ｗ

S、釦 露14国-132 ±嘩里 坪 5.7 回転糸切り 明反褐色 多 多 口避部なし･摩邸１０on

SＤ２０ 第14国-133 ±嘩璽 坪 報.８ 回転糸切り
固唾再ヨナ

デ

回躍司ヨナ

デ
檀掲色 少 少 多 ロ緯邸なし･底醇60ｈ

SＤ２０ 猿14国-834 土節畢 坪 5.3 回転糸切り 回転ﾖｺﾅﾁ゙
回睡司司十

デ

里一一一〃

ヂ
湊廊*B色 少 少 ロ働邸なし･底偲70ｑ

SＤ２０ 第14因-135 土卸毎 坪 *6.4回遍糸切り エコナヂ 涜感褐色 微 多 白色粒少 ロ鋒６３なし．底８３３９､

SＤ２０ 第14図-136 土師■ 坪 ＄5.7回廷糸切り 回転ﾖコナデ
回唾ヨョナ

デ

回曙ヨコナ

子
夜褐色 多 白色粒少 ロ舞邸なし･底郵6輪

SD2D 第14図-137 士睡里 碗 中6.2

SD20 第04図-138 土卸質土■ 土哩

SＤ２０ 第14画-139 土廊■ 灯火具 ＊7.0回転糸切り ナデ 明灰褐色 少 少 微

SD20 第14国-140 宜画士璽 火鉢 *29.2

SD20 第15図-141 青磁 碗 飽泉禰系

SＤ２０ 第15図-142 青花 皿 皿C制 景侭領系 銅.６

SD20 第15四-143 膏花 碗 碗C創 昼唾喧畢 ＊ 1.7

S､釦 第05国-1“ 膏花 碗 碇C創 景回鯛系

SＤ２０ 篤15図-145 膏花 硯 噴C刺 景旬領系 申 ２４

SｍＯ 筋15図-1“ 骨花 碗 碗E群 景鰍箇系 ＊ 1.9

SＤ２０ 篇15因-１４７ 青花 碗 碗E郡 昼憧埋葉 申 4.8

SｍＯ 薦15図-148 膏花 硯 砥Cﾛ 景邑鎮系 申 4.0

SＤ２０ 葛15図-149 青花 碗 津州寓系

SD20 徳05国-150 白田 硯 中 5.6

SD20 繭15国-151 骨砥 蘭 趣泉寓系 ＊ 5.2

SO2p 第15国-052 膏花 碗(蹟E昇） 員箆頓系 3.7

SD20 第15国-153 膏花 碗 貝徳頓系

S､釦 鴬15国-154 膏画 噴 画果鷺系 *1４６

so釦 第05国-155 白電 硯 極府系 5‘０

S､釦 第15国-156磁魁 碗(砿C稗） 量徳鎮系 5.7

S､釦 第15図-157 青花 蘭(硫C郡） Ｂ唾草畢 *ａ６

so釦 第15回-153 青融 硯 櫨泉寓系 3５

S､釦 第15国-159 骨融 碗？ 飽泉禰系 5．９

SD20 第15国-１６０ 白磁 碗 朝鮮？ 5,5

SＤ２０ 第15図-161 青砥 碗 5.7

ＳＤ釦 第15図-162 骨磁 碗 飽泉窮系 輪.０

SD釦 蕗15図-１６３ 白砥 皿 *7.4

ｓｏ釦 徳15図-164 青磁 笥皿 貝箆頓系 *5.8

S､釦 露15図-865 骨花 皿(皿C卿） 昼垣ご星 鞄.７

SD2q 第15図-１６６ 白磁 皿 昼廼ロ垂 11.3 5,7

ＳＤ釦 露15図-167 青画 唆丞皿 壇早画票 ●1Ｑ９

SＤ２ｐ 薦15回-168 白磁 碗 巳⑱噂婆 １１‘４

SD2q 薦15図-160 白磁 皿 量巴頓系 妬.９

SD20 第15図-17｡ 白廼 皿 固■値系 ＊1２０

SDm 薦15図-170 骨花 皿(皿B1郡） 昼喧埋葉 ＊11.5 ●2.6 *6.1

SD釦 第15国-172 膏織 慾 画県寓系 *1２６

SOm 第05国-173 骨花 皿 Ｂ哩箪系 ＊14.6 27.5 *8.4

SO2０ 第１５因-174 膏磁 皿 掴泉南系 21.6

SｍＯ 第16国-１７５ 褐職岡■ 量 *1０４

SD20 第16国-176焼締閏、 箆利？ 慣前焼

so釦 第16図-177焼締閏融 嚢 慣前蝿 *12.0

SＤ２０ 第16国-178焼縛閏■ 鉢 憤前鍵 *2ｑ８

S､釦 薦16図-179焼縛陶■ 鉢 中因 *9.8

SD釦 第16図-１８０ 焼縛陶唇 摺鉢 中■ *21.5

ＳＤ釦 薦16図-081 璽緯鈎囲 瓶 中因 *8.6

ＳＤ釦 篇16国-182燭舞閉■ 摺鉢 倹前焼

ＳＤ釦 鷺16図-1鯛 焼御薗■ 摺鉢 ■酋句

S､釦

S､釦

篇16図-184

第86回-185

辰冨詞
韓樗再旦

掘鉢

摺鉢

■範唾

■前焼

*29.1

SD2Q 第06国-1“ 焼舞閏跡 鉢 ■酋画 22.4

ＳＤ釦 策16回-687 壇判再亘 摺鉢 Ｐ酋韓

SD20 徳16図-088焼純寓■ 摺鉢 ■前煙

５，２０ 篇06日-189鑓璽噂■ 蜜鉢 憤萌鐘 *13.0
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退檎番目 挿図笹号 穏嗣 箆形 愈地/軍
向垂

涜量
一マシ
」寒径 鹿ﾛａ

鯛整

内茜 外函 見込み
色飼

蚕ﾀＬ角閏石

周

金璽母

土

赤色鞄 その他
償考･土御■残存率

SＤ２０ 第16国-190 虞輝閏凪 摺鉢 ■前璽 *37.2

ＳＤ釦 第１７国-092 風脚閏固 霊鉢 働前風 ●25.0

SＤ２０ 第17四-193鰹縛閏魁 握鉢 質前璽

SＤ２０ 篇17図-194 娩締陶固 摺鉢 質前璽 *29.2

ＳＤ２０ 第17図-195 娩縛陶圏 要 働前鍵

ＳＤ２０ 常17図．196 娩縛陶魁 摺鉢 償前煙 *28,4

ＳＤ２０ 第17国-197 娩脚陶脇 昼 貫前煙

ＳＤ２０ 第17国-198 鰹純陶魁 摺鉢 償前焼 *29.6

ＳＤ２０ 第１７国-1” 風脚閏創 星 償前焼

ＳＤ２０ 第１７国-200 遠脚閏困 更 倹繭蝿 *4２８

ｓｏ釦 第17国-201 璽純閏思 亜 慣繭蝿 外面へラ記号

SＤ２０ 薦18国-202 土卸貫土■ とりぺ

SＤ２０ 第１８国-203 十塑晶 羽ロ 外径４．６内径Ｌ４
SＤ２０ 篇18国-204 石製品 ふいご羽ロ 外径･9.2溶鰭型灰岩
ＳＤ２０ 篇18図-205 石製品 羽口 外径11.3内径2.8雇灰岩

ＳＤ２０ 第18国-206 瓦 鬼瓦

ＳＤ２０ 篇18回-20フ 瓦 丸瓦

ＳＤ２０ 第18図-208 瓦 平瓦

ＳＤ２０ 篇18国-209 瓦 平瓦

負、釦Bａ 第１９図-１ 京卸系土岬輯 回 1０３ ２１ ４．３
｢2』
＝ナデ 一方向ナデ 徴 906

全D麺？ 第19国 ２ 京伍系土卸■ 回 *1２６ ２４ *5.8 ﾖコナデ ﾖｺﾅﾖﾃ゙ 一方向ナチ
嚢褐色－反

褐色
微 3帆

§⑯麺３ 猿19国 ３ 京配系土峰■ 回 ﾖコナデ ﾖコナデ 明氏褐色 I晩底御なし

ｇｎ２０２ 薦19国 ４ 京律系土輝路 皿 ＊1２，７ ﾖコナデ ﾖコナヂ 明氏褐色 微 IONb底偲なＬ

§⑪2岬 第19国 ５ 京母系土卸器 皿 *6.2 ﾖコナデ ﾖコナヂ 一方向ナデ明灰褐色 微 301

§⑭2ｍ 猿19図 ６ 京母系土輝圏 皿 ﾖコナデ ﾖコナデ 明灰褐色 10％底部なＬ

§⑪2⑱ 第19因 ７ 京餌系土卸圏 皿 ＊13.1 *2,0 *6.6 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナチ 漢褐色 微 少 ２０W

角、?、 藁19国 ８ 京母系土卸恩 ロ *14.0 2２ *7.6 ﾖコナデ ﾖコナデ 一方向ナチ明反褐色 敏 ＺＯＱ

§⑪2ｍ 露19図-９ 京配系土画■ ロ 誼ｰﾃﾞ ＝ナデ 明涜反褐色 56底部なし

＆､罰？ 第 9国-10 土餌圃 坪 卓13.7 ﾖコナデ ﾖロナデ 明灰縄色 徴 1砿底邑なし

ｇＤ２ｍ 篇 9図-11 京■系土師魯 皿 卓13.9 ﾖコナデ ﾖコナデ 明浅辰褐色 I晩底邸なし

SD203 常 9図-12 土師葛 坪 *11.9
圧痢

ﾖコナヂ ﾖコナヂ 明褐色 ２０､

SD203 第 9図-13 土卸函 坪 *11.6 2,8 *6.1 回鱈ﾖｺﾅヂ|’ヂ Ｉヂ 宙褐色 徴 l帆

SD203 第 9図-14 土師■ 坪 *6.8 回麗ﾖｺﾅデＩ皇ﾆﾆーＩ
一一＝一夕

ヂ
轍褐色 少 多 ロ轡憾なし･底部70町

ｇ○麺３ 薦 9国-15 土師■ 坪 *6.4 圏麗ﾖｺﾅデ’：…ﾅ'！ヂ 歯褐色 勘 多 ロ働卸なし･底58501

色､宝1勺 第 9図-16 骨田 碗 壇象窟系 ●15.2

9,202 第 9図-17雨 鉢 中国

ｇｎｍ３ 第 9国-18 虞脚閏圃 憎鉢 負餌

弓、2⑪３ 第 9図-19 瓦貫土思 火鉢

第10表 週

週檎各号 律囲各号 材貫 ■魁 軸･施文 口径 圃高 摩擾 璽廻 崖埴′京Ｉ製作年代 質考

SKOO4 藁102国－０ 砥輯 紅皿 日田 4.7 1．５ 1.4 喝 頂Ｉ 8c以園

ｇＫｍ４ 禰102図･２ 磁輯 紅ロ 巣付 ●5８１２．１ 3０ 肥 飼Ｉ 8c以降

呂寧面４ 菰102園-３ 砺閲 [ロ 幾付 ６，３１２．２ 2.6 巴 飼Ｉ 8c以瞬

SＫｍ４ 第102図-４ 砿期 ､坪 白樋 05,2Ｉ●4.0 3.1 阻 煎Ｉ 8ｃ

SkOO4 露102図-５ 磁鵡 坪 白磯？ $6.5Ｉ中4.6 3.6 肥 前Ｉ 8ｃ

SKOO4 露102図-６ 磁閉 肇付 ７ 2.6 肥 前Ｉ 8ｃ

SKOO4 雨102回-７ 磁鰯 殿付 *4.7Ｉ●4.2 3.4 肥 前Ｉ 8c前半

SKOO4 第102回-８ 磁輯 巣付 ◆9.1 4.1 3.3 肥 前Ｉ 8c中頃～後半

SKOO4 猿102園-９ 磁劉 色絵 ●1０．３ 肥 前Ｉ 8c前半一中国

SKOO4 繭102図－１０ 陶蘭 鉄絵 ９ 5.フ 3.1 値 顛系１ 8c後半

SKOO4 薦102図-11 同期 透明軸 c8.8 5.6 ●ユ５ 侭県系Ｉ 9c前半

ｇＫｍ４ 第102図．１２ 国輯 遜頃軸 ●9０ 5２ ●3.6 侭 顛系Ｉ 9c前半

写り〔唾４ 粛102図-13 画期 粂付 8.5 4.6 3.Ｚ Ｅ 前Ｉ 8c中画一後半

sＫｍ４ 露102因－１４ 田輯 巣付口脹 ●9.7ＩＣ5.7 ●4２ 肥 前Ｉ 7c後半一束

目嘆qｎ４ 篇002因－１５ 田圃 (頃』 桑付 5２１３ 0０ロ 巴前Ｉ 8c家～19c繭半

SKOO4 幕002図-16 磁鵡 (燕物） 蛾付 ●８６１２１ ． 肥前

ｇＫｍ４ 雨002園－１７ 磁鰯 (頃） 染付･外面青鍾 8.5１２ 。 肥前Ｉ 0c後半

割く００４ 猿102園－１８ 磁器 影頃 里付◆外面音盈 7.1 ３ヨ 肥前’ 8c後半

SKOO4 薦102国－１９ 融路 形碗 肇付･外面肯磁 ７３ ◆３ヨ 肥前Ｉ 8c後半

SKOO4 穂１０２国-20 磁器 染付 11.4 5‘７ 4，ヨ 厘前Ｉ 8c後半

SKOO4 薦102国-21 磁器 幾付･口鯖 ●７．６ 今７．１ ＄５ヨ 肥前Ｉ 9c前半

SKOO4 第102図-22 磁翻 ば櫓口 幾付･外面胃融 7.5 ６ ５ヨ 肥前Ｉ 8c後半 蛇ノ目凹形粛台

SKOO4 常102国-23 画期 形碗 幾付今外面青磁 ７２ 5.6 3，ヨ 肥前Ｉ 8c後半

Ｓｍ⑪４ 猿102図-24 磁圏 形碗 巣付◆外面膏由 7.1 6．４ 3，ヨ 肥前Ｉ 8c後半

SKOO4 猿102図-25 四扇 炉 田胎粂付 ●9.8 ７．1 5.3 肥 前Ｉﾛ壁画半
劃く0０４ 第002回-26 磁曙 染付◆外面昔磁 1１．６ 6‘４ 4.1 巴 薗Ｉロ8c後半
劇(004 薦102図-訂 函圏 粂付◆外面青砺 ●１１．４ ●6.1 ●3.8 妃 酋ＩＥ8c後半
回ｍｎ４ 常102図-28 圏鞘 条付(広東硯） ●１１．６ 6.4 ●5.9 巴 飼ＩＥ8c束～19c前半
劃く００４ 篇102図-” 陶鳳 薦灰鞄 ●1２２ ●5.9 ●６８ 脹 鍾ＩＥ9c繭半 天回砥

SW〈O⑪４ 薦102園－３０ 樋鰯 嬢付 ２０ 肥 酋ＩＥ7c末～IOC前半 画錘娠

罰<0⑪４ 病102国-３１ 融輔 皿 磯付 1１．６ 3.2 4-2 息 前Ｉ 7c束～I8c前半

割く004 猿102国-32 閏期 皿 内因鉄軸 ０３．７ 3.3 5２ 肥前？Ｉ 8c後半か

SKOO4 薦102国-33 樋覇 皿 肇付 ●20.0 $3.0 06,フ 肥 前Ｉ 8c中頃～後半

SKOO4 露102図-34 樋期 皿 骨花 ●1３．４ 2.8 ●7.6 中国畳値個系Ｉ 6c後半

SKOO4 徳102国-35 繍堀 皿 姓付 ●1３．９ ●4.3 ●8.4 肥前

SKOO4 繭102図-38 融輔 瓜１ 塗付 ●13.５ ●3･５ ●4.6 厘 前Ｉ 7c束～18c前半

SKOO4 繭102国-37 磁輯 皿 塗付 ●1３．４ 3.8 ●７．８ 厘 飼Ｉ 8c中国～後半

目叫哩⑪４ 衣t０分画＝、 町醸 鉢 墨灰鞘 ●4.5 羅 鍾Ｉ 9c前半

写区⑱､４ 竃102画一3９ 砺覇 鉢 骨樋 ●２０．０ 中国翻泉薫系Ｉ 2c後半

SKOO4 薦102国-40 碩鰯 鉢 昼付 ０１８．０ ●0０．１ ●7.4 ０ 阻 前Ｉ 壁画や

SKOO4 菰102図-４１ 煙獅田圃 回 ●0８８ 4.8 ●1８．６ ■ 酋煙Ｉ 7ｃ

SKOO4 薦102因-42 国輔 士廼蕊 灰軸 ●７．６ ●1３ ●3.8 佃面系Ｉ 9c噴半

副《００４ 楠102因-⑬ 同期 土頬爵 鉄軸 ５．７ ４ 間■系Ｉ 9と酋半

割〔q⑪４ 減102図-44 画館 士鍾 峡舘 ８．７ 間画系’ 9c前半 因郵母大径●20.0

劃く004 猿102国-45 陶覇 壷 醸閲 ０１３．６ ●1１－７ *10.1 九州宮？ 18c後半～ 瞳成不白

－１３６－
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第12表近世遺構出土遺物観察表３

材質 閣形過欄岱号

開 病
挿図岱号

冒胃雨弔宗栗１１０図－１０２

鞘･塘文

贋同盟､弓睦月白
SKCO7 第110回－１０３ 士薗曾士圏 鰹炉内筒
SKOO7 霊110図－１０４ 瓦貫士圃 唱曙

SKOO7 竃110図－１０５ 不明土製品
SKOO7 第110因－１０６ 土師貿士 喝曙

SKOOア 第110国－１０７ 且弓宰函÷ §曙
SK（ lフ 藁１１０国－１０８ ■－戸一 i曙

SKＯ ３ 竃84因－１ 樋期 Ｗ 梁付

SKＯ ３ 第84回-２ 画固 内画に呉幻による文帳

sＫＯ ３ 嵩84国-コ 歯固 I炉 頑函唾･金騨

SKＯ ３ 第84図-４ 画間 i炉 貢函

SKＯ ３ 第84国-５ 磁圏 １ 梁付

SKＯ ３ 素84図-６ 砿期 国 梁付
SKＯ ３ 第84図-７ 士日日首十皿 衝(火渦壷』
SKＯ ３ 竃84図-８ 土師貫土麺 晒略
SKＯ ４ 爾84図-９ 碩閉 替 炉ロ骨磁
SKＯ ４ 藁84回－１０ 磁聞 Ｉ嚢付

SKＯ ４ 第84国-11 磁圏 貢花

SＫＯ ４ 謂84図－１２ 磁閲 形喧Ｉ染付◆外面筒磁
SＫＯ ４ 第84図－１３ 樋期 染付･外因置磁

ＳKＯ ４ 第84図-14 印遜 鉢 縄宛

ＳKＯ ５ 富113回－１ 田遍 回 梁付

ＳKＯ ５ 第０１３国-２ 鶴鞘 紅ロ 愛付

SKＯ ５ 第０１３図-３ 砥蘭 画 色錐

ＳＫＯ ５ 索１１．図-４ 陶鳳 ﾛ 透明唖

Sj(0５ 藁１１３図･５ 国固 透明知

副<０ ５ 第１１３図-６ 陶購 透明堀
ヨ《０ ５ 第１１３国-７ 磁圏 坪 日砥

SKＯ ５ 第１１３図-８ 職期 肇付

SKＯ ５ 露１１３国-９ 樋闘 〔広頭画》 聖付

SKＯ ５ 露１１３図－１０ 樋制 【広東頁〕 染付

SKＯ ５ 第113図-11 磁函 日田

SKＯ ５ 爾１１３画一1２ 陶鞘 炉 外面睡蝿

SKＯ ５ 癖１１３四一1３ 碩圏 彫碗 愛付

SKＯ ５ 第113図－１４ 陶圏 買灰堀

SKＯ ５ 藁Ⅱ３回－１５ 陶圏 皿 画織鞄
SKＯ ５ 第１１３国－１６ 陶朗 繭（土 厩鞄

SKＯ ５ 藁１１３図－１７ 磁繭 傍(鏑 梁付

SＸＯ ５ 竃１１３因-18 磁扇 ロ 梁付

SKＯ ５ 薫11．図-19 砺嗣 鉢 Ｉ梁付

SKＯ ５ 露103図-20 士函貧土皿 培幡

SKＯ ５ 索113国-ＺＩ 陶圃 ± 樋Ｉ眠晒
国（０ ５ 幕113画-誼 閏期 露 鉢Ｉ醸和

SKＯ ５ 第113国-23 画期 雷 鉢ロ敏和
SKＯ ５ 藁Ⅱ３国－２４ 画画 霜 鉢Ｉ餓釦

SKＯ ５ 藁１１３国-25 土算買土 閉 鯉炉

SKＯ ５ 薦１１３図-26 十回簡日可十 閉 サナ

SKOI7 露116国－１ 磁隅 』坪(凋季五杯J１粂付
SKOI7 竃116図-２ 園翻 J１ ”1やl毎一冬■ｑ可画』■色歴

SKOI7 第116回･３ 磁掴 Ｊ１ 坪(殉手酒杯、Ｉ梁付
SKOI7 露116図-４ 磁掘 jｌ 坪(測手酒杯Ｄｌ染付

SKO17 窮116国-５ 磯樋 ４坪(薄手澗杯） 梁付
SKOl7 篇116図-６ 礎期 小坪(匁季洞杯） 染付

SKO17 竃116国－７ 醐鞘 小坪(簿手酒杯） 肇付

SKO17 露116国-８ 碩翻 小坪(殉季酒杯』 壁付

SKO1フ 竃116国-９ 田園 小坪(麺手濁杯』 肇付

SKO17 嵩116因－１０ 碩園 小坪(殉手五杯』 色雅

動く017 霧116因-10 闘蘭 珂勺Ｋ零千画ＴＴＪ 役付

SKO17 猿116国-12 融輯 ロ 日田

SKO17 蕊116図－１３ 十ｍ紐

SKOI7 意116国－１４ 園跡 彫水滴 桑付

SKOI7 露１１７国－１５ 磁剛 桑付

SKOIフ 露117図－１６ 磁圃 日田

ＳＫＯＩ７ 第117国-17 磁鳳 嚢付

ＳＫＯＩ７ 第117国-18 田期 垂付

ＳＫＯＩ７ 富117国－１９ 陶圃 灰鞄

SKOI7 露１１７国－２０ 陶蘭 型型◆白日、Ｅ号轟け

SKO17 篤１１７国-２１ 繊剛 鎖付

SKO17 第117図-22 磁朗 肇付

SKOl7 第117図-23 砥期 巣付

SKOI7 露１１７図-24 閲■

SKD1７ 露117国-25 閲■ 紐麺◆白馳ビラ田Oナ

SKOI7 薦117国-26 同期 網軸◆白腫ビラ掛け

S楓017 竃１１７図-27 樋圃 梁付

SＫ０８７ 第117国-28 磁鳳 饗付

SK017 猿117国-29 田期 幾付

ＳＫ０１７ 索117国-30 磁遍 壁付

劃く01ア 第117国-31 碩繭 桑付

ＳＫ０１ア 第117図-32 同期 褐軸･白軸ビラ掛け

S』<０１７ 糟117回-鋤 砺蘭 染付

SKO17 第187国-34 田閉 粂付

SKO17 富１１７回-35 磁圃 梁付

SKO17 第117国-36 町翻 峡絵

SKO17 竃１１７図-37 敬路 染付

SKO17 第１１７図-38 幽鶴 影碗 塗付

SKO17 第117図-39 閲剛 透明

SKCOフ 竃１１７図-40 猫期 梁付

SKCI7 藁117図-４１ 繍期 肯磁

SKOI7 露117国-42 田鴎 鐘付

SKO17 第117国-43 田葛 肇付

SW(01フ 富117画-44 陶覇 炉 外面爾国鞄

SKO17 爾117国-45 磁圃 (9W） 桑付

SKO17 第007国-46 箇鰯 l(頃』 桑付

SKO17 富017国-47 砲■ 骨(硯〕 桑付
SKO17 第117国-48 田固 褐(硯Ｉ 殿付

SKO17 猿１１フ団-49 砥用 鋳(硬） 梁付

SKO17 第117国-50 融繭 擬(硬） 梁付

SKO17 漉１１７図－５１ 磁繭 僑(頃』 肇付

SKO17 第117国-52 敬繭 衝(碗） 梁付

SKO17 篇１１７図-53 磁函 衝(碗） 桑付

SKO17 第１１７国－５４ 磁凶 梁付

SKOI7 篇117図-55 融圏 責磁

SKOI7 策１１７国-56 磁朗 巣付

SKOI7 薦117国－５７ 磁圃 (八角鉢） 膏磁

SKOI7 竃118国－５８ 磁圃 (広東碗） 桑付

SKOI7 篇118園-59 磁踏 (広車観） 桑付

SＫＯＩ７ 篤118国-60 磁剛 〈広東喫） 鐘付

SKOI7 露118図-61 磁■ (広吏碗） 粂付

SKO17 徳ＩＩＢ図-62 樋期 (広東頃） 柴付

SKO17 薦118図-画 園■ (蛇反硬ｊ 鐘付

SKOO7 藁１１８図-“ 酌圃 褐軸･蝿髄

劃《017 竃１１８因-65 磁卿 (広東画） 曇仮↑

●

●

●

●

口径 圃高 底径 娩織 痩地,窟’製作年代 働考

●１１．９
ﾛ
ロ
ﾛ
ロ
ﾛ9CHw幸
ロ9亡璽半
ロ9c前半
［

◆31.コ 、９c薗半
30-4 ６６ Ｅ失画半
●3８６ 9℃薗半

09.6 ５１ ４２ 尼

償

園

顛 呆Ｉ、、
8c酋半～中咽

、8c蘭半
肥卿 ＩＥ陸画筆

●1０６ 肥町 ＩＥ8ｃ
◆１１２ 尼町 Ｉ8c前半
＊1４４ 肥町 Ｉ8c前半

＊1９．２

8c前半

０１１，０ 肥 前ＩＥ8ｃ
●9.4 肥 前ＩIＩ8ｃ 礎半
010.2 中国蝿州震系Ｉ 7ｃ 阿半
C７－２ 巳 前Ｉ 8ｃ環半

$１１．６ 尼 餌Ｉ 8ｃ愛半

●33.0 肥 的Ｉ 8ｃ

０５．６ 2.1 ●2８ 肥 繭Ｉ Bｃ

●7.2 3０ ２９ 肥 前Ｉ 8ｃ

●9.4 睡 酋ＩＥ8ｃ
●8.7 5-0 ３０ 侭泉系Ｉ 9℃繭半

●9０ 5６ 2.9 侭県系Ｉ 9℃前半

０９．３ 5.4 3.5 値泉系Ｉ 8c後半

●4.8 ３５ 2.7 肥 前Ｉ 8ｃ

3,0 肥 前Ｉ 8c中、

1.6 6.5 ●4.4 肥前 8c末～１９金堂半

9.9 5.6 05,5 肥 前ＩIｉ8c末～１９e鹸半
● 0.5 5.6 o4.1 肥 前ＩＥ8ｃ
9.4１５．３ 5２ 肥前？

7.5Ｉ＊4.9 ●3.5 肥 前Ｉ ８c後半

８８１．２．１ ◆3.9 Ｅ ｎＷＩ ７亡ｎ半 旺邸糸Ｕ１ｕ

◆ 1.2１．３．２ ●3.6 肥前内野山Ｉ ７c末～１８c堕半 見込み症ノロ知日q霧

6,8１２．４ ４．２ 閃西系Ｉ 9c蘭半

尼繭
● 5９ ◆4２ ●9.6 肥繭 8c後半

●298 足画

●32.6

●20.8 関 西系ＩＥ9亡画筆
●3０３ Ｅ 画？Ｉ 7c後半？

●３８４ 掘 田倉Ｉ 9c繭半

●43.8 ●1５．６ ●1４８ 肥酋 8ｃ

9℃前半

●1２．４ 9.5 9c前半

5.8 2.8 2.5 ○ 胞 前Ｉ 9c前半～ 目ｕ

５ 2.8 ２５ 厘 前？Ｉ 9c前半～ 田上Ｉ

６， 3.1 ２ 肥 前Ｉ 9c前半～ ｺﾛ

６ 3.3 ２フ 肥 前Ｉ 9c前半～ 羽

６ 3,1 2.6 肥 前Ｉ 9c前半～ 羽
C６ ○ 肥 前Ｉ 9c前半～ .。

３ 2.8 肥 前Ｉ 9c前半～ ｺﾋＩ

●７０ ●3.3 c2.8 ０ Ｅ 餌Ｉ 9c前半～ 羽

6８ 3.5 ３ 巴 繭Ｉ 9c飼半～ ｺＩ

7画４ 3２ ｡.２ 里酋？Ｉ 9c前半～ 唖

６．６ 3.コ ２８ ○ 尼 前Ｉ 9℃画半～ 唖

4.3 1.6 1３ 巴前

長さ６．５喝２６

肥繭

6８ ３ 2-5 厘 前Ｉ 8ｃ？

●７．１ ３ 2.6 肥 前Ｉ 8ｃ？

●8,1 ４‘ 3４ 尼 前Ｉ 8ｃ？

●８２ ３‘ 3.1 廻 前Ｉ 8ｃ？

●７．２ ４， 3.0 肢 焼Ｉ 9c前半

7.1 ４‘ 3.4 緩 規Ｉ 9c前半

*７８ ４． 3.1 ８c末～I9c前半

7.8 4.9 3.4 ０ ９c前半

*8.3 4.3 ●4.0 ９c前半

６８．６ 4.8 o３０ 備泉系Ｉロ9c前半
7.4 4.4 3.5 壊 煙Ｉ、恥前半
7.9 5.3 3.フ 騒 煩ＩＥ9を酋半
6９ 5.2 3,3 ○ 尼 飼ＩＥ9c酋半～中、
6.7 5.3 ３．１ 巴 酋ＩＥ9c前半～中唖
０７２ 5６ ●3.1 巴 酋Ｉロ9c頂半～中咽
●７４ 5.6 ●4.0 厘 酋Ｉ、9c頂半～中頃
０６．９ ５３ ●3.4 肥 前ＩＥ9c画半一中国
7.6 5.5 ３．９ 尿 焼Ｉ、9c繭半
●７．５ 4.9 ●3.6 肥 前ＩＥ昼一叫茜宰一ｒ色間面
*８６ ●5.4 ●3.4 肥 前ＩIｉ8c末～19世紀初函
8.8 5.3 ３．８ 足 的ＩＥ8c来～１９世紀初皿
９ 5.9 ３．０ 肥前？Ｉ 8c末－１９c前半？

$8.ア *4,7 ●3.6 肥 前Ｉ 8c束－１９世鰹初皿

06.6 ＄5.6 卓3.5 肥 前Ｉ 8c末－１９世提初皿

8.6 5.4 3.6 京・値鋼系？

4.6１０ 亀山煙Ｉ 9c前半

●3.8 三田肯磁Ｉ 9c前半

10.6 4.8 4.4 尼 前Ｉ 9E斡半 亜ノ回斌の蚕台

6９ 3.6 ２７ 厘 噴Ｉ 9c前半

●7.5 ０

8８ 2.6 肥 ロＩ 9℃酋半～中画
●8２ ２６ ●..１ ０ 肥繭 I9c前半～中ﾛ

９２ ２９ 肥 前Ｉl9c前半～中卸

８．４ ２８ ０ 厘 餌Ｉ 9c前半～中瞳

９９ Ｚ８ 厘 酋Ｉ 9c前半～中は

８８ 2,9 ○ 肥 前Ｉ 9c前半～中は

ｃ９Ｂ 2.9 Ｅ 前Ｉ 壁画半～中丘

●9.4 2,9 肥 前Ｉ 9c前半一中は

９．８ 2.9 旺 前Ｉ 8c束～19c画 陰
5．１ ７ 5.6 肥 前ＩI8c後半～束

1-0 三田貴砿ＩI9c前半 垂冨¥Ｏーフ彦守室、ｑ童ロ

2.7 6.3１５．８１０尼前ＩI9c前半 守皿ｄ全更ヨ金歯■窪ｌ－Ｌ案

3.9 ５１７．２１０肥前ＩI8c繊半～末

0.8 ６ １６１０尼前Ｉ18c末～ ９c前半

0.4 ５ １５，コ 尼 前Ｉ18c末～ ９c前半

0.8 ６ Ｉ●5,6 肥 前Ｉ08c末～ ９c繭半

1.3 ６ １０５８ 厘 前ＩI8c末～ ９c前半

0.8 ●6， 105.フ 尾 前ＩI8c末～ ９c繭半

９４ ●５ Ｉ●3８ ○ Ｅ 繭Ｉ19と酋準 や中切

1.9 ６．コ 5２ 福田産ＩI8c末～ ９c酋半 広画画融

０９ ６．１ ●6０ 腫 酋Ｉ08℃末～ 9c前半
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1３９

出
室
祁
酌
一
‐
隈
一
別

脆
』
Ｋ
一
Ｋ

Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
肌
一
剛
一
Ⅷ
一
服
一
Ｍ

、
４
Ｆ
■
、
。
■
弔
唖
盃
■
、
〃
ｒ
■
．
、
勺
ロ
”
、
フ
■
Ｔ
〃
Ｐ
一

●
０
国
ｇ
ｏ
一
一
●
■
８
国
が
■
０
｜
叩
鵬
一
劃
、
小
一
が
■
。
’

｜
Ⅲ
一
Ⅲ

四
一
旧
一
肥
一

肥
示

四
一
胸
一
把
一

隅掛 挿図番号 材貢 器形 職･抱文 口径 隠高 匠径 焼絶 砿地震 製作年代 ’ 臓寺

ＳＦ

ＳＫ［

ＳＫ［

ＳＫ［

ＳＫ〔

ＳＫ〔

ＳＫ〔

SＫＩ

SＫＩ

]1７

７

'7

1７

1７

１
－
顕

病１

病Ｉ

’
一
躯

’
一
堀

’一銅

’
一
蛾

１
－
鶴

１
‐
一
齢

一
編

雨

寵

雷 諾

琶淵

誼認

誼浬

磁器

幽誰

磁認

磁器

謹器
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過柵轡号 挿図岱号 材質 闘形 紬･施文 口径 蘭高 唯優 娩腫 度噛嘱’製作年代 働肴
ご凪ＵＩノ 系Ｉ琶町凶今ＵＪＵ 悶卿 砺癖 h受？■ 1６．８ ８ ６ 哩画大谷刃ＥＩ１９心雨半
SKO17 第 25回－１７９ 土師貫土閏 Z炉 ０１８１ 恥前半 下旺記出土
SKO17 25回－１８０ 士圃賞士困 2炉 ２１２ 9℃爾半 下唖同出土
SKO17 25図－１８１ 陶圏 １木鉢 ロ蜂錘狸埜・高灰軸外田遇嗣蝕 ６３１２１２２．９ 204 珂戸･纂浪Ｉ 9c前半
SKOI7 25国－１８２ 瓦買土間 Ｏ３５ｊ １１３．１ ●247
SXOI7 25国．183 土師貫土、 i曙 ●388 ９c前半～中日
SKOI8 51国-１ 田圃 ,愛 白日ヨ ●1-8 Ｅ 繭Ｉ 7c後半～I8c 半 四郎赴大径５Ｚ
SKOI8 51国-２ 圏鶴 ,坪 梁付 6.1１３８ ２ 巴KＷＩ ７c末一 8c酋
SKO18 ５１国-３ 碩圃 ,璃 日碩 7.1１４１ ２ Ｅ 前Ｉ 7c末～ 8c繭』
SKO18 51国-４ 碩固 ､硯 白碩 7２１４．３ ２ 尼 前Ｉ 7c末～ 8c前』
SKO18 51囚-５ 徴間 ､硯 梁付 ７．１ １４６ ２ 肥 前Ｉ 7c末～ 8c前9
SKO18 51国-６ 田鰯 ﾛ 梁付 ７．８ 4.6 ２ 肥 煎Ｉ 7c末～ 8c前』
SKO18 51回-７ 磁闘 ､坪 殿付 ７．４ ４９ ３， 尼前 ７色末～ 8c前』 コンニャク印判

SKO18 51国-８ 磁酬 画坪 ＆dﾓｬ 7.2 5.3 ３ 肥 前Ｉ 7c末～ 8c前 コンニャク印判
SKO18 ５１図-９ 砿期 回坪 染付 7.3 4.8 ３ 尼 前Ｉ 7c束～ 8c前
SKOI8 ５１国－１０ 磁朗 J１ 坪 桑付 8.4 ６ ３ 尼 前Ｉ 7c束～ 8c前
SKOI8 '51国－１１ 飼閲 J１ 坪 褐馳 ７．７ ４ 肥前 7c前半～１７ｃ 半
SKOI8 51図－１２ 田閲 回璃 柴付 7.9 ５ １コ 肥前’ 7c束－１８c前
SKOI8 51図-13 陶籾 回硯 田胸鐘付 7Ｊ ４ １コヨ 肥嗣Ｉ 7巳末～ 8c前
SKOI8 51因－１４ 楢期 画硯 婆付 8３ ５ １２。 肥飼Ｉ 7c末～ 8c前
SKO18 ５１国－１５ 磁鄭 梁付 ８４ ５１コヨ 肥前Ｉ 7c末～ 8c前
SKOu8 ５１図－１６ 樋期 (燕物』 桑付 10.6 4.6１５ヨ 肥回Ｉ 7c末一 8c画 ロ韓燭部簸堀蛇ノ目高台
SＫＯＩ８ 51国－１７ 細圃 梁付 8８ 5.3 。 巴南Ｉ 7c家一 8c園
SKO18 51因-18 磁圃 邑付・邑醸 8２ ５ ３ヨ 巴前Ｉ 7c束～ 8c菌
SKOI8 ５１図－１９ 磁圃 染付 8８ 5７ ３。 肥前Ｉ 7c末～ 8c前
SKO18 51国-20 田圃 梁付 9.1 5６ ３。 肥前Ｉ 7c末～ 8c繭
SKO18 51図-２１ 樋圃 梁付 9.9 5.6 3９ 肥 前Ｉ 7c家～ 8c雨
SKO18 『51国-22 樋期 襖 梁付 8８ 尼 前Ｉ 7c束～ 8c前
SKO18 551国-23 磁糊 幾付 1０．６ 5３ ４６ 肥 前Ｉ 7c束～ 8c前
SKO18 F51園-24 磁閲 梁付 ９．９ 5.7 4.2 肥 前Ｉ 7c末～ 8c前
SKO18 551国-25 磁剛 巣付 1１．１ 肥 前Ｉ 7c末～ 8c前半
SKO18 151図-26 磁朗 １ １姫付 ８．８ ６ 3.6 足 前Ｉ 7c末～ 8c前半 コンニャク印判
SKO18 151国-27 磁噸 ０ １染付 ９ ６ ５ 肥 前Ｉ 7c末～ 8c煎半
SKO18 151回-28 碩鰯 染付 ８８ 5.9 フ 肥 前Ｉ 7c束～ 8c前半
SKOI8 151国．2９ 幽閉 桑付 ８６ 肥 的Ｉ 7c束－１８c前半 コンニャク印判
SKOI8 151国-30 町期 '､ヶ目 ０９６ 6.5 ６ 肥 繭Ｉ 7c束－１８c前半 讃手
SKOl8 151国-31 田圃 透明閲 廻 前Ｉ 7c末～ 8c萌半
ＳＫＯＩ８ ５１国-32 陶閉 透明鞄 ４ 肥 繭Ｉ 7c末一 8c前半
SKOI8 第51因-3コ 陶閲 炉 ハヶ目 ８ Ｅ 前Ｉ 7c末一 8c前半
ＳＫＯＩ８ 癖51国-34 陶圃 ハケ目 10.4 6.2 4３ 肥 画Ｉ 7c束～ 8c繭半
SKO18 『51国-35 閏創 透明句 ●1０２ 7３ ●4６ 巴 繭Ｉ 7c束～ 8Ｇ画半
ＳＫＯＩ８ 550国-36 由朗 透明知 ９．６ ６５ 3,9 尼 酋Ｉ 7c末～ 8c煎半
SKOI8 551国-37 陶卿 透明軸 ９４ ６ ４ 肥 前Ｉ 7c末～ 8c前半
SKOI8 551図-38 陶鵡 遇明知 ●9.4 ６ ●4.2 肥 前Ｉ 7c宋一 8c酋半

SKOU8 551図-39 閏蘭 田鮒粂付 １１ ８ 4.6 尼 前Ｉ 7c末～ 8c前半
ＳＫＯＩ８ 551図-40 圃聞 白磁 *1０．６ ４ ０４，４ 思前 7c末～ 8c前半
ＳＫＯＩ８ 551図-４１ 闘胤 遇明和 ９．４ ７ ４ 肥前 7c末～ 8c前半
ＳＫＯＩ８ ５１図-42 圃朗 透明鞄 ９．６ ８ 4.5 肥前 ７c末一 8c前半 涜賃褐色胎土十透明軸
SKOI8 ５１図-43 陶観 透明軸 *9.8 ､７ c4.4 肥 前Ｉ 7色末～ 8c前半
SKO18 ５１国-44 砺剛 鐘付 3,9 '４ 5２ 厘 前Ｉ 7c末～ 8c前半

SKO18 ５１国-45 陶鮒 透明鞘 1.2 ,３ ２ 肥 前Ｉ 7c末～ 8c前半
劃く０１８ ５１国-46 陶鶴 透明粒 ● 1.6 ８ ８ 尼 前Ｉ 7c末～ 8c前半
SW《018 ５１国-47 陶鰯 炉 外面鉄鞄 0６ ７ ２ 肥 酋Ｉ 7c末～ 8c前半
SKO18 ５１国-48 国鞘 透明鞄 1９ ３ ４ 旧 前Ｉ ｱc末～ 8c繭半

SKO18 ５１園-49 酌朗 璽哩壁 0 肥 繭Ｉ ７c末～ 8c前半
動《018 薦51図．5０ 笹鞘 、 Ｅ 南Ｉ ７c家一 8c簡半

劃《０１８ 第51国-51 圏濁 粂付 ６ 巴 繭Ｉ ７c末一 8c酋半

動く018 第51国-52 描堀 たらい｡『蕎物 桑付◆鮫釦 2.9 尼 繭Ｉ 7c束～ 8c初頭 ｎ轡堕璽璽馳長鞄Ｉ

劃く０１８ 幕51図｡5３ 蜜輔 粂付 ８ 肥 煎Ｉ 7c束～ 鮭前半

SKO18 鴇l図-54 璽押匝埋 9‘３

SKOI8 ５１国-55 田輔 桑付 ●6-1 肥 前ＩＥ7c末～ 8c前半
SKO18 ５１国-56 緬覇 入れ 青磁 5.4 7‘３ 4６ 肥 前Ｉロ7c末一 8c前半
SKO18 ５１図-57 紺閉 炉 育磁 ●１１．９ 尼 前Ｉロ７c末～ 8c繭半
SKO18 52園-58 紺期 粂付 1コ ３．４ ４ 肥 前ＩＥ7c末～ 8c前半 貝込み笠ノ月蝕剛誉

SKO18 52図-59 噛聞 皿 観級軸 ６５．６ 肥 前ＩＥ7c末～ 8c前半 ■二弐ｚ▲ウ色〃白確自■ａ毎Ｆ

SKO18 52図－６０ 砿鴎 皿 梁付 １０．２ 巴 前Ｉロ7c後半
SKOI8 52国．６１ 磁胤 ロ 柴付 3６ 肥前渡佐見ＩＥ７c俊半 見込み蛇ノ目靴轟き

SKOI8 152回．6２ 廼剛 皿 染付 13.4 ２６ 8.8 肥 前Ｉロ７c倹半
SKO18 152国-63 磁閲 国 呉調赤縮 ２１．３ ９ 9.5 中国灘州震系ＩＥ7c前半
SKO18 52国-64 陶圏 鉢 国輸巣付 ２１．６ ４ 6９ 尼 前ＩＥ7c末-18c飼半
SKO18 52国-65 娩脚閏輔 鉢 ２ 侭繭煙

SKO18 52図-66 磁閲 鉢 染付 28,0 ２ 7.6 肥 向Ｉ 7c繭半 割れ届に遷錘蓉竃あり

SKO18 152図-67 函圃 鉢 梁付 ２４．８ ４ 8４ 尼 画Ｉ 7c前半

SKO18 152回-68 四囲 ハケ目 1８．１ ４ 8４ 肥 飼Ｉ 7c末～ ８c前半

SKO18 152国-69 砥圏 白磁 ●250 ７ ●1２０ 肥 的Ｉ ６６０－８ i年代

SKO18 ;52国-70 緬圃 白田 3７ 尼 駒Ｉ 7c束～ 8c初頭 文栂隅別

SKO18 ;52国-７１ 轍圃 肇付 ８ 肥 前Ｉ 7c束～ 8c繭半

SKO18 552国-72 幽闘 骨磁 ●1０．０ 肥前

SKO18 $52図-73 幽圏 ● 梁付 ●2.5 肥 前Ｉ ７ｃ 8c前半

SKO18 F52国．7４ 磁閲 ､● 柴付 ●3.1 肥 前Ｉ ７ｃ ８c前半

SKO18 『52図-75 土師 ,皿 ◆5６ ７ｃ 8c前半 底部糸切り

SKO18 『52図-76 土師 ,皿 ０８．４ 2.1 ●6２ ７ｃ －１８c前半 睡郎糸切り

SKO18 552図-77 土師 土朗 !埋壷 ６４．８ 7.6 ●4,0 堺？

SKO18 ;52国-78 印期 ハケ目二影 ●２１．０ ●1８．６ ●1２０ 肥 前Ｉ ７c末～１８c前半

SKO18 552回-79 閉朗 ハケ目二影 ◆１１．７ 肥 前Ｉ 7c束～18c前半 〃部且大径１９．５

SKO18 富52国-80 国期 ハケ目二毎 ●100 肥 前Ｉ 7c末～18c前半 雌 邸且大径１６．５

SⅨ018 第53図-81 田期 ハケ目二影 *29.4 ◆9.5 ６１０４ 尼 前Ｉ ７c束～I8c前半

SKOI8 露53回-82 由聞 ハケ目二彩 3３ 9.7 ９．５ 厘 繭Ｉ 7c末～I8c繭半

SKOI8 第5.図-83 閉剛 ハケ目二彫 ①3２４ ●9６ ０１１，２ 厘 繭Ｉ 7c来～I8c前半

SKOI8 篤53図-84 田鶴 ハケ目二彩 3９２ 1２．９ 1４ 尼 繭Ｉ 7c束～I8c前半

ＳＫＯＩ８ 53図-85 煙脚陶踏 判 3８ 丹洩璽Ｉ 7c後半-18c画半

SKOI8 53国-86 陶朗 鉄納 ●1６．２ 2４６ ●1３．５ 胆画 厩卸最大径●220

SKOI8 53因-87 璽碑函再 巳粟 ●2０６ 働画煙Ｉﾛ７c前半
sKOI8 53図-88 閲憾 ハケ目二豚 9９ 肥 前Ｉロ7c束～ＩＥＣ酋半 脚部且大径１５５

SKOI8 53国．8９ 硯靭国翻 1４．２ ６４ １３ 質 前娩Ｉﾛ8c前半
SKO18 53国-90 廻塵唖埋 1３．４ 7』 1３８ ■ 前煙ＩＥ8c前半
SKO18 153図-９１ 閲閲 鉢 ●1９．８ 尼 前ＩＥ7c後半 ロクロ成形

SKO18 5.図争9２ 煉牌匝埋 鉢 ２８．７ 1２．１ ●1３０ 働 前煙Ｉﾛ7c後半
SKO18 '53図-93 閲圏 鉢 ｳ2７６ 肥 前’ c後半

SKO18 154回-94 煉純陶朔 鉢 ●34.1 福岡庵？

SKO18 154回-95 陶閉 橘鉢 鉄鞘 ４１３ 1８６ 26.7 尼 前Ｉ 8c前半

SKO18 154図-96 土師貢士蘭 培婚 ●27.2 8c前半

SKO18 154図-97 鯛温 平鉢 ●42.2 8.8 ●2２２ ■前螺Ｉ 7ｃ

SKOI8 155国-98１ 瓦 軒平瓦 7ｃ

SKO18 ;55国-99Ｉ瓦 好平瓦 7ｃ

SKOI8 1弱国－１００１瓦 野平瓦 ７ｃ

SKOI8 E弱図-１０１１瓦 軒平瓦 8c薗半

SKOI8 5弱国-1021瓦 軒平瓦 8c繭半

SKOI8 555国－１０３１ 瓦 軒平瓦 8c繭半

sw<０１８ 555国－１０４ 瓦 軒平瓦(桟瓦』 8c画半

ＳＫＯＩ８ 555国-１０５ 亙 軒丸亙 BEE｡準 亙尚毎１３０墜文１コ

－１４０－



第15表 表

週檎働弓 挿図ｅ丹 材質 圏形 軸･篤文 口径 圃高 旺径 現厘 食埴鷺Ｉ製作年代 質奪

SKO18 ココロＨーUＵＪ 野丸具 8c南半 且堂碓１４.ＺＮＥ又●１５

SKO18 55国－１０８ 丸瓦 8c酋半 亙尚毎１６４嘩文●1５

SKO18 55園－１０９ ’九瓦 ８Ｃ繭半 瓦当径１４０隙文●1６

SKO22 57図一Ｉ I園 ,形水滴 色雄 肥前 畏薗３．９短軸３３高さ２．４〈現状』

SKO2 57回-２ I函 白醤 ●7３ ３７ ０２９ 肥 前Ｉ 7ｃ Ｅ～ ８c前半

SKO2 57回-３ l園 白磁 ●7６ ０４１ 028 肥 前Ｉ 7ｃ ー ８c前半

SKO2 57国－４ 磯期 塗付 ７５ ４４ ２９ 肥 前Ｉ ７ｃ ﾐー ８c前半

SKO2 57回-５ 園圃 鐘付 ●８３ 040 035 肥 前Ｉ ７ｃ ﾐー ８c前半

SKO2 57図-６ 磁閲 色銭 ４ 尼 前Ｉ ７ｃ ﾐー 8c前半

SKO2 ５７回･７ 幽閉 坪 白磁 ７Ｊ 5２ ｡,Ｉ 肥前

SKO2 ５７図－８ 磁朗 低温 白磁 ●７．１ 0４７ ｏ3７ 肥前

SKO2 57図-９ 樋脇 染付 ●９５ 3.1 尼 前ＩI7c末～I8c前半

SKO2 57図-10 磁剛 梁付 ●４２ ●２９ c9８ 尼 前Ｉ18c前半～中頃

SKO2 57図－１１ 磁聞 巣付 肥 前Ｉ18c前半

SKO22 57回－１２ 纏鞘 鰻付 9.7 5.1 ３ 尼 前Ｉ17c末～18c前半

SKO22 ５７回－１３ 磁闘 粂付 o9８ 5.1 ●3９ 前 １17c末～18c前半

SKO22 ５７回－１４ 職鮒 柴付 0９２ ●５０ *4.0 前 Ｉ17c末-18c前半 コンニャク印判

SKO22 ５７国－１５ 職制 粂付 oｌＯＩ ●5.2 o４５ 前 Ｉ17c末～18c前半

食Ｋ、ｸ２ 57園－１６ 由圏 ０８フ ５１ ●３２ ･慎巣系Ｉ18c前半
一 一

SKO22

ー －

57図－１７
一 一

陶闘
－

鉄軸．銅繊鞄1こより施文
－

098
－

●5０
ー

o3フ
一

･償崇系Ｉ忘嗣一18c前半 Ⅷ
SKO22 57図･'８ 磁圃 鐘付 ０４４ 前 Ｉ１７c末～１８ｃ 町半

SKO22 57図－１９ 磁閲 外西睡唾砲･金彩姓付 ●４１ 前 Ｉl7c末～18ｃ 阿半

SKO22 57図-20 陶凋 ●120 4６ ●４２ ･侭県系Ｉ18c前半 鹸錐および‐且鋤により耀文

SKO22 57図-21 陶罰 ●0０ ５７ ●４３ 前 １17c末～18c前半 京煉風画柵

SKO22 57図-22 磁薗 粂付 ●８２ 前 Ｉ18c前半～中頃

SKO2 57国-23 磁朗 裳付 092 ０６０ ●4.ｺ 繭 Ｉ17c末～18c前半

SKO2 ５７図-24 陶卿 鉄錐 1０２ 5６ ４６ 京・憧巣系Ｉ18c前半

劃く0２ ５７国-２５ 田圃 陶始粂付 ９７１６９ 4５ 肥 前Ｉl7c末～18ｃ 町半

SＫＯ２ ５７国-26 田園 陶始崇付 ０１０４１７ ●５１ 肥 繭Ｉl7c末-18ｃ 町半

SU(0２ 57国-27 剛固 国蛤鍵付 ９９１６５ ４１ 肥 画ＩI7c末～18ｃ 力半

SＫＯ２ 【57国-28 閏間 陶始染付 ●1０６Ｉｏ６８ ０４８ 肥 前Ｉl7c末～18ｃ 町半

SKO2 ;57園-29 陶圃 国蛤受付 ●1００１．７４ ●４３ 巴 噴Ｉl7c末-18ｃ 訂半

SKO22 ;57園-30 田園 陶始粂付 1０７１７３ ４８ 肥 飼Ｉl7c末-18ｃ 可半

SKO22 157図-３１ 箇固 ロ 染付 １７ 巴 卿Ｉl7c末～18ｃ 訂半 蟹磯摺り

SKO22 ;57国-32 磁圏 口 塗付･凸絵 肥 繭Ｉ08c飼半

SKO22 57図-33 磁閉 国 白磁 ●１１４ 肥飼漕佐見Ｉ１７c末～18c前竺

SKO22 57図-34 砺圏 口 白磁 ●１０８ ０２８ ●４１ 肥酋凌佐見Ｉ17c末～18c前竺

SKO22 57国-35 欄間 回 白樋 Ｏｔｌ６ ０３０ ●４６ 肥飼哀佐見Ｉ17c末～18c前ミ

SKO22 57国-36 由間 鉢 陶嫡染付 ●2０１ ０１０１ 0７８ 肥 前０17c末～18c繭§

SKO22 57国-37 樋輸 瓢ｏｒ連判？ 桑付 C６０ 巴 前Ｉ１７c末－１８c画』

SKO22 ５７国-38 樋輔 回 桑付 ０１２コ ●。８ 0４７ 巴前寓佐見ＩI7c末-18c前§

SKO22 ５７図-39 磁糊 受付 ＯＩｌ４ ２ o４Ｉ 足前寝佐見ＩI7c末～I8c前』

SKO22 57回-40 磁間 染付 ●1４０ ●４ ６４０ 足 前ＩI7c末～I8c前当

SKO22 57図-４１ 樋闘 桑付 0４ ７９ 肥 前Ｉ18c前半

SKO22 ５７国-42 磁闘 染付 ●1４２ ２ ０９２ 肥 前Ｉ 7c後半～末

SKO22 57園-43 磁薗 粂付 ●１４コ 0７ ●４２ 肥 前Ｉ 7c末～U8c前半

SKO22 57因-44 土聞賀土鞘 塩壷蕎？ ６９ ２ 8c前半

SKO22 57回-45 土師卿 ２ 1０．４ ４９ 8c前半 旺部糸切り

SKO22 ５７図-46 陶卿 土瓶 透明輔 間西系Ｉ 8c前半～中頃

SKO22 58回-47 磁鞘 回 貴花 ０８２ 中岡景偲頓系Ｉ ７c前半 芙稗手

SKO22 58図-48 田間 皿 染付 ◆1５２ 4.フ 072 肥 前Ｉ18c前半

SKO2 58園-49 磁聞 柴付 ●2７０ 5.1 o１９．２ 肥 前ＩI8c前半～中頃

SKO2 58国-50 慎純陶鞘 働 前Ｉ16c末～17c前半

SKO2 58閲-51 陶朗 耳壷 褐輔 侭県煉

SKO2 58国-52 陶繭 鉄軸 ●３１２ 肥前

SKO2 58図-53 土師貢土融 ●2６０ 鯛岐◎咽Q中 I8c前半

SKO2 58図-54 土輝貫士期 火渦壷』 ●2２０ ●４２

SKO22 58閲-55 煉碕陶圃 ●4２１ 働前

SKO22 58図-56 土聞貫土期 燈 3０ 18c前半

SKO22 58回-57 土節貫士期 培 0３１５ 8c前半

SKO22 58国-58 瓦買土闘 火

SKO22 58国-59 田圃 甑 鉄軸 ●３０コ 肥 前Ｉ 8c嗣半

SKO22 59園-60 |掴 鱈 鉄軸 ●３２コ 巴 繭０ 8c前半

SKO2 159閲-６１ 1脚陶圃 櫓 ●361 慣酋“塀Ｉ ﾌc後半

副《0２ I59団一睡 1期 寵 鉄納 ●3８８ 巴 酋Ｉ 8c前半

SKO2 59囲・6コ 『 瓦

SKO2 59因-64 ￥ 瓦

SKO2 59図-65 『 瓦

SKO2 59因-66 :哲士国 |士望品

副(０２ 59図-67 Ｉ b瓦

SKO2 59因-68 瓦(桟瓦ノ

SKO2 59因-69 瓦 ,瓦 瓦当径●1４０昧文●１６～1７

SKO2 59因-70 瓦

SKO2 61囲一Ｉ 陶蘭 織剥 不明

SKO2 60因-２ 餌間 繊鞄 不明

SKO23 62国-３ 田鶴 滴 Ｉ桑付 足的Ｉロ８ｃ 長さ４．７幅３６凧さ２０

SKO23 62国-４ 磯鶴 皿 Ｉ白画 ４４ １６ 胆 前Ｉﾛ8ｃ
SKO2 薦62園-５ 樋期 国 Ｉ梁付 ●5.4 ●２０ ●2.7 Ｅ 前Ｉﾛ8ｃ
SKO2 猿62回-６ 碩鄭 白磁 ●7.3 3９ ●2.8 里 前ＩＥ8ｃ
SKO2 徳62図-７ 画期 鉾鍵凸』⑧ 3-1 慣 巣系ＩＥ８c後半
SKO2 ０２国-８ 幽輯 白砥 olO１２５ 肥 前Ｉﾛ８ｃ
SKO2 62図-９ 磁期 坪 Ｉ負gB･金彩 ４８１３７ 3.6 肥 前Ｉ ８ｃ

SKO2 @2図－１０ 磁閉 染付 o7.2ｌｏ４０ ●２６ 雇 前Ｉ ８c後半～末

ＳＫＯ２ 62図－１１ 幽閉 巣付 098１●5２ ●3８ 肥 前Ｉ ８c中頃～後半

ＳKO2コ 62図－１２ 描鮒 喬花 0１１０ 中四浬州家系Ｉ ７c前半

SKO23 62四一1３ 田期 i(碗） 巣付 1１．０ 3.4 肥 前Ｉ ８c前半～中頃

SKO2コ 62図－１４ 樋期 i(碗〕 染付･外砺筒翻 ●8８ 肥 前Ｉ ８c後半

SKO2コ 62国－１５ 職鄭 梁付 0１２６ ●３２ ●ｱ.１ 肥 前Ｉ ８c中頃～後半

SKO23 62図－１６ 樋鮒 染付 ●5０ 肥 前Ｉ 7c前半

SKO23 【62図－１７ 樋葛 皿 骨花 07.5 中図目哩趨系１ 7c前半

SKO23 F62図－１８ 内聞 底扉外面鉄軸 210 5.1 ８ 尼 前Ｉ 7c末～18c前半 京焼限圃埋

SKO23 【62国－１９ 陶堀 内面色錐 1０７ 2５ ６４ 蝿 Ｉ8c前半
SKO23 162国-20 碩閲 染付 前 Ｉ8c中頃～後半 掴配丑大径１３２

SKO2 62国-２１ 陶厩 :恩 西 系Ｉ 8c横半
SKO2 62園-22 土鱒質土鶴 l塩壷 4８ 8c前半～中頃

SKO2 62因-23 陶器 昌俄 褐軸 1７ フＩ 7,1 西 系Ｉ 8c後半
SKO2 62因-24 陶閉 鱈鉢 褐輪 2９６ ｌＺ２ 105 岡 度Ｉ 8c後半

SKO2 62園-25 町圃 土磯 縄輔 ●2０３ ０１００ 0８０ 西 系Ｉ 8c後半
SU<0２ 62国-26 国購 橘鉢 褐輔 ●3００ 肥 繭Ｉ 8c前半

SKO2 62国-27 煉緯胸囲 嬬鉢 働繭？Ｉ 7ｃ

SKO2 62国-28 印鴎 鱈鉢 褐勿 ●３７９ 肥 前Ｉ 8c酋半

SＫＯ２ 睡囲-29 陶鴎 鉢 褐軸 ●17,１ 肥 繭Ｉ 8c禰半

SJ《0２ 62国-30 璽鯉興璽 鉢 ●1４２ 九州度？Ｉ ８ｃ ＳＫＯＩ８出士亜54国鋼と園一ｍ位か

SKO2 2園-３１ 阿蘭 鉢 褐軸 1７４ 巴 前Ｉ 8c前半
SKO2 36図 田間 ●６４ ５２ ●3５ 尼 前Ｉ 7c飼半

SKO29 蘭 36図 ２ 磁園 柴付 ７２ ５４ ●３２ 尼 繭Ｉ 9c画半～中咽

sKO29 徳 ３６国 ３ 樋期 染付 ７６ ５－４ ●3４ 肥 繭Ｉ 9c前半一中切

SKO29 篇 36園 ４ 砿圃 染付 ７６ ５４ ●３８ 尼 前Ｉ 9c前半～中、

SKO29 徳 36因 ５ 画圃 褐鞄 ０４ 福岡産？Ｉ 9c前半

SKO29 爾 36国 ６ 賦聞 染付 9.7 ２１ ４３ 珂戸･蔓週Ｉ 9c中頃
SKO29 薦 36園 ７ 鯛間 『 染付 ．０ ４ ●７２ 肥 前Ｉ 8c後半

SKO29 穂 ３６国 ８ 磁間 硯 桑付 ●4.4 厘 前Ｉ 9c前半～中国

1４１



－１４２－

過檎毎号 挿図番号 材質 固影 軸･施文 口径 圃高 底径 鰹軽 盆地窯Ｉ製作年代 信寺

§Ⅸ０２９ 舟ＵＪＵ四一沙 田掴 硯 虚明５日 ＯＩＩＺ 7.3 ４．９ 鴫 胴ＩI7c票～１８c雨宰

SKO29 霊 36国-10 砲覇 御神洞確判 白硲 肥 前ＩI8c束～19c中頃

SKO2 痢 ３６図－１１ 徴割 皿 皇付 1４８ 4.2 ８．７ 肥 前ＩI8c束～I9c中頃 笠ノ目凹砥蚕巻

SKO2 痢 36図－１２ 陶圏 擢鉢 *9.0 肥前？

SKO2 痢 36国-１３１陶鶴 皿 呉剰赤麟 *1２．８ 中国浬州窯系ＩI7c前半

SKO2 菰 36図－１４１：土騨質±魁 焼埋壷 8.3 ●5.4 I7c前半

SKO2 猿 ３６国－１５１ 野平瓦 I７ｃ

SKO29 30国-１６１瓦 平瓦 I6c以前

SKO30 『26国－１１樋 肇付 ●１１．２ 娼 前Ｉ 660～80年代

SKO30 『26回-２Ｉ陶湖 透明鞘 *５ 肥 前Ｉ 7c後半

SKO30 ；26国-３１ 幽鴎 透明軸 ＊1０．４ 肥 前Ｉ ７c俊半

SKO30 $26国-４１ 陶闇 透明軸 ●5‘ 尼 前Ｉ 7c後半

SKO30 $26国-５ 陶鴎 透明軸 ◆4‘ 肥 前Ｉ ７c織半

SKO30 E26国-６ 磁圏 柴付 ●１１．８ *6０ ◆４ 肥 前Ｉ 660～80年代

SKO30 篇26図-７ 頚鞘 蝕絵 8７ 6.5 5， 尼 前Ｉ ７c後半

SKO3O 癖26図-８ 陶輯 透明軸 ●１１．１ 肥 前Ｉ 7c後半

SK０．０ 第26図-９ 陶翰 透明勉 ●４ 肥 前Ｉ 7c後半

SKO30 粛26図-10 田覇 貴花 12.4 5.1 ５ 中因潅州薫系Ｉ 7c餌半

SKO30 薦26因一U１ 画間 柴付 ９２ 尼 飼Ｉ1640～50年代

g』《、0 篇26園－１２ 閏輯 褐鞄 ●5０ 肥 前Ｉ17c中頃～僕半

ｇＫｍＯ 第26因-13 磁鰭 骨樋 ●1３．５ 3２ ◆5２ 尼 繭Ｉ1650～60年代

SKO30 猿26国－１４ 融輔 肯磁 6４２ ３５ ４．９ 厘 酋Ｉ1660～80年代

SKO30 雨26国－１５ 国堀
つ
。 透明鞄 ●5.8 肥飼

SKO30 禰調図－１６ 璽画殉里 ０１２．８ ■画？

SKO30 露26回－１フ 虞緯日嗣 ●8２ 働酋？

Ｓｍ3０ 竃26国－１８ 岡閉 ■毛目個皿納 ●7６ 肥 前Ｉ17c中頃～後半 隅邸且大径

Ｓｍ3０ 痢26国-19 閏掃 褐軸 ９．６ 肥 前Ｉ

SKO30 猿26国-20 ±晦貫士路 壷舞 7-1 1.7 l７ｃ

型(唾０ 26図-21 陶濁 口緯邸内外面鉄軸 3２ Ｅ 前Ｉ１７c後半

SKO30 26国．2２ 士卸貫土器 I7c後半 外面平行タタキ

SKO30 26国-23 亙質士週 ●3０９ ◆9.3 ●1３－４

SKO30 26図-24 鍾睡亜塑 働 前Ｉ16c末－１７c前半

SKO30 26園-25 土岬貧土鯛 鉢 ６３５８

SKO30 ２７園-26 士唾黄土鴎 人影 寓さ８．５

SKO30 27園-27 十口高堂十日、 人影 高さ６．１

gKOZO ２７図-28 焼脚陶鞘 ●30,0 働 前Ｉ16c束～Iフ 前半

SXO３１ 94国-１ 磁鴎 白磁 ７．５ 3.6 3.4 肥前

SXO3１ 94国-２ 磁鶴 段付 ０９６ ●4.1 肥 前Ｉ17.束～１８ 前』

SXO3１ 94図-３ 陶鴎 陶胎鐘付 10.3 ７．２ ５．１ 廻 前Ｉ17.束～1８ 前』

SXO3１ 『94図-４ 陶覇 陶胎染付 ●1０．４ *7.3 *4.7 尼 前Ｉ17c束－１８ 前』

SXO3１ 【94国-５ 陶鶴 透明紬 7９ 6.6 3.2 肥 前Ｉ1ｱc束～1８ 前』

SXO3１ F94国-６ 磁鴎 楽付 ３ 肥 前Ｉ１７c前半

SXO3１ 【94図-フ 画鵠 ハケ目 1０．２ 5.3 ３．８ 肥 前ＩI7c束～1８ 煎半

SXO3I 繭94図-８ 陶鱒 、Ｉ 1１．９ 3６ ４．１ 尼 前Ｉ17c初餌 胎土目積み

SXO3１ 繭94図-９ 陶朗 皿 3６ 1３，１ ３．８ 尼 前ＩI7c前半

SXO3I 徳94因-10 樋圏 皿 梁付 1３ 5.1 ４．４ 厘前波佐見Ｉ17c束～18c前半

SXO3I 繭94画一１１ 樋魁 皿 脅花 中国畳哩頓系Ｉ17c前半

SXO3I 薦94国-12 繊闘 炉 膏砥 ●1４５ ●８１ ●8-2 巴 前Ｉ17c末～O8c前半

SXO3I 繭94図－１３ 田圃 ロ鉢 1５４ ７．３ ５ 肥 酋Ｉ１７c家～１８c前半

SXO3I 猿94国－１４ 硲圃 巣付 3.3 肥 的Ｉ18c前半～中咽

SXO3０ 竃94国-15１焼珂閏覇 鉢 ●35.1 九州段？Ｉl8c

SXO3１ 薦94図－１６Ｉ同期 鉢 ●0３０ 厘 酋？ＩI7c後半 体侭外面に墨害底部糸切り

SXO3１ 薦94因－１７Ｉ閏濁 蝕軸 c３ ４ 肥 繭ＩI7c樋半

SXO3１ 薦95国-１８Ｉ瓦 平瓦 18c画半

SKO33 菰138図－１Ｉ磁鰹 <硯》 染付 ０ 2.7 思 薗Ｉ19℃噴半～中咽

巨璽、３ 露138国-２１ 磁蹄 (頃） 肇付 ●１ ８ 3.1 肥 繭ＩI8c束～19cロ半

璽○3２ 輯138国-３ 磁湿 柴付 ０ ●4５ ●３８ 厘 繭ＩI8c束～19c前半

SKO33 猿138国-４ 磁創 染付 ６ 4.9 04.0 壇 繭ＩI8c束～19c薗半

ｇＫｍ２ 薫138国-５ 磁悶 梁付 ●5.3 Ｅ 繭ＩI9c前半

SKO33 篇138図-６ 磁観 鎖付 *5.2 肥 酋ＩI7c束～18c初函

gKO3p 露138図-７ 陶鴎 鉢 蝕軸 ●3２０ 思 繭ＩI８ｃ

SKO33 鷺138図-８ 陶鴎 鉢 蝕軸 ●38.0 肥 酋ＩI８ｃ

SKO33 露138図-９ 陶圏 注？ 鉄軸 間西系？ 胸部且大径９．８

SKO33 蕊138図－１０ 陶圏 土瓶 外団墜壁 ●８６ ７．２ 間西系ＩI9c前半

SXO3８ 霊41図－１ 織鰯 t坪 鐘付 吃.７ 肥 前Ｉ1630-40年代

SXO3８ 露41国-２ 白磁 ､坪 白磁 5.8 ４ ２．８ 阻 前Ｉ1630～40年代

SXO3８ 篤41国-３ 圏鯉 ロ 幾付 06.5 肥 前Ｉ17c前半

SXO3８ ４１回-４ 陶閣 ロ 灰軸 ●10.0 肥 前Ｉ17c前半

ＳＸＯ3８ 41国-５ 磁鴎 ロ 姫付 ●10.8 o5２ 肥 前Ｉ１６１０～30年代

SXO3８ ４１回-６ 田鴎 ロ 鉄勉 ３ ４．４ 肥 前Ｉ17c前半

ｇＸ⑪２８ ４１回-７ 画閉 ロ 灰釦 10.8 ﾌ､２ ４ 肥 前Ｉ ７c前半

SXO3８ ４１国-８ 陶鞘 １ 灰軸 5,4 魁 面’ ７c前半

SXO3８ ４１国-９ 陶圏 ユ 灰軸 ４ 厘 前Ｉ 7c繭半

SXO3８ 『41図-10 陶鵡 皿 灰軸 1４ ３．２ 3.5 尼 前Ｉ 7c飼半 砂目諸み涯蝿、

９，麺 F41因－１１ 陶鰯 瓜Ｉ 灰軸 ●１１－６ 肥 前Ｉ ７c繭半

SXO3８ 『41園－１２ 肉鵡 国 灰励 ●5.6 厘 前Ｉ ７c酋半

SXO3８ F41国-03 国輯 纂灰鞄 ●240 福田産Ｉ ７c前半

ｇＸＯ型 猿41因－０４ 四皿 ？ 譜国璽 ●1４４ 鯉 酋Ｉ87.局酋岱＊ 胎十白色

SXO3８

SXO3８

穂41国-15

徳41国-16

匠首…n両
田鴎
頂 一

蝕鞄

●5２

8５ 壇 飼Ｉ

17c画半

17c画半

SXO3８ 薦41園-17 由困 灰鈷 ●1６４ 厘 飼、17c繭半

SXO3８ 竃41国－１８ 田鶴 ？ Ｉ褐蝕 ●258 肥飼

SXO論 禰41因-09 缶心室旧回 ８ 固狸 ベトナムＩ16c束～I7c酋半

SXO3８ 常41園-20 瓦貧土 ８ 鉢 ●3２０

SXO3８ 猿42国-21 砂岩 臼 ●230

SKO42 窟140国－１ 樋圃 簸覇 肇付 ７．２ ５６ 4.3 Ｅ画

SKO42 竃140国-２ 田園 外画一鰹哩墾塑 ５ 閣西系

SKO42 竃140国－３ 樋葛 鐘付 ＯＩＩ・ｑ ３３ 尼 画Ｉ 8c束～19c繭半

SKO42 薦140国-４ 廻麺 皿 塗付 ●5.7 2３ ●3０ 厘 酋１ ８ｃ

SKO42 露140国－５ 砺翻 ‘坪 愛付 6.7 ３ 2.7 尼 前Ｉ ８ｃ

SⅨ042 薦140国-６ 圏輯 ､坪 塗付 6.5 ３．３ 2.7 阻 前Ｉ ８ｃ

SKO42 猿140国-７ 樋覇 鐘付 ０７．８ o4.4 ◆2.7 Ｅ 繭Ｉ ８ｃ

SKO42 竃140国-８ 磯輔 塗付 09.1 ●5.0 *3.5 尼 前Ｉ ８c束～19c前半

SKO42 繭140図-９ 楢期 ﾛ(蓋付ノ 鍵付 080 *4.4 *3.8 尼 前Ｉ ８c束-19c前半

SKO42 癖140回-10 閉堀 外禰鍋勉◆自動内田毎座画 6.9 ４．７ 3.5 疲 煙Ｉ ９c前半

SKO42 並、』、画一Ⅷ
■面ｙ･ママ更ワマＩ

圃竃麺
聖君Ｆゼロ。旦一も且

心ｲオ
旦伊富？ロ－

OBS
一

◆5.0
一

●3.1
一 －
肥 前Ｉ
－－

I8c前半～中頃

SKO42

SKO42

露140図－１２

穂140図－１３

磁剛

閲鵡

鐘付

透明軸

６８．４

08.6

５．４

４．６

●3.8

◆2.4

廻 前Ｉ

侭巣系Ｉ
－

９c前半
～

SKO42 鷺140図－１４ 閲朗 透明軸 8.9 ４．８ 3.4 憧 頚系Ｉ ９c前半

SKO42 竃140国－１５ 磁鴎 換付 4６ 肥 前Ｉ 8世提中頃～横半

SKO42 篇140国－１６ 碩鞘 (鵡反碗Ｉ 蛾付 9.3 ５．６ 3.8 Ｅ 前Ｉ ９c酋半～中咽

SKO42 嵩140図－１７ 磁輯 (蝿反硯》 愛付 ● 0.4 肥 前Ｉ ９c前半一中咽

SKO42 務140国-18 職朗 外極撞喧塾･金密磯付 ● ０．０ ●5.5 中4２ 肥 前Ｉ 7c束～I8c前半

SKO42 禰140国－１９ 磁堀 婁付 9.2 ６．１ ●3.0 肥 繭Ｉ 8世紀中唖～俊半

SKO42 竃140国-ｍ 磁鶴 〔蟻反硯） 鐘付 ● 1.0 5８ ◆4.1 肥 前Ｉ 9c前半～中咽

SKO42 薦140因－２１ 田鴎 ● ００ ●7２ “畢４ 厘 酋Ｉ07c束-18c前半

SKO42 露140因－２２ 磁鵡 (広東9W） 鍵付 ９．８ ●6.0 ●4５ 肥 前Ｉ18c束～I9c酋半

SKO42 猿140国-23 田圃 塗付 2９ フ 4.7 肥 酋Ｉ 8c中国～後半

SKO42 竃140国-24 緬圃 垂付 厘 前Ｉ 7c画半

SKO42 竃140因-25 圏輯 口 塗付 ４５ ｡.７ 8.3 巴 画Ｉ 8c繊半～I9c飼半 蛇ノ目凹彫高台

SKO42 竃140因-26 田鶴 硬(広東頃） 塗付 1-コ 5８ 6２ ０ 哩 画Ｂ 8c束一I9c飼半

SKO42 薦140国－２７ 砺覇 硬(広東碗） 鐘付 0.3 5.6 5８ 雇 画Ｉ 8c束～I9c飼半 見込みに回醇3力屠
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週檎岱号 挿図魯号 材質 圏影 鞘･施文 口径 薗高 旺優 煙砲 産地窯 製作年代 償考

SKO4Z 編Ｕｑ〃里日一色回 阿翻 衝 外面灰馴 4２ ５７ 2.1 １Mｶ画糸 I9c嗣半

SKO42 薦142国-29 陶覇 燕 外団灰嗣 8.1 ３３ 間 西系’ 9c前半

SKO42 篇142国-30 土師貢土圏 蕎(火消壷』 024.0 03.4 0230 火潤壷

SKO42 禰142回-３１ 岡鞘 土瓶 外囲灰粕 6.6 ９．７ 5.9 間西系Ｉ 9c前半

SKO42 竃142図-32 鯛鞘 行平 外面灰鞘 ●1８．１ 個西系Ｉ 9c前半

SKO4 痢142図-33 閏鞘 士題 外因イッチン掛け 0１１．２ 1０．７ ●1０．１ 隅 西系Ｉ 9c前半

SKO4 密142国-３４ 陶輯 瓶 外面イッチン掛け ●１１，９ 1３３ ●１１．３ 間 西系Ｉ 9c前半

SKO4 痢142図-35 瓦黄土輯 炉 ol9 底部(高台部j外因丹喰り

SKO4 南142図-36 亙質士輯 炉 1９

SKO4 第142国-37 樋弱 白磁？ ７ 肥前

SKO42 粥142国･3８ 陶翻 外面蝕輪 ７。 哩島大谷煙

SKO42 雨142国｡3９ 国輔 鉢 鉄鞘 ０１７ Ｅ前 18c後半

SKO42 第142因-40 陶葛 鉢 鉄軸 ．5８ 1６４ 1５ 巴前 19c前半

SKO42 竃142国-41 陶圃 鉢 鮫軸 ●2２６ ●１１６ ０９。 肥前 19c前半

SKO42 露141国-42 土晦貫土禰 人彫 高さ５３喝２５厚さ３２

SKO42 露141国-43 十画画十頭 2人砥

SKO43 90国-１ 陶鰯 蔓灰釦 11.フ 3６ ３ Ｅ 繭Ｉ 6c末～17c初頭 噛士目輪み

SKO43 90国-２ 国堀 画灼愛付 Ｅ 前Ｉ 7c末-18c項半

ｇＫＯｕｌ４ “図-１ 園鱈 紅ロ 白田 4５ 1.5 巴 前Ｉ 8ｃ 旬回

SKOq4 “図-２ 磁穂 I国 白磁 o3５ ●1.1 ●Ｉ 肥 酋Ｉ 8ｃ 麺ロ

SKO44 “図-３ 轡穂 、 蛾付 3３ 1２ ０ 唱 繭Ｉ 8ｃ

SKO44 “国-４ 檀輯 I皿 白磁 ●５０ ０１，１ ０２ 尼 前Ｉ 8ｃ 麺皿

SKO44 “図-５ 砺瓢 I皿 白磁 ●２ 尼 前Ｉ 8ｃ

SKO44 '64図-６ 田園 |､坪 柴付 ●４４ 1９ ●Ｉ 尼前 ママゴト通具？

SKO44 '64国-７ 織覇 I皿 白磁 ●1.2 肥 前Ｉ 8ｃ 舟形底部に屈再

SKO44 64図-８ 碩鶴 ｴ皿 白磁 ●1５ 尼 前Ｉ 8ｃ 舟形

SKO44 '64図-９ 田期 紅皿 白磁 ●1.4 肥 前Ｉ Bｃ 舟形長軸０６６規軸３．７

SKO44 篤64国-10 田鶴 紅皿 白幽 ◆1.5 鰹 前Ｉ 8ｃ 舟形

SKO44 篇64図-11 磁鶴 紅皿 白画 ●１４ ０３，６ 肥 前Ｉ 8ｃ

SKO44 篇64図-12 磁鶴 紅皿 巣付 6.1 ２ ３ 尼 前Ｉ 8ｃ

SKO44 篇64図－１コ 磁鰯 紅皿 幾付 ６１ 2.3 ３ 尼 前Ｉ 8ｃ

SKO44 第64回-14 磁濁 紅皿 幾付 6２ 2２ ２８ 唱 前Ｉ 8ｃ

SKO44 窮64図－１５ 陶鞘 饗(合子』 色絵 ５８ 1６ 京・個顛系Ｉ 8c前半

SKO44 『64図－１６ 陶鞘 ニチュア需鉢 ロ織部外聞鉄軸 ●８８ I：不明 ママゴト逼具？

SKO44 ;64図－１７ 四期 iレイバイプ I：オランダゴーダ地方Ｉ 8c前半 長さ１３０（現状ノ

SKO44 『65図－１８ 田圃 坪 蛾付 ●７４ 5.1 ●３８ 肥 繭Ｉ ７c末～18c前半 コンニャク印判

SKO44 ;65国－１９ 陶創 透明鞄 0８５ ●5０ 0３２ 京・侭県系Ｉ 8c前半～中頃

SKO44 『65国．2０ 国鞘 透明鞄･色絵 ●7０ ●５４ ●３０ 京・値巣系Ｉ 8c飼半～中頃
SKO44 『65国-21 陶懸 彫頃 触絵 ●７．１ ●５７ ０４２ 飼 西系Ｉ 8c繭半～中咽

SKO44 『65国-22 樋期 炉 鐘付 ●８６ 尼 酋Ｉ 7c末～18c酋半

SKO44 薦65図-23 画覇 炉 閏胎蛾付 9-4 ６６ ５８ 尼 酋Ｉ 7c末～１８c前半

SKO44 篇65図-24 磁郷 量 験付 ●3.4 4７ 疋 飼Ｉ ７c末～Ｉ８ｃ前半

SKOq4 粛65国-25 陶輯 餌繊鮪 ●1３．３ ●３６ ０５０ 肥 前Ｉ ７c末～１８c前半

SKO44 轍65国-26 臼輯 ハケ目 ●９６ ０６．８ 04フ 尼 酋Ｉ ７c末～18c前半
SKO44 禰65図－２フ 閏劉 岡胎染付 1００ 6９ ４４ 厘 前Ｉ 7c末～18c前半

SKO44 索65国-28 四期 透明軸･蝕錐 ◆5９ 旧西系Ｉ ７c末～I8c前半 鞭り上Iｆ手

SKO44 露65国-29 白磁 国 白磁 ●1３．８ 5６ＩＣ７４ 尼 前Ｉ 7c末～18c前半

SKO44 露65図-30 磁 皿 白田 13.8 5.フ１７３ 尼 前Ｉ 7c末～I8c前半
SKO44 第65図-31 職 皿 白田 cＩ４２ 4,3ＩＯ７.７ 肥 前Ｉ 7c末～I8c前半

SKO44 富65国-32 磯 皿 白磁 ､4.0 4,6１６．９ 肥 前Ｉ 7c末～I8c前半 7Ｆ支皿割晶L」

SKO44 篇65図-33 磁 皿 白磁 o1４．３ 4.6１０６９ 肥 前Ｉ ７c末～I8c前半 花文四m話し』

SKO44 政B５回－２４ 磁 皿 白磁 $1４．２ ４６ＩＯ６９ 肥 前Ｉ ７c末～I8c前半 。Ｆ支腿割あL」

SKO44 '65回-35 磁 皿 白砺 ＯＩａ８ ４．６Ｉ●７０ 肥 前Ｉ ７c未～I8c前半 死文四剛あり

SKO44 '65国-36 堀 鐘付 ●1３．９ ４，２Ｉ●７８ 肥前賎江玄Ｉ ８c中頃

SKO44 '65図-3フ 閏瓢 内面色絵 o225 3.3１０１４０ 京 煙Ｉ ８c飼半～中国

ＥＫ⑪4４ '65国-38 磁函 皿 後付 1８６ ２．９ １１２８ 尼 前Ｉ ７c末～I8c前半
SKO44 ６５国-39 樋閲 皿 鎖付 2０８ 3.1 1３，２ 厘 前Ｉ 8c前半～中咽

SKO44 65国-40 磁鶴 皿 鐘付 ２０８ 2９ 1３ 尼 前Ｉ ８c繭半～中頃

SKO44 65図-41 磁懸 国 肇付 ●1４．１ 3.8 ●８３ 肥酋晴江童Ｉ 8c中頃
SKO44 ‘66国-42 磁鼎 ロ Ｉ娘付 1３．５ 3０ 6.5 巴 前Ｉ 690-1720年代 局砥鷲彫皿長圃●１４．０ｍ
SKO44 66国-43 磁羅 ロ Ｉ蛾付 1４．２ ４．４ ８０ 肥画筒江薫Ｉ 8c中咽

割《“４ “図-44 磁凋 ロ Ｉ肇付 2０８ ２９ 1２．５ 肥 薗Ｉ 8c画半
聖0凶0４ “図-45 職闘 襖 Ｉ骨田 ●1６３ ●７０ 6.7 中国繭県薫Ｉ 2c後半 見込みに君回文蟹スタンプ
SKO44 “園-46 圏輪 肇付 ●1４０ ４３ ●8５ 巴酋箇江震Ｉ 8c中頃
ＳＫ“４ “園-47 磁再 肇付 ●1６６ ３０ ０１０５ 肥 前Ｉ 8c酋半～中頃 SEO64と隈合
SKO44 “園-48 陶鱒 同磁 ７６ 肥 前Ｉ ８ｃ 一辺約19ｍの方魁状と禰竃される

SKO44 66国-49 田覇 外面禍軸 ●200 ０１４０ 侭県螺

SKO44 “団-50 画覇 鉄鞘 o2２４ 廻 前Ｉ 8ｃ

SKO44 '“図-51 1浬 鉢 餓鞄 ●1５８ 肥 前Ｉ 8c前半
SKO44 “図-52 1閲 外因灰軸◆鋼録閲･縄鞘 ●28.3 肥 前Ｉ 8c前半

SKO44 ６７図-53 平瓦 7c後半
SKO44 '６７図-54 平瓦 8c前半一中ロ
SKO4 『67国-55 L平瓦 8c前半～中ｕ
SKO4 567図-56 軒平亙 ﾛ8c前半～中凶
SKO4 ；６７国-57 軒平亙 ＥBc前半～中回
SKO4 【6ｱ図一5８ 軒平瓦 8c前半－中上Ｉ
SKO4 F67図-59 軒平瓦 8c前半～中啄

SKO4 『6ｱ図-60 軒平瓦 8c前半～中唾
SKO4 F６７国-61 軒平瓦 8c前半～中啄

SKO4 輪7図-62 軒丸瓦 ８ｃ 瓦尚径 2.9 嘩文 ４
SKO4 猿67国．6３ 軒丸瓦 匙 瓦尚径 5２ 嘩文 ３
SKO4 第67国-64 軒丸瓦 8ｃ 瓦尚径 3８ 嘩文 ５
SKO4 露67国-65 ［ 軒丸瓦 8ｃ 瓦尚径 4５ 昧文 ５
SKO4 薦67国-66

ｐ
Ｌ 軒九瓦 7ｃ 瓦肖径 3.5 昧文 ６

SKO4 薫６７図-67 ［ 軒丸瓦 8ｃ 瓦尚径 6３ 嘩文 ６
SKO44 薦67国-68 ［ 野丸瓦 8ｃ 瓦尚径 1４．４ 疎文１８以上
SKO44 露６７図-69 野丸瓦 8ｃ 亙当径 15.2嘩文１６以上
SKO44 薦鈍図一ｱ０ 瓦 8ｃ

SKO49 篇90国-３ 3■ 鉢 鯨闘 肥 前Ｉ 8c繭』
SKO48 薦９０国-４ I鴇 畳付 ●８１ 肥 繭Ｉ 8c前』
sKO52 薦７０国-１ 幽圏 鐘付 8２ 4８ 3.2 尼 繭Ｉ 8c前』
SKO52 薦７０国-２ 胸囲 、胞鍍付 1０３ 7.1 ４５ 思 酋Ｉ ７c末毎 '18c前半
sKO52 篇70図-３ 磁照 肯花 ●12.0 5,7 ●4.5 中田源州薫系Ｉ 7c前半
SKO52 薦70国-４ 園鴎 骨花 中国日阻田系Ｉ ７c前半
SKO52 Ｗ０国-５ 徴器 白歯 1.2 尼 嗣Ｉ 8ｃ 舟卿長唾6.4配0

SKO52 『７０国-６ 磁器 大皿 骨碩 ●38.2 *6.8 ◆1８．８ 尼前涜佐見Ｉ 660～80年代
SKO52 ロO園-７ 磁鰭 皿 粂付 ０１１．６ 肥前波佐見Ｉ 7c末～18c前半
SKO52 『70園-８ 閣質土鰯 煙 g壷 ●6.2 67.4 ●5.5 堺 Ｉ8c前半～中国
SKO52 ＷＯ図-９ 閉 ８＊ 鉄軸 35.4 肥 前Ｉ 8ｃ

SKO52 『71図-10 瓢 乱 角錐 旺 前Ｉ ＰＣ末～18c前半 高さ5,6鰯6.7歴径長、5.4画菌貝、
SKO52 『71図－１１ ２瓦 瓦尚高き５０
§U〔０５６ 薦”図-１ 蕎愉） 壁付 ●1４．２ ２８ ●9０ 肥 画Ｉ 8c繭半～中国
sK056 薦80国-２ ●3.7 京・値鍋系Ｉ 8c中頃～後半
SKO56 80図-３ 彫硯 肇付･外因昔磁 ｏ8.1 ６ ●3８ 庭 酋Ｉ 8c後半
SKO56 80国-４ 田鰯 囚瓶 I律ベトナムＩ 7ｃ 口半
SXO5８ 80国-５ 鉢 鮫随 ●3０９ 福岡度？Ｉ 8ｃ
壁０９８ ”図-６ 大口 肯碩 厘 酋Ｉ 7ｃＲ半
SKO56 唾匡君－７ 貫士輯 煉塩量 ●4８ ７９ ●３６ 写 ？Ｉ ７ｃ 侭半
SKO56 、田-８ 貢士堀 衝(火洞量ノ ●2５２

SKC5６ 81国･９ 人形 色雌 肥 向Ｉ 660-80年代 拘右西円人形(若量人融ｊ
SKO57 F７３国･１ 小唄 梁付 3９ 2.3 1.6 肥 画Ｉ 8ｃ ママコト何日具か

SKO57 竃73国-２ 田 白田 ●8.4 ●4-6 ●４０ 肥 画Ｉ 7c末～18c前半



週揖番号 挿図岱丹 材貫 圃彫 紬･胞文 ロ＆ 薗高 底径 蝿遍 盆地軍Ｉ製作年代 負考

SＫＯ５７ 栗73四一ｺ 田轟 押巳要唇 ●９０ ＩＤ５９ ◆4８ 唾再剣ＪＴＲ１型PzrTg室甲ロ １７c末～Ｉ８ｃ阿半

割く０５７ 73園-４ 町圃 外団色維 ●９ﾛ１．５．３ ●3.1 京・砺頭系Ｉ18c中咽
SKO57 73因-５ 陶鰯 餓麟 0９ １０６．１ Ｃ５ｊ 肥繭京飼恩田圃Ｉ17c末～I8c飼半

SKO57 ７３図-６ 陶薗 透明鞄 ９ １７．１ ３９ 尼 飼Ｉ17c末～I8c前半
SKO57 73国-７ 磁閲 肇付 ｏＩＯ 肥 前Ｉ17c中頃
SKO57 ７３国-８ 陶閲 ハケ目 １０ 胞 前Ｉ17c末～U8c前半

SKO57 73図-９ 鯛閣 透明鞘 ●９ ＩＣ7.0 今5.1 肥 前Ｉ17c末～I8c前半

SKO57 73回－１０ 閉鵡 過明鞄 ●1０．８ｌ●７．３ ◆5.0 肥 前Ｉ17c末～18c前半

SKO57 露７３回－１１ 陶闘 透明粕 0１１，２１＊7８ o5０ 尼 前Ｉ17c末～18c前半

sKO57 第73回-12 陶鮒 透明軸 0５０ 画■句古 哩風鯛閲Ｉ17c束～18c前半 高台内に刻印

SKO57 露７３図－１３ 磁薗 皿 白檀 ２．１ ●3.2 ●4６ 画■古・由嵯 見Ｉ17c末～18c前半

SKO5フ 第73国－１４ 磁圃 菊ロ 白田 ６２ ２ *3８ 肥 前Ｉ17c末～18c繭半

SKO57 第73図-15 陶蘭 口 内団銭塞 ● ４０ 3２ ●5０ 廻 前ＩI7c前半 砂目檎み絵麿津

SKO57 薦73図－１６ 磁薗 口 巣付 1.7 ｡.Ｉ 4２ 肥前哀佐見ＩI7c末～18c喧半

SKO57 第73国－１７ 砺鮒 油壷 色銭 厘 繭ＩI8c前半～中咽 国卸且大径８７

SKO57 藁73国－１８ 国鰯 口 ● ６６ ◆3.6 ●3.7 巴 飼ＩI7c飼半 砂目秘み

９K⑪弓７ 第73図－１９ 磁興 国 角花 、６ 4.0 1２２ 中国日唾頓系ＩI7c薗半 傘o02-zkOO7出士破片と横倉

SKO57 K73図-20 磁圃 皿 柴付 ３６ 4.2 ５ 巴前波佐見Ｉ17c末～１８c前半

SKO57 『73図-21 陶堀 皿 見込み鉄絵 ● ７８ ●4８ ◆6０ 京煙厘国璽ＩI7c末～１８c繭半

ＳＫ○5７ 173図-22 焼騨匝璽 頬 Ｃ1２．６ 丹哀？

SKO57 173図-23 瞳締陶鵜 急須？ 中国宜興窯？’ １８ｃ 胴部且大径＊12.0

SKO5 '７３図-24 瓦貫土鞘 火鉢 9,1

SKO5 '７３回-25 国鮒 鍋？ o2２０ 1N１画系

ＳＫＯ５ 73図-20 鰹縛陶鞘 橘鉢 3０４ 負前 I7c後半

ＳＫＯ５ ‘73国-2フ 閏剥 橘鉢 鉄紬 2３６ 哩 前’１７c後半

SKO5 73国-28 慎碑陶閉 平鉢 ●3８０ ●7６ ●258 負的

ＳＫＯ５ 意７４国-29 瓦 軒平瓦 17c後半

SKO5 WW4図-30 瓦 好平瓦 18c前半～中啄

ＳＫＯ５ 菰ｱ4国．３１ 瓦 野平瓦 18c飼半～中嘩

ＳＫＯ５ 第74図-32 瓦 野平瓦 18c前半～中啄

ＳＫＤ５ 篇75国-33 田薗 武肴人形 凸則 尼 前ＩU“O～80年代 寓さ１１２画９３（硯状ノ

ＳＸＤ６ 竃調図一Ｉ 田輔 項 巣巾 ２１ 肥 前Ｕ17c前半

SＫＯ６ 篇29国-２ 陶画 皿 透印 鞘 4'４ Ｅ 前Ｉl7c前半 砂目積み全面施馳

ＳＫＯ６ 藁29図-３ 磁圏 国 白駐 ９６ ◆4.3 ◆6.8 尼 前Ｉ1630～40年代

ＳＫＯ６ 糖29図-４ 暁緯狗埋 平鉢 働前 17c前半

ＳＫＯ６ 第29回-５ 焼脚陶憾 水屋要 1.7 働前 I7c前半

ＳＫＯ６ 129図-０ 焼緯雨樋 虜鉢 ７．６ 1３．５ 10.8 働前 I7c前半

ＳＫＯ６ 『31図－１ 陶圏 題 ８４ 胞前 17c前半

ＳＫＯ６ 『31図-２ 磁圏 国 白磁 中国？

ＳＫＯ６ 『31国-３ 陶圏 ロ 灰鞄 ● ５５ Ｅ 前Ｉ17c前半

SＫｑ６ 531国-４ 園固 国 巣付 ● 0０ 中因固阻観系Ｉ16c前半 口Ｃ畔

ＳＫＯ６ $31国-５ 田鶴 硯 灰鞘 ● ３５ ５ 阻酋？Ｉ17E斡半

SKO62 531国-６ 由圏 灰鞄 ２２ 4８ 魁 的Ｉ１７c前半 見込みに砂目積み鼠がみられる

SKO62 露31図-７ 田圃 灰鞄 ● ２８ 巴 前Ｉ１７c前半 渇働回

SKO62 第31図-８ 陶閉 辰馳 ４ ３４ 肥 前Ｉ17c前半 由門司．乳研¥ロー序軸垂垂去

SKO62 索31図-９ 陶閉 炉 甚灰髄 5.6 ６６ 肥 前Ｉ１７c前半

SKO62 第31回－１０ 陶鰯 ロ 鉄紬 厘 前ＩI7c前半

SKO6Z 第31国-11 陶闇 口 灰軸 ６１５．７ $9.4 ●7.1 肥 前ＩI6c末から１７c前半

SKO62 露31図-12 陶鴎 透明粕 ●9.2 Ｅ 前Ｉ１７c前半 盟慨摺り

SEO64 第45回－１ 陶鮒 燕(合子ｊ 透明軸 ４．７ 1.6 4.7 京・値顛系ＩI8c中唄～後半

SEO64 第45国-２ 轍剛 衝 染付･外面貴檀 ９８ 3.5 ４ 肥 前Ｉ18c後半

SEO64 穂45図-３ 磁固 壷 蛾付 ●7４ 肥 前Ｉ18ｃ

SEO64 露45図-４ 陶画 宵 透明 5.8 尼 前Ｉ１７c末-18c前半 京璽風印踏寓台内に菰印

SEO64 45園-５ 幽圏 。 粂付 肥 酋Ｉ17c束～I8c前半 コンニャク印籾

SEO64 45因-６ 樋圏 Ⅲロ 桑付 ４ ２ ２６ 喝 前Ｉ18ｃ

SEO64 45因-７ 磁繭 Ｒ 後付 0８４ ●６４ ●4０ 尼 画Ｉ18c中咽～憧半

SEO64 45国･８ 国薗 。 国毛目 0200 o5.7 ●７１ 廻 薗Ｉ17c末～I8c酋半

SEO64 45国-９ 樋鶴 皿 筒花 ●6９ 中国日哩田系Ｉ17c前半 寮台内カンナ創り畑

SEO64 45図－１０ 田軸 ロ 肇付 １５８ 2.1 112 肥 前Ｉ17c後半～末

ＳＥ唾４ 45図－１１ 画期 鉢 Ｉ内面且剰鹸 ●240 ●1０．３ ●9-5 肥 前Ｉ17Ｇ束～I8c睡半 京焼睡的璽

sEO64 薦45図－１２ 陶麹 粛 鉢Ｉ鉄勉 ０２１．７ 編岡度ＩI8c

SEOE4 篤45図－１コ 陶鞘 粛 鉢Ｉ蝕軸 *.｡.２ 肥 前ＩI8cn半

SEO64 穂45園－１４ 煉縛晦凶 鱈鉢 慣 前Ｉ１７c後半

SEO64 露45図－１５ 陶縄 雷 鉢Ｉ蝕軸 o34.2 肥 前Ｉ18c前半

SEO64 轍45国-16 陶輯 鱈鉢 鉄鞄 12.8 楓国産？Ｉ18ｃ

SEO64 竃45国－１７ 陶踏 鱈鉢 鉄鈷 0３７０ 肥 前Ｉ18c前半

SKO70 第144図一Ｉ 樋鞘 涌(碗』 換付 3.7 2.8 8.6 厘 前Ｉ19c前半～中噸

SKO7O 菰144国-２ 磁葛 蓋(蹟〕 肇付 ●８４ 2.5 堰 酋Ｉ19℃前半～中頃

SKO7O 講144国-３ 樋輔 頭 染 ６８ 2９ ２ 厘前

SKO70 童144因－４ 樋麺 碗 饗 ３１ ６６ ２６ 巴飼

SKO7O 粛144国-５ 樋薗 鍵 0８０ ４ ●2.4 思 嗣Ｉ 9c飼半 紅鱒ロ

SKO70 第144図-６ 磁輯 幾１す ●7.1 5.1 ●3-2 肥 飼Ｉ 9c前半～中国

SKO70 藁144国-７ 磁圏 幾１オ 5３ 6.1 ３ 肥 前Ｉ 9c前半～中国

SKO70 猿144図-８ 磁麟 HＭ１オ ●9,4 4８ .１ 巴 的Ｉ 9c前半 紅堀口

SKO7O 猿144図-９ 陶朗 土瓶 遇 5.3 間西系Ｉ 9亡画半

SKO70 第144回－１０ 磁湖 碗 塗 ●6.8 *５ １０ ０ 里 前Ｉ 9c前半～中嘩

SKO7O 薫144回－１１ 磁隅 碗〔蛇反瞳ｊ 鐘 9.7 4， ､４ 期戸･美澗Ｉ 9c前半～中嘩

SKO7O 第144国－１２ 磁脳 碗 殿 １０ 4‘ ７ 胞 前Ｉ 壁画半 紅塘ロ

SKO70 薦144国・1コ 磁腿 禁 ●1０２ ●2， １０ ０ 尼 前Ｉ 9c前半

SKO7O 誘144図－１４ 磁朗 【蝿反睡ｊ 験 ６．１ １０ ４ 厘 前Ｉ 9c前半～中頃

SKO7O 鷺144図－１５ 砥圏 (蝿反噴） 巣 ●１１．０ ６ＩＣ ､１ 尼 画Ｉ 9c飼半～中晒

SKO70 竃144図－１６ 磁圏 巣 1３ ４ ４ 厘 酋Ｉ 8c末～19c繭半 齢ノ固閣１８f孟全■。kみに角竺

SKO70 第144国－１７ 田圃 口 毎浬Ｂａ鱈 0２１２ 1０ ●８４ 禰国度？Ｉ 9c酋半 昼込みに目睡

SKO7O 猿１４４面－１８ 唖狸■、咽 麺 ●7３ ●ｱ.６ 濁 水虚Ｉ 9c酋半

SKO70 竃044図－１９ 睡思 憂灰鞄 蕨 焼Ｉ 些酋半 ＳＫＯｍと接合見込みに目蹄5田所

劃く070 痢145図-20 由圃 号平 蝕鞄 ０１５２ 関西系Ｉ 9c前半

SKO70 爾145国-２１ 瓦貫士路 瞳炉 23.6 9e璽半

SKO70 蛍１▲尽屈．ウウ ４全貫■。÷望 自悟 ◆３１．１ 9c前半

sKO70 145国－２３ 瓦質土圃 毘炉 024.4 9c前半 制印『久之助Ｉ

SKO70 145園－２４ 土蝉貫土鵠 鯉炉(描部ｊ 9E堕半

SKO70 145園-25 土師質土閲 ナ 13.9 ０７ 9c萌半

SKO70 145図－２６ 画期 鉢 蝕馳 ●32.8 禰岡段Ｉ 9竺鈎半

SKO70 145国．2７ 固閲 鉢 蝕馳 ●４１６ ●２１２ ●1６，４ 福岡盛Ｉ 9邑酋半

SKO70 145因-28 国麹 透明軸 Ｃ６０ 樋西系Ｉ 9虐唾半 旺郁に墨苫

SKO70 '145国-29 宜首士路 鉢 ●4４４

SKO72 猿91因一Ｉ 樋■ 口 白歯 04.7 ●1.3 ●1６ 8C～

SKO72 露91図-２ 画劉 ロ 鐘付 ６ 2,1 ２８ 8c～

SKO72 猿91図-コ 磁鶴 鍵付 ●6８ ●3.7 ●2.7 8c～

SKO72 猿91図-４ 国劇 誠唄触 069 ●4.4 ●3.5 京・値患系？

SKO72 ９１回-５ 磁圏 袋付 ０９２ ●4.9 ●3８ 厘 前Ｉ 8c中頃～後半

SKO72 ９１国－６ 磁麗 外遜色錐 ●8コ ＊5.1 ◆3.3 京・値県系 8c中晒～後半

SKO72 ９１回-７ 陶魁 外面下半型些 Ｃｌ１．０ ９６．３ *3.9 京・値顛系 8c中頃～俊半

SKO72 ９１国-８ 磁凶 巣付 ●１１．３ *5.8 ◆4.1 肥 前’ 8c中頃

ＳＫＯ７２ ９１図-９ 磁囲 後付 013.4 ●4.6 *7.2 肥 前Ｉ Bc中西～横半

SKOﾌ２ '91図-10 由麹 鵠明軸 ｏ１８．８ ◆7.4 *7.0 肥 前Ｉ 8c中頃～後半 京捜風閲囲

ＳＫＯ７２ Ｉ91回－１１ 陶圃 鉢 Ｉ蝕鈷 0３３０ 尼 酋Ｉ 8c中、～後半

SKO72 猿91図．1２ 餌圏 播 鉢Ｉ鹸軸 $1５．６ 厘 前Ｉ 8c中碩～後半

SKO72 穂９１回－１３ 瓦 好丸亙 宣尚毎ｏＩ４ｎ注文１８幽生

SFD7３ 竃101団一Ｉ 磁圏 璽〔広東襖１１肇付 ●5-2 肥 前Ｉ 8c末～19世紀前半

ＳＦｐ７３ 猿001国-２ 歯困 回 Ｉ白磁 o6-2 厘 飼Ｉ 7c来～18ぞ酋半

SFD7３ 鷺001国一コ 虹鱒亜里 ロ ●2２８ 3.3 *1７．４ 働 酋Ｉ ７ｃ

－写一句や▽＝Fマ
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迎檎岱号 挿図岱号 材質 脳卿 軸･施文 口径 圃高 底優 慎紐 産地軍Ｉ製作年代 慣寺

ＳＫＯ７７ 馬ＩｑＵ間●Ｉ 砥悪 ,峠《知手掴１W,〕 酋1岡ｒ◆ｐ蝉 cＵ 2-7 ●2.0 足 嗣ＩI9c嗣半～中頃

ＳＫＯ７７ FI46図-２ 繊葛 !〔蜘反碗｝ 縦付 ●８ 4０ 02.9 珂戸･美漫度Ｉ 9c前半～中咽

ＳＫＯ７７ 『146国-３ 磯鞄 役付 ＯＩＩ 6.6 ０４ 足 前Ｉ 8c中頃～後半

ＳＫＯ７７ 『146国-４ 閲劉 $？ o７ 隅西系？Ｉ 9c前半

ＳＫＯ７７ 1146国-５ 士瞳種士期 Z面 *３ 9c前半 外砥に愚苫胸部且大径１１３

SKO80 ;92図 磁鶴 l皿 Ｒ田 ７ １２５ ２ 肥 前Ｉ 630～40年代

SKO80 192国 ２ 磁削 白田？ ●７ Ｉｏ４６ ３ 肥 前Ｉ 7c末～I8c前半

SKO80 92国 ３ 青磯 炉 ８２１５９ ５ 肥 前Ｉ 7c後半～18世紀初画

sKO80 92国 ４ 璽鐸匝璽 ‘鉢 ●3９１＄3０ ■面璽Ｉ 7ｃ

SKO80 92国 ５ 瓦 卜平亙 7ｃ

SKO80 92図 ６ 土師貢土鞘 :人影 長さ５８目大喝4５

SXO8３ 97国 職濁 ;ロ ６ 2.1 ３ 尼 繭Ｉ 8ｃ

SXOO3 97国 ２ 輯轟 柴付 尼 前Ｉ 8c後半～末

SXO8３ 97図 ３ 樋魁 梁付 ６ 0６５ ●4.7 疋 酋Ｉ 8c酋半

SXO8３ 竃97国 ４ 田覇 つ 外団色維 閃西系Ｉ 8c後半

SXO8コ 97目 ５ 砥圏 1瞳創 殿付 ９ ７．１ ４５ 氾 前Ｉ 8c後半

SXO8３ 97園 ６ 陶圏 縄軸 ６ 1１９ ９６ 福 岡庵Ｉ 8c後半

SXO8コ 97国 ア 国懸 :磯 鞘 ●２ ８ 問 画系Ｉ 8c後半

gEq噂９ 48園 磁圏 i(合子』 付 足 債Ｉ 8c前半

ＳＥＯ的 48国 ２ 磁瀞 付 ８ 尼 頂Ｉ 7c末～I8c前半

ＳＥO” 48国 ３ 飼濁 蝿鞄 ＣＩＯＯ Ｅ 前Ｉ ７ｃ

SEO89 48国 ４ 磁鶴 花 中国日鯉頓系Ｉ 6c後半

SEO89 48国 ５ 磁輯 皿 鋼界麟 中国源州浜系Ｉ ７c前半

Ｓ“9９ 48回 ６ 陶堀 ｌＭＩ幾付 足 前Ｉ 7c末～I8c前半

SEO89 48国 ７ 磁購 Ｉ付 ●５ 肥 前Ｉ 7c前半

gEO29 46回 ８ 閲曙 灰鞄 25.5 肥 前Ｉ 7c前半

SEO89 48国 ９ 磁器 皿 肯花 ◆28.1 5， 1２ 中田源州窟系Ｉ 7c前半

Ｓｍ” ‘48画 1０ 陶鴇 '鉢 鉄軸 1６ 肥 前Ｉ 8c前半 内面に重ね焼きによる高台痕が残る

SEO89 48国 １１ 焼鋳閲鞘 34.9 ８ 2２ 償前煉

垂唾９ 48回 1２ 陶輯 透明舶級鞄 ４１４ 肥 前Ｉ 8c前半

ＥＯ９０ '49国 砺翻 坪 白磁 ７ ５ 。 肥 前Ｉ 8ｃ

Ｅ”０ 49図 ２ 檎鱒 蛾付 ＊Ｉ ８ 巴 WWI7c末－１８c前半

ＥＯ９０ 49国 ３ 磁題？ 外面 険絵 ５ ６ ４ 胞 画Ｉ ７c末一 8c前半 京侭田 詞扇

SEO90 '49図 ４ 職圏 外面 険雅 ８ ６ ５ 尼 前Ｉ ７c末～ 8c前半 京煙風 罰剛
ＥＯ９０ 49国 ６ 陶器 坪 3５ 厘前

ＥＯ９０ 49国 ７ 陶閤 遇明 ６ 7.6 4８ 巴 繭Ｉ ７c末一 8c前半

SEO90 ４９図 ８ 陶覇 過明 ●Ｉ ５ 巴 繭Ｉ 7c宋一 ８に亜坐

§Ｅ⑪9０ 49因 ９ 園剣 桑付 ●８８ ●４６ ●３６ 肥 前Ｉ ７c末～ 8c前半

SEO90 49図 １０ 璽縛画璽 鉢 ２５ ■ 繭Ｉ ７c後半

SEO90 『49国 10 砂騨 石

SKO92 $33園 磁翰 験付 ●８ 巴 前Ｉ ６１０～30年代

SKO92 ;33図 ２ 磁輯 肇付 ５８ ３９ 尼 繭Ｉ ７c後半

SKO92 33図 ３ 醤幕 蛾付 ●1０ ●6５ 0４７ 思 繭Ｉ “O～80年代

SKO92 '33国 ４ 砺翻 蛾付 ＯＩＩ 肥 前Ｉ “0～80年代

SKO92 '33国 ５ 樋器 梁付 １０ 肥 前Ｉ 7c前半

SKO92 33園 ６ 檎翻 巣付 *９ 肥 前Ｉ “0～50年代

SKO92 ３３国 ７ 陶器 函明鞘 ●９ ●６６ ●4.8 肥 前Ｉ ７c中頃～後半 原煉風国閉

SKO92 33図 ８ 磁翻 蟻付 ●1００ 6８ ５ 肥 前Ｉ 640～50年代

SKO92 '33図 ９ 田鶴 透明肥 ＣＩＩ４ ●7８ ●4.6 肥 嗣Ｉ 7c中頃一後半

SKO92 '33図 1０ 磁湖 蛾付 ●１１．０ ●6.4 ０５』 肥 前Ｉ 660～80年代

SKO92 33図 １１ 陶輯 透明鮎 10.2 6.9 5.1 肥 前Ｉ ７c中、～後半

SKO92 33図 1２ 樋輯 鐘付 ●1０．６ 06.9 ０５．８ 肥 前Ｉ 640～50年代

SKO92 33図 1３ 画鞘 炉 外面憂灰和 o5６ 肥 前Ｉ 7ｃ

SKO92 33図 １４ 陶覇 灰鞘 1３．１ 2.2 足 前Ｉ 7c前半
SKO92 33図 １５ 陶顛 外因墓灰鞄う 079 巴 前’ 7ｃ

SKO92 33図 1６ 国漣 灰鞄 ●1４８１４１ ０４５ 尼 前Ｉ ７c前半 砂目樋み
SKO92 ”図 １７ 紺鵠 巣付 ●1２６ 尼 前Ｉ 630～40年代
SKO92 ｡｡図 1８ 樋覇 蛾付 Ｏ２ＩＯ 肥 煎Ｉ ６１０－４０年代

SKO9Z 麺囲 1９ 田覇 梁付 2４４ 肥 飼Ｉ 630-40年代
SKO92 通園 2０ 噛圃 鎖付 2０８１１０６ ６ 肥 前Ｉ 7c後半
sK瞳２ 郵図 ２１ 田圃 炉 外因敏和･田毛目 ０８７ 肥雨

SKO92 調図 2２ 焼縫陶飼 1３．１ 6.7 負 前Ｉ 7ｃ

SKO92 羽囲 2３ 土簡貫土朗 １１６ 1フ 7c後半

SKO92 羽囲 2４ 土餌貢士路 1３６ １６ 7c後半

SKO92 郷国 2５ 互貫士路 ●3０４

SKO92 型囲 2６ 互賀士郵 32.9 1０６ 235

SKO92 F35図 2７ ガラス 明ガラス盟晶 長画１８短鞄１．７厚さ０６

SKO92 135国 2８ 磁圃 !付 1Ｚ 旺 繭Ｉ１６１０～40年代
SKO9 園5園 2９ 由圃 I付 2.3 巴 酋Ｉ１６１０～40年代
ｓＫＯ９ E35図 3０ 磁測 !付 3４ 肥 飼Ｉ1630-40年代

ＳＫＯ９ E35国 3１ 磁圏 花 4.8 4.7 1３．３ 中国源州薫系Ｉ17c前半
ＳＫＯ９ F35図 3２ 檎鶴 !付 3.3 肥 前Ｉ１７c前半
ＳＫＯ９ Ｉ35国 3３ 碩翻 皿 花 5６ ◆3.3 ◆9.1 中国局阻田系Ｉ16c前半
ＳＫＯ９ 35図 ３４ 陶輔 皿 1睡摺り峡馳扇毛目 5.1 5９ ７５ 肥 前Ｉ17c前半 砂目稲み
ＳＫＯ９ 35図 3５ 焼緯陶朗 橘鉢 3.4 不 明Ｉl７ｃ

SKO93 36国 士唾貧土週 婚 ６ 3.6 １７c後半
SKO93 36図 ２ 閑期 外因灰釦 ① 9０ 尼、

SKO93 36国 ３ 閲堀 円、｡理璽 *2６６ 7.2 ８２ 肥 前’１７c前半
ＳＰＯ9７ 36国 ４ 碕羅 画付 肥 嗣Ｉ1640～50年代
ＳＰＯ9７ F36図 ５ 土師貢士凪 塩量 7c後半？
ＳＫＩＯＯ 第90図 ５ 閏麺 '、ヶ目 ●１１．８ 肥 煎Ｉ 7c末～I8c阿半
ＳＫＩＯＯ 窟90国 ６ 国輔 科 、褐色鞄 o7８ 朝鉢または足前？Ｉ 6c末～I７ｃ 、甑
SＫ１００ 篇90図 ７ 画輔 墨灰圃 ０３ 肥 前Ｉ 6c束一I7cｍ頭 坊士目栖み
ＳＥ１０Ｉ 第49国 ５ 砥館 色絵 ●1０． 中国濠州窯系Ｉ 7c前半
ＳＫ１０５ 薫78国 樋覇 梁付外面骨田 ９８ 3３ ●４。 尼前Ｉ 8c中頃～後半
ＳＫ１０５ 幕７８図 ２ 函輯 ６坪 日田 ３６ １１ヨ 尼前Ｉ18Ｃ 紅皿？
SＫｔＯ５ 粛狛図 ３ 融圃 ､坪 巣付 ●４７ ３ Ｉｏ３． 巴酋Ｉ18c前半
SＫ１０５ 竃７８国 ４ 磁圏 【ロ 壁付 ５．５ ２ヨ ヨ 巴繭Ｉ18ｃ
SＫ１０５ 『78国 ５ 磁鰭 ､坪 日田 ６．５ 。 １２ヨ 坦画Ｉ17c末～18c酋半
SＫ１０５ 『78国 ６ 田期 外因色鰭 ●９２ ●５ ＩＯ３。 京・値顛系Ｉ18c中頃～後半
SＫ１０５ 『７８国 ７ 田漏 外画侭DＢ ●９０ ●５ ｌＯ３ロ 京・値県系Ｉ18c中頃～後半
SＫ１０５ 『78国 ８ 餌蹄 西国、‐Ｆ些口呈密0丁説rOT ◆9.8 ４ヨＩＤ3‘９ 測戸･美嚢ＩI8c中頃～俊半
SＫＩＯ５ 578国 ９ 陶覇 ロ訂正ニヨーウ昼写ら＝０丁索『０丁 ●9９ 珂戸o蔓浬ＩI8c中国～慢半
SＫＩＯ５ $78国 １０ 岡期 ７F四ｺ璽垂 *8.8 5.5 o3.3 京・便崇系ＩI8c中頃～俊半
SＫＩＯ５ F７８回 １１ 陶鞄 外因色輪 9.5 ５ 3.コ 京・値泉系ＩI8c中頃～後半
SＫＩＯ５ F78図 1２ 陶鞄 透明軸．網肋掛け分け 9.9 ４ 3.6 期戸 憂浬Ⅱ18c中頃～後半
SＫＩＯ５ B78図 1３ 閏期 縄堀 c9６ 瑚戸 憂堀ＩI8c中頃～後半
SＫＩＯ５ Ｉ78国 1４ 陶細 透明紬 ９２ ７ 2.8 京・、 県系ＩI8c中頃～憧半
sＫＩＯ５ F78図 1５ 閑期 (閥麟硯』 外囲下典型軸 世は透明軸 9.3 ７ 4.4 瑚戸 蔓逼Ｉ18c中頃一後半
SＫＩＯ５ 『78回 1６ 肉細 謁園勉一狸曲０ Ｉけ分け ●9.ア ●4.1 珂戸 蔓浬ＩI8c中頃～後半
5Ｋ1０５ 講７８図 Iフ 国瓢 鵠園軸一蝿釦Ｑ Oけ分け ●1０．０ ２ ●3.6 珂戸 員狽Ｉ18c中国～後半
SＫＩＯ５ 常７８図 1８ 国輔 (囲慨田ノ ワ、面トー。■… 也は過明軸 9.2 ６ 4２ 珂戸 員潮Ｉ18c中頃～後半
SＫＩＯ５ 薦ｱ8図 1９ 飼郡 l(囲鰹頭） 丁ｒ四ｒ干南和 息は透明軸 9.5 5７ ４１ 測挿 員湧Ｉ 8c中頃～後半
SＫ１０５ F78図 2０ 閏鶴 白亜･遇明軸 ●9３ ６２ ●4８ 肥 ロＩ ７c末～08c薗半
SＫ１０５ F７８国 2１ 碩鶴 形喫 鐘付 ●8.0 ６５ ０４．１ 巴 画Ｉ 8c後半
SＫ１０５ F７８国 2２ 磁鵡 形頃 磯付 ●8-1１６３ ４ 肥 飼Ｉ 8c後半
SＫＩＯ５ 【78国 2３ 磁鵡 形頃 蛾付 ●7.5１７１ ●３９ 巴 薗Ｉ 8c後半
SＫ１０５ F78因 2４ 碕輔 膨碩 畳付 7.6１７０ ３８ 肥 画Ｉ 8c後半
SＫ１０５ 『78因 ２５ 函覇 影噴 畳付 7.4１７０ ３８ 巴 画ＩI8c後半
SＫ１０５ F７６国 ２６ 磁圏 桑付 IＯＵ １５２ 3.9 雇 飼Ｉ18c中頃～後半
SＫ１０５ F78国 ２７ 磁鰯 首花 ●1０．９１５５ ●4６ 中困源州江系Ｉ１７c画半
SＫ１０５ 常78因 ２８ 陶鴎 Ｖ ■込み塵DＢ o１１．５１４．６ ●4.1 原･値県系ⅡI8c中画一後半
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第21表SKO17から出土した焼捌 器観察表１

第20表

6囚､番号 おr雷 罰3形 軸 口径 器高 底径 恋封h/室 興作年代 侭鐸文字 備考

！126図-１ 磁器 ノ
而
国坪 色絵 5.9 ２８ 3.0 肥前 19c前半～中 詞 ？

１１２６図-２ 磁器 ノ
ロ
ト
ロ
坪 色絵 *6.1 *2.8 *2.9肥前 19c前半～中 項 みとや

126区 －３ 磁器 ノ
ロ
ト
ロ
杯 染付 *２９ 肥前 19c前半～中項Ｉ門田は

i126厘 -４ 磁器 ノ
■
卜
■
坪 色絵 *6.1 *5.6 *2.4肥前 19c前半～中 凋 来(迎)寺

1126厘 -５ 磁器 ノ
ロ
ト
ヨ坪 染付 *6.1 *2.8 *2.5肥前 19c前半～中 劇 牧小兵衛

;126厘 －６ 磁器 ノ､坪 染付 *3.3肥前 19c前半～中 劇 寿

1126厘 －７ 磁器 ノ､杯 5.4 4.2 2.7 肥前 19c前半～中 凋 原ノ天のをや

'126厘 -８ 磁器 ノ､坪 染付 *２９ 肥前 19c前半～中 劇 つ
●

'126国 -９ 磁器 ノ､坪 金銀彩 7.8 3.0 2.6 肥前 19c前半～中 日 へつきおかや

126厘 －１０ 磁器 ６ﾛ 青上絵付け *8.1 *4４ *3.6中国徳化窮 18c後半 (波)田氏弐匁

1126厘 -11 磁器 日、蝋反碗） 染仁 *7.8 4.9 *２９ 肥前 19c前半～中 日 □わ

126厘 －１２ 磁器 ６、端反硯） 染巾 *9.6 *5.6 *3.5肥前 19c前半～中 詞 記号;二本の線

;126図 －１３ 磁器 碗 端反碗） 染卜 *9.0 4.8 *4.0肥前 19c前半～中 詞 (善)巧寺

;126瞳 －１４ 磁器 碗 端反碗） 染乍 *8.9 ４６ *3.1 瀬戸･美濃 19c前半～中詞 東新町おなつ

1126厘 －１５ 磁器 碗 染ｆ 7.8 4.9 3.2 肥前 l8c末～19銅1半 山津新作

;126瞳 －１６ 磁器 鉢 染ｆ 9.7 5.8 4.8 肥前 19c前半～中 負 □(波〕

126図－１７ 磁器 そば猪口 染付 7.8 6４ 5.6 肥前 18C後半～19c前半

なり松治兵衛二
ツ 蛇ﾉ目凹形高台

1２６図－１８ 磁器 そば猪口 染１ Ｉ *8.0 6.7 *6.0肥H１ 18c後半～19c前半 二｢」 蛇ノ目凹形高台

1２６図-19 磁器 碗 染１ ↑ 7.7 6.9 3,9 肥印 19c前半 米五

１２６図-20 磁器 そば猪口 染１ ↑ 8.4 6.4 6.5 肥印 18c後半～19c前半Ｉ｢、」 蛇ノ目凹形高台

;１２６画一2１ 磁器 硯 染１ ↑＋赤絵 10.0 5.1 4.2 肥印 18c中頃～後半 木

1127図－２２ 磁器 碗(端反碗） 染付 1０．７ 6.2 4.1 肥前 19c前半～中頃

乙津加とや

四匁力

;127図－２３ 磁器 碗(端反碗） 染ｆ *10.7 *6.0 *3.9瀬戸･美浸Ｉ 9c前半～中頃 古川丁 塵藤兵衛

;127図-24 磁器 碗(蝿反碗） 染ｆ *10.7 6.2 *4.5肥 前Ｉ 9c前半～中頃 清田一 」

;127図－２５ 磁器 碗(端反碗） 染ｆ *11.4 *6.1 *4.8肥前Ｉ 9c前半～中頃 原ノ天（〕をや

;127図－２６ 磁器 碗(端反碗） 染乍 9.7 5.4 3.9肥 前Ｉ 9c前半～中頃 牧壱匁力

第127図－２７ 磁器 碗(端反碗） 染付 1１．５ 6.5 4.9 肥前 19c前半～中頃

花つる中蔵

三匁力

追檎毎号 挿図番号 材質 圃影 軸･胞文 口径 ■高 摩＆ 焼鍾 産地/富 製１ 『年代 償考
詞《００５ 昂ＪＲf四一Ｚ弓 柾I繭 碗 螺1寸 １０．０ 5.0 ３．５ 雇嗣 面面 半～

詞《0，５ 索78図-30 陶聞 碗 透明鞄 ９．３ ５ 3.7 京・睡塵系 IOC 、～ 半

詞《105 露78国-31 陶闇 噴 閲胎幾付 ●1０．６ ６ 04.6 胞前 17｡ ～１８｡煎半
鉱105 竃78国-32 磁腿 硯 坐付 10.0 ５ 3.6 厘前 I8c 半～束

劇《1０５ 第78国-33 陶朗 曾炉 外面句 鞄 ９８ ５ 5.8 尼前

副(1０５ 第78国-34 閉創 内付 外面日 錐 05‘９ 尼 酋Ｉ 6c束一 17c初団 銭麿津向付

劃く1０５ 第78図-35 聞鰯 鉢 内面色 絵 1２６ ４ 4０ 京・値巣系Ｉ 8c中靴 ～撞半

SＫ１０５ 霊７８図-36 閏閑 鉢 内面目 錐 12.1 ４ 4０ 京・恒星系Ｉ ec中は ～後半

SＸ１０５ 第７８国-37 極麺 国 梁付 本圃内面衝甚Ｉ 1４１ 3.9 ７．９ 巴繭箇江窯Ｉ 8c中塚 一後半
ＳＸ１０５ 露78回-38 田輔 ロ 桑付 本邸内面青磁 1４．１ 4０ 7.9 題繭筒江窯ＩＥ8c中唾 ～後半
顎(1０５ 第78画-39 田■ ロ 染付 2.1 足 前Ｉﾛ7c末一 I8c繭半 型 唾罵り

ＳＸ１０５ 第７８国-40 彊繁 ロ 梁付 2.1 巴 前ＩＥ7c束-18c酋半 蟹 園居り
顎《1０５ 第沌図-41 磁遍 鉢 染付 199 ｱ４ 9.6 巴 前ＩＥ8c中頃
ＳＸ１０５ 第79国-42 砥期 桑付 ●1２．５ 4.0 ●4.5 厘薗波佐見１ﾛ8c中頃～櫨半
ＳＫ１０５ 露79国-43 磁墨 染付 ●1３２ 3.9 ●8.0 肥 前ＩＥ8c陶半一中咽
ＳＫ１０５ 露79国-44 磁圃 梁付 1４ 4.1 7.8 厘 酋ＩＥ壁画半～中咽
ＳＫ１０５ 露79図-45 樋■ 白砺 ６．２ 3.2 廻 前Ｉ 8c前半～中咽 且大径

ＳＫＩＯ５ 露79図-46 磁圃 白機 ８．５ 1２６ 5.7 廻 前Ｉ 壁堕半～中噸 園郎且大径１２．５

ＳＫＩＯ５ 竃79図-4フ 砿期 鐘付 3.8 廻 前Ｉ 8c前半～中頃

ＳＫ１０５ 露79図-48 陶麹 褐廼 ４．１ 2.3 枢 国産Ｉ 8c中、～後半 遍大径６．５

ＳＫ１０５ 竃７９図 4９ 陶輯 差し 褐鞘 ●5.3 福岡度Ｉ 0c中国～繊半

ＳＫ１０５ 露７９図 5０ 磁函 肇付 ●17.５ 鯉 前Ｉ ７｡東～１ＢＥｍ半

ＳＫ１ｐ５ 第79国 ５１ 士卸埋 皿 3.9 9ｃ 底部糸切り

ＳＫ１０５ 薦79図 5２ 士卸璽 皿 *8.6 ●1.3 ●4.6 Bｃ 底郁糸切り

劃く1０５ 第79図 5３ 陶酪 鉢 鉄閲 ●３１ 肥 前Ｉ 8ｃ

SＫ１０５ 第79図 5４ 国璽 鉢 峡鞄 ０３１ 肥 酋Ｉ 8ｃ

劃《1０５ 第79国 5５ 由薦 禰鉢 鉄函 ●3３ 尼 前Ｉ 8ｃ

S､《1０５ 第７９国 5６ 画期 爾鉢 ●1０６ 厘 酋Ｉ 7c後半 底部糸切り

劃《1０５ 鱒79国 5７ 土脚貫土■ 鍵埋壷轟 ７ 2.2 堺 Ｉ8c飼半～中頃

SW(1０５ 第79国 5８ 士邸貧土繭 鍵埋量 ５ 8.9 5.8 堺 Ｉ18c前半～中印

SＫ0６ 篤”図 画期 天目噴Ｉ褐軸 ●１１ 刻戸･美酒

劃《 ０６ 露鈎図 ２ 十画圃 坪 ●1２， 17c前半 京麺系士簡圃

冒頭 0６ 第39国 ３ 臼覇 回 Ｉ灰釦 ●1４０ 廻 画Ｉ17c画半 塞墾団

SＫ ０６ 講調園 ４ 酌■ 回 Ｉ灰軸 ●..５ 肥 繭Ｉ16c束～I7c初皿 鰭十日覇み

ＳＫ ０６ 第39国 ５ 瓦貫土隠 火鉢 ●22.6

ＳＫ 0８ 粛誼図 ６ 樋窟 小 坪Ｉ桑付 ＣＺ２ 思前 17c前半

ＳＫ 0８ 第39国 ７ 紺覇 水滴？ 外面色絵 肥前 07c後半？

ＳＫ 0８ 富39園-８ 陶囲 皿 Ｉ灰軸 ３８ 肥 前Ｉ 7c前半

ＳＫ１０８ 第39国-９ 画瓢 硯 Ｉ灰鞘 ◆4.9 肥 前Ｉ 7c前半

ＳＫＩＯ８ 第39図-10 陶麺 片口鉢Ｉ灰軸 ０１５．１ o9.5 o6.5 肥 前Ｉ 7c前半 見込みに目跡SXO38出土破片と接合

SＫ１０８ 第39図-11 鍵縛陶剛 禰鉢 ●1コ.４ 憐 的Ｉ 7c前半

ＳＫ１１０ 第39図-12 陶鞘 鉢〈片口鉢？）Ｉ灰軸 015.2 肥 前Ｉ 7c前半

ＳＫ１１０ 39図－１３ 国軸 不明 外函青馳．内西透明鮎 08.5 中国？

ＳＫ１１０ 39回-14 ±卸貧土糊 i略 018.2

ＳＫ１１８ 149国 染付 ;皿 鐘付 35.5１５．６ 200 厘 前Ｉ 8c前半

遮世柳酬堅壇竃 23国-１ 国鞘 昼塵塾 0１１．８ 肥 前Ｉ 6c束～I7c初頭

強世期鏑整宅■ 23国-２ 璽鐸唾理 ●16-0 中 国Ｉ 6c後半～束

睡蛍綱閣整埴届 お国-３ 画覇 内外団蝿蝿色軸 ●1７．０ 璽酋画九蛸蒔Ｉ 6c束－１ｱc初頭 内面同心円タタキ

遊日t期箇整地届 24国-４ 磁鶴 肴花 中国 ヨ確頓系Ｉ 7c前半 芙忽手

逓世袖朗整竣届 第24国-５ 砺幕 骨花 ●5-2 中因 ヨ唾圃系Ｉ 些堂準 唾Ｃ唾

邸&置綱観嬰迫屠 索24国-６ 砺輔 回 白樋高台内呉須により麗文 ●７．１ 中国 ヨ匝圃系Ｉ 6c検半

|鐘宙棚麟整坦唾 '24図-７ 磁困 坪 白鍾 ●3０ 中国 司堕頓系Ｉ 6c薗半

逓蛍納凹整地届 富24国-８ 磁朗 白鍾 ●ａｌ 中国 ヨ堕頓系Ｉ 6c前半

逢重初瞳整遮屠 富24図-９ 圃餌 付 内臓齢建 4.4 美酒(ＩE野）Ｉ ７c初皿

鐘蛍鯛銀要地屠 猿24国－１０ 陶囲 付 内岡錘塗 4８ 美浬(；E野ｊＩ ７c初頭

砥世袖朗整堆層 薦24図－１１ ±EE鰯 ●8.5 ●1.9 ●4.2 6c後半 京銘系ナ歯箪

近世初胡整地藩 薦24図－１２ 土師貢士繭 ■ Ｉ6c後半

瞳世初朗整地屠 糟24図-13 瓦貧土圏 鉢 6c後半

砥蛍初馴整地層 第24図－１４ 土蝉質土期

遁世初朗整堆屠 ｒ⑧■面一Ｑ瞳 瓦 瓦 内函幾切り寂

百 一 5147図-１ 磁蘭 青花 ７．６ ４１３．４ 中国畳纏鋼系Ｉ ７c後』

恵樫 ＥＩｄ７園一， 璽璽飽璽 ,銅祷 6.4 2,6 湧水瞳ワＩ 9c前』 外国 に恕害且犬儒８，２

衷採 5147面-３ 璽縛内聾 ,須褐 9２ 2.6 湧水煙りＩ 9c前』 外国 に墨書是大径９．３

衷樫 5147画-４ 士歯曾士■ ,鋼 8０ 8.6１６．６ 9c前２ 臓圃 且大径中13.8

倉越 『147国-５ 唾陣、■ 急痢． 8.9 １０ 7.6 濁水煙ワＩ 9c前２ 虜圃 且大径●1４２

闇篇一盾冨一備苛冠胃詞偏流冠冒冒弓侭首胃蘭司憶罰一憶詞一ｰー 国国 国‐ 国国 戸■ロ庵両憲一ﾛ■楠Ｊｒ，辱▽ロＩﾛ
一
》… 房 一声一唾唾鳶芙愚論一面天憲司売一



第22表SKO17から出土した焼継文字を有する陶磁器観察表２

挿図番号

第127図-28

第127図-29

蕊127図－３０

第127図-31

第127図－３２

第127図-33

第127図-34

第127図-35

第127図－３６

第127図-37

第127図-38

第128図－３９

第128図－４０

鰯128図-41

第128図-42

第128図-43

第128図-44

第128図－４５

第128図－４６

第128図－４７

第128図-48

第129図-49

第129図-50

第129図-51

第129図－５２

第129図－５３

第129図－５４

第129図－５５

第129図－５６

第129図－５７

第129図－５８

第130図-59

第130図－６０

第130図-61

第130図-62

第130図－６３

第130図-64

第130図－６５

第130図-66

第130図-67

第130図-68

第131図-69

鰯131図－７０

第131図-71

第131図-72

第131図－７３

笛131図－７４

第132図-75

第132図-76

第132図-77

第132図-78

第134図-79

第134図-80

第134図-81

第134図-82

第134図-83

第134図-84

第134図－８５

材質
一

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器Ｉ

磁器

磁器Ｉ

磁器Ｉ

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

憎斌3号

磁器

磁器

陶器

器形 軸

碗(端反碗） 染付

碗(端反碗） 染‘

碗(端反碗） 染付

碗(端反碗） 染付

碗(端反碗） 染付

腕(端反碗） 染付

鉢 染１ ｔ

碗(端反碗） 染１ ｔ

碗 染１ １

碗 染１ Ｉ

碗 染１ ↑

碗(広東碗） 染付

碗(広東碗） 染１ ↑

碗(広東碗） 染１ ↑

碗(広東碗） 染１ ↑

碗(広東硯） 染１ ↑

碗(広東碗） 染付

碗(広東碗） 染付

碗(広東碗） 染付

鉢 染

鉢 染付

鉢 染付

碗 染付

碗 染付

碗 染付

碗 染付

鉢 染付

花形鉢 青磁染付

鉢 染付

鉢 ルリ粕

碗 染付

蓋(蓋物） 染付

蓋 染付

蓋 染付

碗 染付

鉢 染付

鉢 染付十赤絵

壷 染付

碗(筒形碗） 染付

皿 染付

鉢 染付

皿

皿 染

皿 染

皿 染

皿 染

皿 染

皿 染

皿 染付

皿 染付十色絵

皿 染付

小坪

碗 染 寸

碗 染 寸

碗(広東碗） 染 寸

碗 染付

碗 染付

土瓶

口径 器高 底径 志馳/室

105 肥前

＊1０．４ *5.7 *4.6肥前

1１．１ 6.2 4.9 肥前

1０．１ 5.7 4.2 肥 前

＊10.9 *5.4 *4.3肥前

12.8 7.0 5.4 肥前

＊1１．２ 5.9 本4.7肥前

＊1０．６ *5.6 *4.0肥前

11.8 6.4 4.4 肥前

*4.8肥前

肥前

1１．３ 6.3 5.5 肥前

*11.7 7.4 *6.1 肥前

11.4 6.9 6.1 肥前

１１．２ 6.8 6.2 肥前

*1１．４ *7.1 *5.8肥前

１１．２ 6.1 6.6 肥前

1１．３ 6.4 5.5 肥前

1３．１ 7‘６ 7.4 肥前

15.4 7.6 7.3 肥前

1３．３ 6.0 5.2 肥前

*1４．９ *7.3 *5,2肥前

*1４．７ 7.0 *5.6肥前

本4.3肥前

1１．０ 6.1 4.3 肥前

1２．３ 7.3 5.4 肥前

1２．８ 7.7 6.6 肥前

1５．２ 6.9 6.7肥 前Ｉ

1２．１ 6.0 6.0肥 前Ｉ

１５．０～ 7.3 6.3肥 前Ｉ

本5.6肥前Ｉ

8.9 肥前

9.6 3.9 肥 前Ｉ

*9.8 *2.9 *3.8肥前

3.5 肥前

15.2 6.0 10.2 肥前

15.1 8.8 8.4 肥前

肥前

6.9 5.4 3.5 肥前

＊1１．０ 肥前Ｉ

15.1 3.8 8.3肥 前Ｉ

14.1 3.8 8.5肥前Ｉ

14.0 3.8 8.5肥 前Ｉ

１５．４ 3.0 9.3肥 前Ｉ

20.0 ２７ 102肥前志田西山’

20.0 3.0 13.5 肥前

*9.2 *２０ *5.4肥前

29.0 ４１ 16.0 肥前志田西山

29.4 4.5 １６．６ 肥前志田西山

*39.8 4.4 *４ 肥前志田西山

30.1 3.4 17.2 肥前志田西山

*2.8肥前

*3.4肥前

*5.0肥前

*5.8肥前

*6.4肥前

肥印

本8.2関区系

147

興作年代

19c前半～中頃

19c前半～中頃

19c前半～中頃

19c前半～中頃

19c前半～中頃

19c前半～中頃

19c前 半～中頃

19c廓 半～中頃

18c機 半～末

19c印 半～中頃

19c前 半～中頃

18c末～19c前半

I8c末～19c前半

18c末～19c前半

18c末～19c前半

18c末～19c前半

18c末～19c前半

18c末～19c前半

18c末～I9c前半

19c前半～中頃

19c前半～中頃

18c後半

18c後半

19c前半～中頃

18c中頃～後半

19c前半～中頃

19c前半

8c後半

9c前半～中頃

9c前半～中頃

9c前半～中頃

19c前半～中頃

19c前半～中頃

18c末～19c前半

18c末～19c前半

19c前半～中頃

19c前半～中頃

18c末～19c前半

9c前半

9c前半

8c後半～19c前半

8c後半～19c前半

9c前半

19c前半

1670～90年代

19c前半

19c前半

19c前半

嬢鐸文字

よこふ

源作右衛門入
ウ
｡

元町口衛門
口恰匁

ニロハ

子□口新作

今津留升次
ロロメ

力､□し九

はきわら御□

□ろ八

｢｣町とら吉て
つ
日

はきわら「」
セツ

はき□□

おしの増次

Ｔ内魚屋

須(え)し

あ(き)(え）□(匁）
○

伊野源二

片嶋

四郎右衛門
つ
■

(片)(鳩）

□□(壱)匁

今太五

米屋町常右衛門

寸ケ小路潟吉

に印
つ
●

天神(町）□

はきわらとら蔵

弐匁

(か)〈仁兵衛

ふたまた三匁

つもり□し

０

いの□

はたの□

津森卯右衛門
入

悦

はきわら幸作
二口

高田岩力

竹長正光寺

ロノ原
(六)兵衛イ

｢｣(坊)村ワ
つ
●

門田南吉九ツ

門田南吉九

光さ口寺
つ
①

佐五郎「」
つ
●

みのや

乙ちやや

伊兵衛壱ツ

19c前半Ｉ「や

19c前半

19c前半～中頃

18c後半

19c前半～中頃

18c末～19C前半

18c末～19C前半

18c末～19C前半

19c前半

津
つ
◆

□(左)(衛)門

(津)守口□

富町小地

米や町「」
匁

柳町「｣八右衛門
つ
●

崖圭『

蛇ノ目凹形高台

蛇ノ目凹形高台

蛇ノ目凹形高台

蛇ノ目凹形高台
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第23表SKO17以外の遺構から出土した焼継文字を有する陶磁器観察表

挿図番号 逼構番号 材質 器形 軸 口径 器高 底径 産地/室 製作年代 嬢抵文字 僧考

1135図-１ ＫＩ区 陶器 蓋(土瓶） 銅緑紬 8.8 3.3 関西系 I9c前半

米や丁彦右衛門

イ

第135図 －２ 表採 磁器 蓋(碗） 染 9.8 2.9 肥前 19c前半～中頃 今津留

第135図 －３ SKOO7 磁器 硯 染 *4.1 肥前 19c前半～中頃ＩI，」
第135厘 -４ ＳＫ005 磁器 蓋 染

０
．
も *9.5 肥前 米や彦「」

第135厘 -５ Ｓｋ 020 磁器 皿 肥前 塩

第135厘 -６ 表 采 磁器 碗 染仁 *3.3肥前 ｢六郎左衛門｣力

第135厘 －７ 表 采 磁器 小坪 染ｆ 3.3肥前 19Ｃ前半～中頃 Ｔ三十三

第135厘 -８ ＳＫ００７ 磁器Ｉ碗 染ｆ *4.0肥前 19c前半～中頃 つ
●

第135厘 －９ SKOO9 磁器Ｉ碗 3.8肥前 仲力津『」
第135厘 －１０ SKO20 磁器Ｉ碗 染

国
ト
ロ

■
‐
『
Ⅷ
判
■

4.4肥前 米や□「」や

第135厘 －１１ SKO19 磁器Ｉ碗 染
国
ｆ
ロ

口
寸
】 4.1 肥前 l9c前半～中頃Ｉlまん

第135便 －１２ SKO29 磁器’碗 染
ロ
ト
ロ

■
‐
ｐ
ｕ
ｄ
■

3.7肥前 I9c前半～中頃 米やＴ

第135厘 -13 SKO42 磁器 碗 染
■
‐
目
Ｍ
ｄ
■

*4.5肥前 19c前半～中頃Ｉ｢｣衛力「」
第135厘 －１４ Ｋ１･K2区 磁器 碗 染

国
ト
ロ

■
‐
司
引
。
■

*5.4肥前 19c前半～中頃 六ツ中山

第135厘 －１５ SKOO7 磁器 碗 白 iＩ *9.9 *4,8 *3.8肥前 (九)メ

第135厘 －１６ 試掘 磁器 碗 染 5.2肥前 19c前半～中頃 乙上左次

第135図-17 SKOO8 磁器 碗 染付 11.2 6.5 5.0肥前 19c前半～中頃
片島大国や
五郎右衛門

第135図－１８ SKO42 磁器 碗 染付 *１１．５ 肥前 19c前半～中頃 米や町木や

第135図－１９ SKO29 磁器 碗 染付 *13.6 *7.1 *7.0肥前 18c末～19c前半

米屋町

堺屋彦右衛門
第135図-20 SKO17表採 磁器 碗 染 *6.7肥前 18c末～19c南 半 つ

｡

第135図－２１ SKO26 磁器 猪口 染 *7.3 *5.1 *5.2肥前 18C末～19Ｃｌ、 半 商力馬力口五 蛇ノ目凹形高台

第135図-22 SKO70 磁器 鉢 染 *16.4 7.3 7.9肥前 l9c前半～中Ｉ日 上紺屋町今見や 蛇ノ目凹形高台

第135図－２３ SKO29 磁器 碗 染付 1２８ 6.7 5.5肥前 19c前半～中頃
「」茂右衛門
一匁

第135図-24 SKO70 磁器 鉢 染付 *4.0 *7.2肥前 19c前半～中頃 米 蛇ノ目凹形高台



写真図版１

１調査反遠景空中写真（南東から） ２調沓区全景空中写真（上が西）

蕊議議誌蕊蕊議蕊蕊蕊簿

３近世遺構完掘状況（南から）４SD201完掘状況(南端部除く:南から）５ＳＤ201.203完掘状況(南から）
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回色』
0岬

８ＳＸＯ38石組み（南から） ９SKO61遺物出土状況（北から）

１３SKO44土層断面（東から）
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１０SKO92遺物出土状況（南から） １１SKO18完掘状況（北から）

廟Ｉ
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１４SEO64井筒痕跡検出状況（東から） １５SK105完掘状況（東から）
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１
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１２SKO22操出土状況（東から）
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写真図版３
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２０ＳＫＯ１７陶磁器廃棄状況近景 ２１SKO17下底遺物出土状況
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ﾖ句

一ｌｒＥｒ凸

１７ＳＦＯ73石組み検出状況（東から）１６ＳＸＯ83石組み・饗検出状況（東から）

１９ＳＫＯ１７陶磁器廃棄状況（北から）１８ＳＫＯ１７完掘状況（北から）
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写真図版４
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